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 1 
ま  え  が  き―本研究のテーマ  
幼稚園 (Kindergarten)の創始者として知られるドイツの教育者フレーベル (Friedrich 
Wilhelm August Frӧbel, 1782-1852)は、日本の幼稚園、保育所における教育・保育にも多
大な影響を与えた人物である。『人間の教育』(Die Menschenerziehung)1)、『幼稚園教育





あるが、1835 年から 36 年にかけて、学校の領域から幼児ないし就学前の乳幼児の保育と
家庭の革新へと目を転じ、1840 年には幼稚園 (Kindergarten)を創設した。さらに、誕生か








                                                   
1)『人間の教育』の日本語訳には、田制佐重訳  文京書院  1924年、小原國芳訳 (世界教育宝典 ) 玉川大学出版部  
1950年、岩崎次男訳  明治図書  1960年、荒井武訳  岩波書店  1964年、小原國芳訳 (フレーベル全集  第 2巻 ) 
玉川大学出版部  1976年などがある。  
2)Friedrich Fröbel ’s gesammelte pädagogische Schriften.  Hrsg.v.Dr.Wichard Lange.  Abt.2 :  Pädagogik des 
Kindergartens. 1966. (Neudruck der Ausgabe 1862 und 1874)その第 1章から第 22章までを収録したのが、小原
國芳、荘司雅子監修『フレーベル全集』第 4巻  (玉川大学出版部  1981)、第 23章から第 30章までを収録したのが、
同、第 5巻である。  
3)球や立方体などの数学的な原理の学習の基礎となる玩具であり、生活の道具などを見立てて遊ぶ玩具。  
4)„Kommt, laβt  uns unsern Kindern leben! ”  Mutter-und Kose-Lieder,Lieder zur Körper=, Glieder=und 
Sinnenspielen. Zur frühen und einigen Pflege des Kindheit lebens. Ein Familienbuch von Friedrich Fr öbel,  
Blankenburgがオリジナル版であり、ランゲ (Wichard Lange)版 „Mutter-und Koselieder, Dichtung und Bilder.  
Ein Familienbuch von Friedrich Fröbel ” ,  2.Aufl.  Berlinが 1866年に刊行されている。小笠原道雄  「未刊行資
料の解読によるフレーベルの家庭育児書『母の歌と愛撫の歌』の成立に関する考察」 (広島文化短期大学紀要  41
号  2008  p.1.＆ p.9.)では、オリジナル版に発行年が記されていないこととその理由 (本体とメロディー本が別々
の編集者と出版社への依頼となったこと、本体が 1843年には完成されたいたが、メロディー本制作に時間を要し
たことから発行年月が想定しにくい中での刊行が余儀なくされたことが想定されること )が記されている。  
5)西垣光代  「『母の歌と愛撫の歌』におけるフレーベル教育思想の今日的意義」 (日本ぺスタロッチー・フレー
ベル学会紀要  人間の探求  創刊号  1986  pp.51-66.)には「わが国において「母の聖書」と称されてきた」とい
う記述が見られる。  
6)プリュウフェル編及跋  茅野蕭々譯  『フレョエベル  母の歌と愛撫の歌』  岩波書店  1934 の「この書が生


























                                                   
1)白川蓉子は「フレーベルの『母の歌と愛撫の歌』の教育的意義とアメリカ、日本での受容の検討―その 1 その教
育的意義とアメリカでの受容―」  神戸大学発達科学部研究紀要  第 4巻  第 2号  1997  p.97. においては、この
書は「遊戯歌絵本」とされており、小笠原道雄は「未刊行資料の解読によるフレーベルの家庭育児書『母の歌と
愛撫の歌』の成立に関する考察」広島文化短期大学紀要  第 41巻  2008 p.1. においては、「詩」、「絵」、「音」
(メロディー )という三位一体の内容をもつ「家庭育児書」と記されている。それらを基に筆者は、その多くが歌と
動作を伴う遊びであることから「遊び歌絵本」と捉えた。  
2)プリュウフェル編及跋  茅野蕭々譯  『フレョエベル  母の歌と愛撫の歌』岩波書店  1934 p.20.  
3)フレーベル「フレーベル自身の叙述による時代の努力と要求とに関連するフリードリヒ・フレーベルの教育の  
根本原理、教育の手段と方法ならびに教育の目的と目標」  小原國芳  荘司雅子監修  『フレーベル全集』  第 4巻
(第 16章 )所収  玉川大学出版部  1981 p.507.  
4)同上書、 p.507.   






そのため、フレーベル考案の遊び歌が、現代日本の乳幼児 (とその母 )における教育 (保育 )
教材として活用できるかどうかを探るため、0、1、2 歳児クラスの乳幼児 (と母 )が通う子
育て支援の場においては 2011 年 4 月から 2014 年 3 月の 36 か月間、また、0、1、2、3、
4、5 歳の全園児を対象とした一保育園では、2012 年 5 月から 2013 年 3 月の 10 か月間、
3、4、5 歳児の預かり保育中の園児を対象とした一幼稚園では 2012 年 9 月から 2013 年 3
月の 6 か月間、『母の歌と愛撫の歌』よりいくつかの遊び歌を取り上げた実践を行った。
その結果を第６章の第１節などにおいて報告している。  
また、その効果を確かめるために、母子を対象に遊び歌 1 曲を 5 日間母が自宅にて実践
した報告を得る調査及び保育園の 71 名の園児と比較対照が可能な保育園の 71 名の園児と




て検討した。   
 
 4 
第１章 先行研究と問題の所在  
第１節 先行研究の概要   
フレーベルの教育学ないし教育思想に関する先行研究は枚挙に暇がないが、日本におけ
る代表的なものとしては、荘司雅子 (1909-1998)の『フレーベル研究』『フレーベルの教育
学』 (共に玉川大学出版部、1984 年 )、『フレーベル教育学の旅』 (日本記録映画研究所、
1985 年 )や小笠原道雄 (1936-)の『フレーベルとその時代』 (玉川大学出版部、1994 年 )、岩




育思想の今日的意義」 (『人間教育の探究』  日本ペスタロッチー・フレーベル学会紀要、
創刊号、1986 年 )、その内容の研究に関しては、宮崎恵「フレーベル『母の歌と愛撫の歌』





部研究紀要、第 4 巻第 2 号＆第 5 巻第１号、1997 年 )、その成立に関しては、小笠原道雄
の「未刊行資料の解読によるフレーベルの家庭育児書『母の歌と愛撫の歌』の成立に関す






い 8 曲には自身が作曲した曲を掲載している。訳詞は『フレーベル全集』  第 5 巻  (玉川
大学出版部  、1981 年 )の荘司雅子訳を参考とし、歌いやすいものとしたと述べている。  
                                                   
1)熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル  絵  ロバー
ト・コール  作曲』  ドレミ楽譜出版  1991  
 5 
また、熊谷は 1989 年に『母の歌と愛撫の歌』の「愛撫と遊戯の歌」より「足をばたば
た」、「ぱったりこ  坊やがころぶ」、「塔の風見」の 3 曲の実践を行っている。対象は 1
歳 6 か月までの乳幼児を持つ母子 12 組であり、3 曲の指導をし、母子が遊ぶ経験をした上
で、1 週間後に母から感想を得ている。母の 12 の感想から熊谷は、フレーベルの『母の歌
と愛撫の歌』は現代の母や乳幼児にも喜びを与えていたとしており、コールの楽曲に関し
ては、「気品に満ち 1)」た「清らかな明るい , 敬虔な気持ちに導いてくれる 2)」曲であると
述べ、「此の芸術歌曲は現代の日本の母親達にとって , 少々難しいと受け取られ , ソプラ
ノの音域に作曲されているため , 音程が高く歌い難い部分もあるようだが , 詩の内容を理
解し , 詩の心を自分の心とする迄 , 繰り返し歌っていくならば , この歌を用いた楽しい育









乳幼児の教育は感覚を通して行なう事を主張している彼は , 歌によって , 心地よいリズム
とメロディーとハーモニーが , 楽しい言葉をのせて子どもに与えられるならば , 自然に身
体運動を促し , 母と子の温かいふれ合いが実現され , 幼い子どもの心と体をすくすくと育





が挙げられる。児玉は茅野蕭々 (『母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・フレョエベル  』岩
波書店  、1934 年 )訳を基に原書の旧アルファベットを新アルファベットとして原著『母の
                                                   




5)児玉衣子  『フレーベル近代乳幼児  教育・保育学の研究  フリードリッヒ・フレーベル著『母の歌と愛撫の歌』























り、「具体的な場面設定の中に , 子どもの身体の一部を具体物に見立てて登場させ , 絵画
や音楽の装飾性に支えられつつ , 『象徴』の連鎖による深まりを通して , 身体の運動を入
り口としたあらゆる生の統一的 , すなわち神との一致感 , およびそれを介した『生の合一』
を『予感』させようとするもの 5)」としている。楽譜版のコールの楽曲については、「韻
律との関係 , 詩節の拡大 , 音域 , 使用和音 , 形式を考慮に入れた場合 , 音楽の上でもロマ
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.409.  
2)山口文子  『F.フレーベルにおける遊戯思想の成立と展開に関する研究 ―教育思想的及び音楽教育的考察―』 岩
崎学術出版社  2009  p.165. 
3)同上書、 p.167.  
4)同上書、 p.184.  
5)同上書、 p.165.  
 7 
ン派の影響がみうけられる 1)」、「特に美しいものとして , 14 番〔鳥の巣〕 , 15 番〔花か
ご〕 , 22 番〔指ピアノ〕 , 23 番〔無邪気な兄弟姉妹〕 , 37 番〔中庭の門〕 , 40 番〔車屋さ
ん〕 , 45 番〔かくれんぼ〕がある。中でも , 37 番〔中庭の門〕 , 40 番〔車屋さん〕のコロ
ラトゥーラ (一音節内に多くの速く動く音符を配した、技巧的で華やかな旋律 )的手法は , 
難曲ではあるが , アリア的 (詠唱的 )で , 擬声語の使用とともに , コールの作曲した中で芸
術的価値を持つ 2)」と解説している。  
『母の歌と愛撫の歌』を表現教育として捉えた研究では、宮崎恵の「フレーベル「母の
歌と愛撫の歌」における表現教育への一考察」(駒沢女子短期大学研究紀要  第 24 号、1991
年 )がある。宮崎は「日常生活の中に現れる様々な表現は , 子供の内的世界の反映であり , 心














撫の歌』の日本語版がいまだに存在していない 5)」という 4 点である。このように課題を
捉えた山本は、前述論文において①の『母の歌と愛撫の歌』のエディション研究のみを行
っている。  
                                                   
1)山口文子  前掲書、 p.175.  
2)同上書、 p.175.  
3)宮崎恵  「フレーベル『母の歌と愛撫の歌』における表現教育への一考察」  駒沢女子短期大学研究紀要  第 24
号  1991  p.18.  
4)同上論文、 p.18. 
5)山本文茂  「日本におけるフレーベル《母の歌と愛撫の歌》の音楽受容の問題点 ―エディションの検討と新日本
語版作成指針の提案―」  音楽教育史学会  第 10号  2007  p.101.  
 8 
以上が『母の歌と愛撫の歌』の先行研究の概要である。  






ロバート・コール (Robert Kohl, 1813-1889)の楽譜が添付されていない点などを指す。1991





小笠原は、その欠落の理由について、次のように述べている 1)。  
フレーベルの『母の歌と愛撫の歌』に関する資料は、フレーベルの没後、妻のルイーゼ
(Luise Fröbel geb Levin, 1815-1900)によっていろいろな場所に送付され、保管された。
そのため、遺稿を直接手にすることのできた弟子のランゲ (Wichard Lange, 1826-1884)に
よる 1866 年の編纂版 (それは必ずしも十分な草稿類の検閲を施さないままに刊行されたも
の )と、フレーベル研究者のプリューファー (Johannes Prüfer, 1882-1947)が「音譜」(メロ
ディー )を削除して、1911 年に刊行したもの、なかでも第４版の 1927 年版が最も広く社会
に流布された。その後 1990 年のドイツ統一によって、フレーベルの『母の歌と愛撫の歌』
に関する「資料」「文献」類が、陶冶史研究図書館 (Bibliothek für Bildungsgeschichtliche 
Forschung)として、「フレーベル博物館」に集中的に保管されることとなり、そして同じ
頃、旧西ドイツのドウイスブルク (Duisburg)大学付設「フレーベル研究所」が約 2000 通
といわれる「フレーベル書簡」類の収集と解読を遂行 (2006 年に 5 巻の CD-R で公刊 )した
のである。その後、陶冶史研究図書館の専門家によるタイプ化が進行し、現在その約三分
の二が完了しているという。  
                                                   
1)小笠原道雄  「未刊行資料の解読によるフレーベルの家庭育児書『母の歌と愛撫の歌』の成立に関する考察」  広
島文化短期大学紀要  41号  2008  pp.1-2.  
 9 
ところで、フレーベルが家庭育児書『母の歌と愛撫の歌』の構想に最初に言及した資料
は、1841 年 10 月 14 日の日付を持つ、ハンガリーの伯爵夫人、テレーゼ・ブリュンツビ
ック (Therese Brunszvik)宛の書簡であるとされている 1)。その書簡を要約すると、『母の
歌と愛撫の歌』は、  
1) 母親と女性の養育者のために、子どもの本性と価値とを意識化させる。丁度、まわ
りの家の構造に対して作用すると同様に意識化させる書物 (教具 )。  
2) 子ども―対象それ自体―の自己自身の知覚を養う愛撫の歌は、a) 自分自身の関係
のもとで、b) 子どもとの関係に寄与すべきものであること。  







論している 2)。  
1)『母の歌と愛撫の歌』は、当初、ウンガー (Friedrich Unger, 1811-1858)の絵 (その絵
の中央にフレーベル作の詩が印刷され貼られている )とコール作曲の「メロディー本」の二
冊の仮とじ本として 1844 年 3 月 18 日付で刊行された。  
2)『仮とじ本』の刊行に至る過程で、かなりの頻度でオリジナル (作品 )の差し替え (削除、
新たな作品の追加等 )があったと思われる。  
3)当初フレーベルが抱いていた家庭育児者とはかなり異なる『仮とじ本』が作成された
と思われる。それは、当時の出版事情が影響しており、とりわけ編集員 (出版業者のマイア





                                                   







の『母の歌と愛撫の歌』の翻訳の主なものには、ハウ (Annie Lyon Howe,1852-1943)訳の
『母の遊戯及育児歌』 (頌栄幼稚園、1897 年 )、茅野蕭々 (1883-1946)訳『フレョエベル母
の歌と愛撫の歌』 (岩波書店、1934 年、プリュウフェル編及跋 )及び荘司雅子訳『フリード
リヒ・フレーベル  母の歌と愛撫の歌』 (キリスト教保育連盟、1976 年、ヨハネス・プリ
ューファー編 )がある。  
 ところで、我が国でフレーベルの幼稚園教育法を体系的に翻訳紹介した最初の書物は、











また、前述の先行研究において山本は、日本における受容の問題点を 4 点掲げている 1)。
①  ＜MKL 音楽＞ (楽譜付き『母の歌と愛撫の歌』 )の音楽研究が量・質ともに希薄であ
る。  
②  コールの原曲を軽視する傾向が強い。  
③  熊谷日本語版の価値が見過ごされている。  
④  熊谷日本語版を基盤とした平成新日本語版の作成が必要である。  
そして、山本が取り上げた 9 版―①コール原曲版、②ランゲ版、③リー /シェパード版、
                                                   
1)山本文茂  「日本におけるフレーベル《母の歌と愛撫の歌》の音楽受容の問題点 ―エディションの検討と新日本
語版作成指針の提案―」  音楽教育史学会  第 10号  2007  p.108.  
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④ザイデル版、⑤ロード英語版、⑥熊谷日本語版、⑦ブロウ英語版、⑧津川日本語版、⑨
玉川日本語版―についてはそれぞれの版について次のように述べている 1)。  










②ランゲ (Wichart Lange)版 (1866)は、詩と説明文、絵とコールの楽譜を一体化した『フ
レーベル全集』としてドイツ全土に刊行された。  
③リー /シェパード英語版 (英訳 Elizabeth P.Peabody)(1878)は、②のランゲ版を英語版
にしたものである。  




⑤ロード (Emily Lord)英語版 (1885)は、高音域を含むコール曲を移調し、簡素な美しい
伴奏譜を付けている。一般的な母親や子どもが歌うという観点から妥当な修正と言える。  
⑥熊谷 (熊谷周子 )日本語版 (1991)は、コール原曲版に全面的に依拠しながらドイツ語歌
詞と日本語訳詞を併記した編集は高く評価できる。しかし、日本語の歌詞とコール原曲の
リズム・メロディーとの整合性に根本的な問題がある。  




                                                   
1)山本文茂  前掲論文、 pp.101-107.  
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い。  
































さらに、現代日本の乳幼児への実践研究が、熊谷が 1991 年に行った 1 歳 6 か月未満の








第２章 フレーベル著『母の歌と愛撫の歌』に関する理論的考察  
第１節 フレーベルの教育思想―その教育目的と教育目標  
フレーベルは、スイスにおける自らの教育体験から真の人間教育は学校だけではなくて、
家庭において、特に母によってまず行われなければならないという信念から、晩年 (1844













『母の歌と愛撫の歌』は、7 編の「母の歌と愛撫の歌 (Mutter-und Koselieder)」、50
編の「遊戯の歌 (Spiel-Lieder)」、1 編の「終の歌 (Schluss-Lied)」(表表紙、表表紙の裏の
詩、扉の説明、『母の歌と愛撫の歌』への指示、子どもに見入る母への一瞥、表紙の二図
の説明、裏表紙、裏表紙の裏の詩 )から成るが、それぞれの歌には装飾画 (全 56 枚 )と説明 (欄



































                                                   
1)児玉衣子   『フレーベル近代乳幼児教育・保育学の研究  フリードリッヒ・フレーベル著『母の歌と愛撫の歌』
の教育方法学的検討から』   現代図書  2009 pp.27-323. 






























                                                   
1)マーレンホルツ・ビューロー著  伊藤忠好訳  『教育の原点―回想のフレーベル―』 黎明書房  1972 pp.5-6.  
2)フレーベル  「 1836年は生命の革新を要求する」  小原國芳・荘司雅子監修  『フレーベル全集』  第 3巻所収  






























































                                                   






























                                                   
1)フレーベル著  荒井武訳  前掲書、 pp.14-15.  













































                                                   
1)フレーベル著  荒井武訳  前掲書、 pp.23-24.  
2)児玉衣子  前掲書、p.292. (プリュウフェル編及跋  茅野蕭々譯  『フレョエベル  母の歌と愛撫の歌』 岩波
書店  1934 では、「母の歌と愛撫の歌への指示」 p.132.に掲載。 ) 
3)同上書、 pp.293-294. (プリュウフェル編及跋  茅野蕭々譯  前掲書、 pp.133-134.に掲載。 ) 
4 )同上書、 p.411. 
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児玉衣子の分類 (表  1.を参考 )によると 51 編の詩は「母の歌と愛撫の歌」の 7 編の詩と





表  1.『母の歌と愛撫の歌』の教育目的、教育目標 3) 
 
                                                   
1)児玉衣子  『フレーベル近代乳幼児教育・保育学の研究  フリードリッヒ・フレーベル著『母の歌と愛撫の歌』
の教育方法学的検討から』  現代図書  2009 p.408.  
2)同上書、 p.411.  
3)同上書、 p.425.  
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第１項 母の歌と愛撫の歌  
『母の歌と愛撫の歌』の初めの 7 編の「母の歌と愛撫の歌」では、その対象となる乳幼








①  初生児を見つつ母の感ずること  (Empfindungen der Mutter biem Anschauen ihres 















役割を持ち、主題を象徴して表した詞 (詩 )・歌・絵であると言える。  
楽曲については後章で詳しく述べるため、ここでは主に歌詞について取り上げる。この
詞では「あはれ子よ、愛らしき子よ (O Kindchen, Du mein!)1)」と母が乳児に自分自身の
                                                   























描かれているが、この装飾画において具体的な教育方法が象徴され、示されている (図  1.












遂げる 8)」という解説が付されている。  
 
③  我が子を見て至幸なる母  (Die Mutter seelig im Beschauen ihres Kindes.)  
①．②では、産まれて間もない様子であった乳児は、③、④、⑤、⑥、⑦と少しずつ成
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.29.  
2)同上書、 p.29.  
3)同上書、 p.29.  
4)同上書、 p.29.  
5)同上書、 p.29.  
6) Friedrich Fröbel’s  Mutter=und Kose=Lieder  von  Dr.Johannes Prüfer 4.Aufl.Leipzig  1927.  p.2. 以下
における装飾画は全て Friedrich Fröbel’s Mutter=und Kose=Lieder von Dr.Johannes Prüfer 4. Aufl.  Leipzig  
1927.  pp.1-60.からの引用とする。  
7)児玉衣子  前掲書、 p.29.  
8)同上書、 p.295.  
 
図  1.「子どもに見入る母への一瞥」
































































                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.30.  
2)同上書、 p.30.  
3)同上書、 pp.30-31.  
4)同上書、 pp.31-33.  
5)同上書、 p.14.  
6)同上書、 p.33.  
7)同上書、 p.33.  



























「子よ、汝がうちの物なべて  作るは汝の生の力ぞ 3)」という箇所では、乳児の内面か
らの生きる力の育成が謳われている。  
 
⑥  子が母の膝の上に立ち又はその腕に休む時の母と子  (Die Mutter und das Kind, wenn 
es auf ihrem Schooße steht und in ihrem Arme ruht. ) 
「足もてしかと立ち上がれ母の膝に 4)」という表記などから、足をつっぱって膝の上に
立てるようになった乳児の成長が見受けられる。  









                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.34.  
2)同上書、 p.34.  
3)同上書、 p.34.  
4)同上書、 p.35.  































第２項 遊戯の歌  









                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.39.  
2)同上書、 p.46.  
3)プリュウフェル編及跋  茅野蕭々譯  『フレョエベル  母の歌と愛撫の歌』 1934 p.137. では「遊戯の歌の欄
外装飾畫の説明」と記され、児玉衣子  『フレーベル近代乳幼児教育・保育学の研究  フリードリッヒ・フレーベ
ル著『母の歌と愛撫の歌』の教育方法学的検討から』現代図書  2009 では、「欄外装飾画の説明」と記されて
いる。以下、装飾画の説明と記す。  














２．ぱったりこ、坊やがころぶ  (Bautz! da fällt 














                                                   
1)白川蓉子は「フレーベルの『母の遊戯と育児歌』の教育的意義とアメリカ、日本での受容の検討 ―その 1. その教
育的意義とアメリカでの受容―」 神戸大学発達科学部研究紀要  第 4巻  第 2号  1997  p.101.において、この遊
び方を「母親が赤ん坊の足や腕をもって、搾油機がまわるように、歌いながら動かす」としている。  
2)児玉衣子  前掲書、 p.46.  
図  3.「ぱったりこ、坊やがころぶ」  
の装飾画  
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1)児玉衣子  前掲書、 p.52.  
2)同上書、 p.52.  
3)同上書、 p.57.  





























                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.57.  
2)同上書、 pp.57-58.  
3)同上書、 p.62.  
4)同上書、 p.62.  
5)同上書、 p.63.  
6)同上書、 p.63.  
図  5.「おしまい」の装飾画  



























5 歳、6 歳とその発達段階に応じた遊びへの対象が考えられる。隔字強調はない。  
７．草刈り (Grasmähen. )  






                                                   
1)児玉衣子  前掲書、  p.60. 
2)同上書、 p.68.  
3)同上書、 p.69.  
4)同上書、 p.69.  
5)同上書、 p.75.  
6)同上書、 p.75.  














子どもとやっても  生活の結合を忘れるな 4)」というフレーベルの教えが示されている。  
母と子が互いに向かい合って手を水平にして指を重ねて行う遊びとして腕の発達を促す
という目的からは、2 歳前後からが対象となる。隔字強調はない。  











                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.76.  
2)同上書、 p.76.  
3)同上書、 p.76.  
4)同上書、 p.74.  
5)同上書、 p.81.  
6)同上書、 p.81.  
図  8.「草刈り」の装飾画  























見せる場合は 1 歳前の乳児から、「母の活動を模倣させ 3)」、「指の前進に際して指関節
の訓練 4)」を行う場合は、3、4 歳前後からが対象となる。このように、教育教材としては
幅広い年齢での使用が可能であることが示唆されている。隔字強調はない。  




                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.85.  
2)同上書、 p.85.  
3)同上書、 p.85.  
4)同上書、 p.85.  
































に等しい。一つ色に見えても  異なったものも 遠く別
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.88.  
2)同上書、 p.90.  
3)同上書、 p.90.  
図  11.「小魚」の装飾画  
図  12.「縦に横に」の装飾画  
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れているものも  なお様々の他のものも  なお様々の他のものも入っている 1)」。そして、
「磨かれている者は 見る眼に喜ばれる。種々のものが集まって  一つのものに結びつく、
その真理を纏
まと








る。縦や横の理解ができる 4、5 歳からが対象と考えられる。隔字強調はない。  



















                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.93.  
2)同上書、 p.93.  
3)同上書、 p.94.  
4)同上書、 p.94.  
5)同上書、 p.95.  
6)同上書、 p.99.  
図  13.「お菓子ぴしゃり」  




に至らせるがよい 1)」という教育目標を示している。  
対象年齢は乳児から、絵本としての使用を含めれば就学までの全年齢を対象とすること
が可能である。隔字強調はない。  










活へ取り入れること 2)」が望まれている。  








１４．花かご   (Blumenkörbchen. ) 
両手で花かごをつくる、この遊びの内面的な意味は「子どもの生活および家庭の生活に
おいて、彼が多方面の、眼には見えぬが感じ得られる内的精神的結合―特に、人間相互の
結合をねんごろに注目し、慎重に保護するように、早くから彼を導くこと 3)」である。  
                                                   
1 )児玉衣子  前掲書、 p.100. 
2)同上書、 p.105.  
3)同上書、 p.111.  




























だ 4)」と。  
さらに、できる限り乳幼児の抱いている予感を育むことが大切である。「やがて、それ
が、印象的な―たとえそれ自身まだ不可解
ふ か か い
であっても―感情としてますます生き生きとな
り、その感情が彼の心の内部でいよいよ強い認知となるように 5)」とフレーベルは言って
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.110.  
2)同上書、 p.116.  
3)同上書、 p.116.  
4)同上書、 p.117.  
5)同上書、 p.116.  
図  15.「花かご」の装飾画  
 






















、かがめ (Däumchen neig’dich. ) 
「拇指、かがめ、人さし指、伸びろ、中指、まがれ、くすり指、立ち上げれ、小指よ、















                                                   
1)身近で分かりやすいの意。  
2)児玉衣子  前掲書、 p.124.  
3)同上書、 p.127.  
4)同上書、 p.127.  
5)同上書、 p.128.  
図  17.「拇指、すもも」  
の装飾画  
 





















い 3)」と呼びかけている。  
装飾画には、人間や動物の家族が 5 人または 5 匹ずつ
描かれている。果樹や植物の花には 5 という数を刻み付
















                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.128.  
2)同上書、 p.131.  
3)同上書、 p.131.  
図  19.「なつかしい、お祖母
さんとお母さん」の 
装飾画      
 
図  20.「拇指で一つ」の装飾画  
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1)児玉衣子  同上書、 p.136.  
2)同上書、 p.136.  
3)同上書、 p.136.  
4)同上書、 pp.142-143.  















指の巧緻性が高まる 4、5 歳位からと推測される。  
２２．無邪気な姉妹  子供は寝入るとき小さな手を組みあわす  (Die Geschwister ohne 















                                                   












２３．塔の上の子ども   (Die Kinder auf dem Thurme. ) 
 「お菓子をぴちゃり」で始まった手と指遊びの総括遊びである。「みんな一緒に集まると」
という言葉まで手は互いに離れているが、この言葉から打ち合わされる。  
装飾画には四つの意味深い対照が描かれている。この書で唯一鞠 (die Kugel)、ボール (der 
Ball)が登場する。対象となる乳幼児がそれらで遊ぶ発達段階に達したことが窺える。児玉





三恩物 (8 個の立方体 )の積
み木遊びを指しているので










                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 pp.155-156.  
2)同上書、 p.244.  
 
図  24.「塔の上の子ども」  
の装飾画  
 































対象年齢は、題名から 1 歳半と推測される。隔字強調はない。  
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.163.  
2)同上書、 p.164.  
 
図  26.「小児と月」の装飾画  
 
図  27.「小童と月」  
の装飾画  
 


















隔字強調はない。対象年齢は題名から 2 歳前と推測される。  













                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.168.  
2 )発達心理学の分野では、子どもがその成長段階のある時期 (およそ 2歳から 7、 8歳ぐらいの間 )において、全ての
対象を心をもつ存在と考える傾向、すなわち擬人化して捉える傾向があるが、それをアニミズムと呼ぶ。 1968年、
スイスの心理学者  ジャン・ピアジェによって命名された。  
3)児玉衣子  前掲書、 p.174.  
 
図  29.「二歳に達しない  
女児と星」の装飾画  
 











２８．小兎 母のなつかしい手が壁に小兎をつくる (Das Häschen. Der Mutter liebe 














ができる 3 歳前位からが対象と考えられる。  
２９．狼と猪   (Wolf und Schwein. ) 
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.173.  
2)同上書、 p.180.  
3)同上書、 p.181.  
















心を与える 4)」と記されている。  
対象は獰猛な動物が取り上げられていることから 5、6 歳前後からと考えられる。隔字
強調はない。  
３０．小窓  (Das Fensterlein. ) 








                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.186.  
2)同上書、 p.186.  
3)同上書、 p.186.  
4)同上書、 p.186.  
5)同上書、 p.192.  
6)同上書、 p.193.  
7)同上書、 p.193.  
 
図  33.「狼と猪」の装飾画  
 












1 歳から就学までの全年齢と推測される。隔字強調はない。  



















母子が描かれている。対象は、4 歳前後からと考えられる。  
３３．大工   子どもへの愛はあらゆることを工夫した、今度はごらん、手と指で一人の
大工を作るのを。 (Der Zimmermann. Was Liebe zum Kinde doch alles erkann!  Jetzt 
seht ihr gar, wie einen Zimmermann Durch Hand und Finger gestalten sie kann. ) 
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.198.  
 
図  35.「小窓」の装飾画  
 
図  36.「二つの窓」の装飾画  


























３４．小橋 (Der Steg. ) 










                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.203.  
2)同上書、 p.203.  
3)同上書、 p.208.  
4)同上書、 p.208.  
図  38.「大工」の装飾画  




を見出すのだ 1)」ということを予感させることが推奨されている。  
また、乳幼児の教育方法として、自分で造った小橋の観察において幼児に教授すること、






３５．庭の門 (Das Hofthor. ) 
















                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.208.  
2)同上書、 p.209.  
3)同上書、 p.211.  
4)同上書、 p.211.  
 
図  40.「庭の門」の装飾画  
 





























３８．においの歌   (Riechliedchen. ) 
 「感覚の訓練、ことに味覚の訓練が、外面のものを通じて事物の内部、いわば事物の精
神を、自分の内部および精神に近づけ、いや更に外面のものにその精神を認め、認識する
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.218.  
2)同上書、 p.219.  


























されている。対象年齢は 3、4 歳前後からと推測される。  






                                                   
1)児玉衣子   前掲書、 p.224.  
図  43.「においの歌」の装飾画  
図  44.「車屋」の装飾画  
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1)児玉衣子  前掲書、 p.234.  
2)同上書、 p.234.  
3)同上書、 p.234.  
4)同上書、 p.234.  
5)同上書、 p.238.  
図  45.「建具屋」の装飾画  










び方によるが、5 歳前後からと考えられる。説明の「騎士、騎手」が隔字強調されている。  


















                                                   












教養手段として極めて重要である 1)」としている。  
対象は 4 歳前後からと推測される。説明では「あなた、
何、いかに、互いの総て」に隔字強調がされている。  
















４５．かっこ、かっこ  (Guckguck!) 
この遊びは前の「子どものいないいない」遊びの拡大であり、一層の発展である。前の
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.248.  
図  48.「坊やお隠れ」の装飾画  













5、6 歳と推測される。隔字強調はない。  
４６．商人と少女 (Der Kaufmann und das Mädchen.) 
４７．商人と少年 (Der Kaufmann und der Knabe.) 
 
図  51.「商人と少女」  
の装飾画  
 
図  52.「商人と少女」  
の装飾画  
 










                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.257.  
2)同上書、 p.257.  
3)同上書、 p.257.  

























ている。対象は、買い物を楽しめる 5、6 歳であると推測される。隔字強調はない。  





手の 4 本の指は広げられて他方の手の 4 本の指の上に横たわり、こうしていわば戸の上の
窓となる。そして、両方の親指は小さい鐘楼
しょうろう
のように突っ立つ 7)」という手遊びである。  
フレーベルは、「子どもの生活の総ての自発表明は象徴的であり、外的現われの中に内
的存在、内的根底を示している。総ての子どもの表明が宗教的の愛らしさ、快く人をひき
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.266.  
2)同上書、 p.266.  
3)同上書、 p.266.  
4)同上書、 p.267.  
5)同上書、 p.267.  
6)同上書、 p.267. 市場は、クリスマス前の約 1ヵ月、街の広場に設けられる季節市場であると記されている。  
















４９．小さい画家   (Der kleine Zeichner. Ei!  Das Kindchen klein, Mӧcht’ schon 

























                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.272.  
2)同上書、 p.272.  
 
 
図  55.「小さい画家」の装飾画  
 図  56.「小さい画家」
の装飾画  
図  54.「教会の戸とその上の窓」 
の装飾画  
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である 1)」とフレーベルは述べている。   
田岡は「小さい画家」が最後の歌となった理由を、それまでの遊び歌において「『予感』
された内実を , 絵を『描く』ことによって表出し , 対象化することで , それが客観化・対自
化され , 子どもにより鮮明に自覚化されることを示した遊びであった。こうして『予感』
の内容は表現されるごとに , その客観化・自覚化の度合いが深まりゆき , やがては自己と
『神』との関係をより鮮明に意識するに至る 2)」とし、挿絵では、「子どもにとって身近
で親しみのある小鳥や木……から始まって , ……日常生活の道具 , ……自然現象等々が線
で『微』として描かれ , 最後は神を直接に実感できる教会の門で終わっている。まるで『母
の歌・愛撫の歌』の遊び歌を , 最初からもう一度読み返しているかのようである 3)」と述べ
ている。これらは、「しかし , シンボル化されたこれらの『微』もほんの一例であって , …
…フレーベルは , 子どもの感じとる数だけ世界を彩る美しいものやその描出方法があるこ


















                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.279.  
2)田岡由美子  「フレーベルにおける “Zeichnen”の形成的意味―『母の歌と愛撫の歌』の最終編「小さな絵かきさ




































第３項 終の歌    
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.297.  
2)同上書、 p.14.  
3)同上書、 p.39.  
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１．終結 (Schluss.) 
ここでは、「さあ、よい匂のする花輪に  あまたの花を巻こう。一つの完き生活が  個々




前は見た。人間が全一体であることを 2)」、「不完全なものから完全なものへと  お前は
努力向上してきた 3)」、「人間は自分の中に特殊な生命を持っている。それを彼は育て、
まめやかに守ろうとする。その力が与えられているのを感じ、そのためには労力も危険も











てみたされている 1 人の母 6)」がその家族に囲まれている様子が中央下に小さく描かれ、
それを根幹として植物の枝葉が育ち、天へつながり中央上には天使が描かれている。そし
て、母は、「歌によって、子どもたちの心を、聡明と多方面の生命の調和にむかって生育
させるために努力して 7)」おり、中央真ん中にタイトル『母の遊びと愛撫の歌 (Mutter=Spiel 
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.282.  
2)同上書、 p.284.  
3)同上書、 p.285.  
4)同上書、 p.285.  
5)同上書、 p.285.  
6)同上書、 p.289.  
7)同上書、 p.285.  
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1)児玉衣子  前掲書、 p.289.  
2)同上書、 p.284.  
3)同上書、 p.291.  
































                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.294.  






























                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 pp.299-300.  
 
図  58.「表紙の第一図」  
の装飾画  
 



















覚したドイツの父心 3)」こそ第二の絵が象徴的に表現するものである。  
それゆえに「2 つの表紙は一緒になって我々に、父および母として、両親としてその子











                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.303.  
2)同上書、 p.304.  
3)同上書、 p.304.  
























重な家宝として歓迎せんことを切望する！ 2)」とこの書の意義を強調している。  
 
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.307.  
2)同上書、 p.318.  
 65 
第３章 『母の歌と愛撫の歌』楽譜版の楽曲分析  
第１節 楽曲分析の目的と方法     
『母の歌と愛撫の歌』には、フレーベルが教師をしていたカイルハウ学園の教師であった
コール (Robert Kohl, 1813-1881)作曲の 44 曲の楽譜版 (Notenband)が添えられている。ドイ
ツでは 18 世紀後半に啓蒙思想が広がり、民衆が「コラールとは別に」「民謡など」を歌う
ようになり、「それと同時に、世俗的な子どもの歌も作られるように」なった 1)。  
その後、ルソー (Jean-Jacques Rousseau, 1712-1778)が『エミール (Emile)』を著し、乳
幼児には「その年ごろの子どもにとって興味のある、単純な、かれの観念と同じように単











zur edlen Pflege des Kindheitlebens von 
FRIEDRICH FRӦBEL)」である。  
また、「2 声部から成る歌詞への作曲 (zweistimmig in 
Musik gesetzt)」と書かれ、その下に小文字で  
「ピアノ伴奏による『はじめの歌』 (das Eingangslied 
mit Pianofortebegleitung)」、  
 「女声四部合唱の『おわりの歌』 (das Schlusslied für 4 Frauenstimmen)」 ) 、  
                                                   
1)関口博子  「 18世紀後半のドイツにおける子どもの歌の創始― A.ヒラー『子どものための歌曲集 (1769)』の分析
を通して」  教育史研究学会  第 52回大会  研究発表資料  2013.11.30.  
2)ルソー  『エミールまたは教育について (Émile, ou DeL ’  Education,dans Lequel est inclus la Profession de foi  
du vicaire savoyard au livre IV)』  1762. ルソー著  今野一雄訳  『エミール』上  岩波文庫  p.328.  
図  60. 楽譜版表紙  
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中央に大文字で「そして (UND)」とあり、その 1 行下に「ロベルト・コールによって  全て
の母と子どもの養育施設に捧げられる (Allen Müttern und Pflegeanstalten der Kindheit 




















の付いた 3 段譜であり、「むすびの感情」1 曲のみが 4 声の女声合唱曲の楽譜である。そ





                                                   
1)熊谷周子編著   『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバー









①  拍子  
②  調性  
③  小節数  
④  全体の形式など曲の構成や性格、雰囲気など  
⑤  音域  
⑥  転調や拍子の変化の有無  
⑦  速度  
⑧  歌う、遊ぶ、聞くという三つの観点からの難易度  
⑨  時代背景を考慮した曲づくりの手法  




また、原譜及び熊谷版では、「母の歌と愛撫の歌」の 2 番目の歌 ( Die Mutter im Gefühl 
ihrer Lebenseinigung mit dem Kinde. )の詩が歌詞となり、 3 番目の題名 (Die Mutter 
seelig im Beschauen ihres Kindes!)がその歌に付けられた「はじめの歌」が掲載されてお
り、「母の歌と愛撫の歌」7 編中では、その 1 曲のみに作曲がなされている。歌詞が 2 番
であることから、ここでは 2 番の歌とするが、題名は 3 番である。さらに、装飾画に載せ
られているフレーベルの詩にはない「色どられてくるものは  何かしら教えておくれ (was 





第２節 各曲の楽曲分析  
 表  2.に原譜の楽譜版名、表  3.に分析対象曲名及び拍子・調・小節数・形式・音域を記
す。  
 
表  2. 原譜の楽譜版名  
原書コール版 : ロバート・コール作曲  
„Hundert Lieder zu den in dem Kindergarten zu Blankenburg bei Rudolstadt 
ausgeführten Spielen mit dem Ball, zweistimmig in Musik gesetzt von Robert 
Kohl. Musikbeilage zu Friedrich Fröbels”1844 
Kommt, laßt uns unsern Kindern leben! Hundert Lieder zu den in dem 
Kindergarten zu Blankenburg bei Rudolstadt ausgeführten Spielen  mit dem Ball, 
zweistimmig in Musik gesetzt von Robert Kohl. Musikbeilage  zu Friedrich 
Fröbels:der Ball, das erste Spielzeug und der bleibende Spielgenoß der Kinder , 
hier in kurzen Auszuge als einführende Gebrauchsanweisung gegeben , 
Blankenburg bei Rudolstadt 1844  
   
  『母の歌と愛撫の歌 (Mutter-und Korelieder)』は 7 編の詩から成る「母の歌と愛撫の歌
(Mutter-und Koselieder)」 (熊谷版では「はじめの歌」とされている )と 50 編の詩から成
る「遊戯の歌 (Spiel-Lieder)」(熊谷版では、「愛撫と遊びの歌」と訳されている )と 1 編の
詩から成る「終の歌 (Schluss-Lied)」から構成されている。  
そのため、下記の表では「母の歌と愛撫の歌」は○1. .…、「遊戯の歌」は 1.…、「終の歌」
は 1.の番号で表記する。また、各曲の番号は原詩や原譜、熊谷版とは異なる場合があるが、
本研究では、この番号を用いる。全 44 曲を拍子、調、全小節数、 (おおよその )形式、 (高









る。また、熊谷版では、一部原譜と異なる題名 (楽譜は同じ )が見られる (表内に示す )。  
 
表  3. 分析対象曲名及び拍子・調・小節数・形式・音域  
Mutter-und Koselieder 
フレーベルの詩の題名  ①  Empfindungen der Mutter beim Anschauen ihres  
erstgebornen Kindes.  
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
フレーベルの詩の題名  ②Die Mutter im Gefühel ihrer Lebenseinigung mit dem Kinde.  
楽譜版掲載の曲の題名  EINGANGSLIED 
Die Mutter selig im Anschauen ihres Kindes 
拍子・調・小節数・音域  3/4 ・アウフタクト・Gdur・86 小節・d1-gis2 
形式  A、B、C、A’、B’、C 
フレーベルの詩の題名  ③Die Mutter seelig im Beschauen ihres Kindes.  
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
フレーベルの詩の題名  ④Die Mutter beim Spielen mit ihrem Kinde.  
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
フレーベルの詩の題名  ⑤ Die Mutter im Anschauen ihres sich entwickelnden 
Kindes.  
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
フレーベルの詩の題名  ⑥Die Mutter und das Kind,wenn es auf ihrem Schooße steht 
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und in ihrem Arm ruht. 
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
フレーベルの詩の題名  ⑧ Das Kind an der Mutter Brust. 
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
 
Spiel-Lieder 
フレーベルの詩の題名  1.Strampfelbein. 
楽譜版掲載の曲の題名  KOSE UND SPIELLIEDER Strampfelbein. 
拍子・調・小節数・音域  2/4・Gdur・32 小節・d1-e2 
形式  A(aba’a’)、B(cc’cc’)  
フレーベルの詩の題名  2. Bautz! da fällt mein Kindchen nieder. 
楽譜版掲載の曲の題名  Pautz! da fällt mein Kindchen nieder. 
拍子・調・小節数・音域  2/4・Gdur・40 小節・g1-f2 
形式  A、B、C、A’、B’、C 
フレーベルの詩の題名  3. Das Thurmhähnchen. 
楽譜版掲載の曲の題名  Das Thurmhähnchen. 
拍子・調・小節数・音域  3/8・Cdur・16 小節・ c1-f2 
形式  A(aa’)、B(bb’) 
フレーベルの詩の題名  4.‘S ist all-all. 
楽譜版掲載の曲の題名  ’S ist all=all. 
拍子・調・小節数・音域  4/8・Gdur・24 小節・d1-g2 
形式  A(aa)、B(bb)、C(cc’)、D(dd)、E(ee’) 
フレーベルの詩の題名  5. Schmeckliedchen. 
楽譜版掲載の曲の題名  Dza, dza! Schmeckliedchen. 
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拍子・調・小節数・音域  4/4・Cdur・24 小節・g1-f2 
形式  A(aa’)、B(bb)、C(cd)、A(aa’)、B’(bb’’ ’)、C’(c’d)、A(aa’’)、
B’’(bb’’’)、C’(c’d)、A’(aa’’)、B’’(b’’ ’b’’ ’ ’)、C’’(e’f) 
フレーベルの詩の題名  6. Tick, Tack! 
楽譜版掲載の曲の題名  Tick, tack. 
拍子・調・小節数・音域  4/8・Cdur・34 小節・g1-f2 
形式  A(abcd)、A’(a’b’cd’)  
フレーベルの詩の題名  7. Grasmähen. 
楽譜版掲載の曲の題名  Grasmaehen.（熊谷版：Gresmähen）  
拍子・調・小節数・音域  6/8・Ddur・40 小節・d1-g2 
形式  A(aabcdd)、B(ec)、C(ff)、A(aab’b’cce)  
フレーベルの詩の題名  8. Hühnchenwinken. 
楽譜版掲載の曲の題名  Hühnchenwinken. 
拍子・調・小節数・音域  2/4・アウフタクト・Gdur・4 小節・g1-g2 
形式  A(ab) 
フレーベルの詩の題名  9. Täubchenwinken. 
楽譜版掲載の曲の題名  Täubchenwinken 
拍子・調・小節数・音域  3/8・アウフタクト・Gdur・8 小節・d1-d2 
形式  A(ab) 
フレーベルの詩の題名  10. Die Fischlein. 
楽譜版掲載の曲の題名  Fischlein im Bächlein. 
拍子・調・小節数・音域  3/8・アウフタクト・Gdur・16 小節・ fis1-e2 
形式  A(aa)、B(bc) 
フレーベルの詩の題名  11. Längweis-kreuzweis. 
楽譜版掲載の曲の題名  Längweis, kreuzweis.（熊谷版：Längweis, Kreuzweis.）  
拍子・調・小節数・音域  12/8・Cdur・25 小節・e1-f2 
形式  A(aba’a’’)、B(cc’dd’)、C(ee’ff’)  
フレーベルの詩の題名  12. Patsche-Kuchen. 
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楽譜版掲載の曲の題名  Patsche Kuchen. 
拍子・調・小節数・音域  12/8・Cdur・10 小節・ c1-f2 
形式  A(aa)、B(bc)、A’(a’a’)、C(dd)、D(ee ’) 
フレーベルの詩の題名  13. Vogelnest. 
楽譜版掲載の曲の題名  Das Nestchen. 
拍子・調・小節数・音域  2/4・Gdur・16 小節・ fis1-g2 
形式  A(aa’)、B(bb’cc’)  
フレーベルの詩の題名  14. Blumenkӧrbchen. 
楽譜版掲載の曲の題名  Das K  ӧrbchen.(熊谷版：Blumenkӧrbchen.) 
拍子・調・小節数・音域  6/8・Gdur・20 小節・g1-g2 
形式  A(aa’)、B(bb’)、C(cc’)、D(dd’) 
フレーベルの詩の題名  15. Das Taubenhaus. 
楽譜版掲載の曲の題名  Das Taubenhaus. 
拍子・調・小節数・音域  6/8・アウフタクト・Ddur・16 小節・a1-a2 
形式  A(ab)、B(cc)、C(de)、D(de) 
フレーベルの詩の題名  16. Das Däumchen ein Pfläumchen. 
楽譜版掲載の曲の題名  Däumchen ein Pfläumchen. 
拍子・調・小節数・音域  12/8・アウフタクト・Cdur・25 小節・d1-fis2 
形式  A、B、C、D、F、F’ 
フレーベルの詩の題名  17. Däumchen neig’  dich. 
楽譜版掲載の曲の題名  Däumchen neig’  dich. 
拍子・調・小節数・音域  3/4 6/8・  アウフタクト・Cdur・14 小節・g1-g2  
形式  A(abc)、B(dd) 
フレーベルの詩の題名  18. Die Großmama und Mutter lieb und gut.  
楽譜版掲載の曲の題名  Grossmama. 
拍子・調・小節数・音域  4/4・  Cdur・8 小節・g1-f2. 
形式  A(aa’)、B(bb’) 
フレーベルの詩の題名  19. Die Großmama und Mutter lieb und gut.  
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楽譜版掲載の曲の題名  Mutter lieb und gut. 
拍子・調・小節数・音域  6/8・アウフタクト・Gdur・12 小節・d1-g2. 
形式  A(ab)、B(cd)、C(ef) 
フレーベルの詩の題名  20. Beim Däumchen sag’ich Eins.  
楽譜版掲載の曲の題名  Beim Däumchen sag’ich Eins.  
拍子・調・小節数・音域  4/8・アウフタクト・Fdur・19 小節・ c1-d2 
形式  A(aa’)、B(bb’)、Coda 
フレーベルの詩の題名  21. Das Fingerklavier. 
楽譜版掲載の曲の題名  Finger c
ママ
lavier.(熊谷版：Fingerklavier) 
拍子・調・小節数・音域  4/8 3/8 4/4・Gdur・32 小節・g1-e2 
形式  A(ab)、B(cc’c’’)、C(dd’)、D(ee’e’’)  
フレーベルの詩の題名  22.Liedchen dazu. 
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
フレーベルの詩の題名  23.Die Geschwister ohne Harm. Wenn ’s Kindchen schӓfat ein 
und faltet seine Händchen klein.  
楽譜版掲載の曲の題名  Die Geschwister ohne Harm. 
拍子・調・小節数・音域  12/8・アウフタクト・Gdur・17 小節・g1-g2 
形式  A(aa’bb)、B(cc)、A’(ab’a’’)、Coda 
フレーベルの詩の題名  24. Die Kinder auf dem Thurme. 
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
フレーベルの詩の題名  25. Das Kind und der Mond! 
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
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フレーベルの詩の題名  26. Der kleine Knabe und der Mond. 
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
フレーベルの詩の題名  27. Das kaum zweijährige Mädchen und die Sterne . 
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
フレーベルの詩の題名  28. Lichtvӧglein an der Wand. 
楽譜版掲載の曲の題名  Lichtvӧgelein. 
拍子・調・小節数・音域  2/4 3/8・Adur Ddur・16 小節  32 小節・d1-e2 
形式  A(ab)、A’(ab’)、B(cc’)、A’(ab’’)A(abab’)、B(cc’dd’)  
フレーベルの詩の題名  29. Das Häschen. Der Mutter liebe Hand, Macht’s  Häschen an 
die Wand.  
楽譜版掲載の曲の題名  Das Häschen. 
拍子・調・小節数・音域  4/4・Ddur・16 小節・d1-fis2 
形式  A(aa’bb’)、B(cc’dd’)  
フレーベルの詩の題名  30. Wolf und Schwein. 1.Wolf. 
楽譜版掲載の曲の題名  Der Wolf. 
拍子・調・小節数・音域  4/8・Ddur・24 小節・d1-g2. 
形式  A(ab)、A’(a’b’)、B(cc’)、B’(bb’)、A’’(aa)  
フレーベルの詩の題名  31. Wolf und Schwein. 2.Schwein. 
楽譜版掲載の曲の題名  Des Schwein. 
拍子・調・小節数・音域  6/8・Edur・24 小節・ e1-a2 
形式  前奏 A(aa’)、B(bb’)、C(cc’)、D(dd’)、E(bb’’)、Coda、C(cc’)、
D(dd’)、  E(bb’’)、Coda 
フレーベルの詩の題名  32. Das Fensterlein. 
楽譜版掲載の曲の題名  Das Fenster.（熊谷版：Das Fensterlein.）  
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拍子・調・小節数・音域  3/8・Gdur・16 小節・d1-e2 
形式  A(aa’)、B(bb’) 
フレーベルの詩の題名  33. Das Fenster. 
楽譜版掲載の曲の題名  Das Fenster. 
拍子・調・小節数・音域  6/8・Gdur・24 小節・d1-e2 
形式  A(aa’)、B(bb’)、C(cc’)、A(ab)、B(cc)、C(c’c’) 
フレーベルの詩の題名  34. Die Kӧhlerhütte. 
楽譜版掲載の曲の題名  Kӧhlerhütte.（熊谷版：Die Kӧhlerhütte.）  
拍子・調・小節数・音域  6/8・Gdur・32 小節・d1-e2 
形式  A(aa’)、B(bb’)、C(cc’)、D(dd’)、d’’d’’’、A(aa’)、B(bb’) 
フレーベルの詩の題名  35. Der Zimmermann.Was Liebe zum Kinde doch alles 
erkann! Jetzt seht ihr gar, wie einen Zimmermann Durch Hand 
und Finger gestalten sie kann.  
楽譜版掲載の曲の題名  Der Zimmermann. 
拍子・調・小節数・音域  6/8・Gdur・38 小節・d1-g2 
形式  A(aa’bb’cc’dd’)、B(aa’b 挿入句 b’cc’dd’)、Coda 
フレーベルの詩の題名  36. Der Steg. 
楽譜版掲載の曲の題名  Der Steg. 
拍子・調・小節数・音域  6/8・Gdur・18 小節・d1-g2 
形式  A(ab)、B(cd)、A’(a’b’)、B’(c’d’)d’’  
フレーベルの詩の題名  37. Das Hofthor. 
楽譜版掲載の曲の題名  Das Hofthor. 
拍子・調・小節数・音域  4/4・アウフタクト・  6/8・アウフタクト・  4/4・Gdur・28
小節・d1-a2. 
形式  前奏、A(aa’)、B(bb’)、挿入句 A(aa’)、B(bb’)、Coda、後奏  
フレーベルの詩の題名  38. Das Gartenthor. 
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
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形式   
フレーベルの詩の題名  39. Der kleine Gärtner. 
楽譜版掲載の曲の題名  Der Kleine Gärtner oder das Gieskännchen. 
拍子・調・小節数・音域  4/8・Cdur・18 小節・g1-g2. 
形式  A(aa’)、B(bb’)、 c、A’(a’a’’)、Coda 
フレーベルの詩の題名  40.Riechliedchen. 
楽譜版掲載の曲の題名  Hätzi oder Riechliedchen. (熊谷版：Riechliedchen.) 
拍子・調・小節数・音域  2/4・Gdur・24 小節・d1-f2 
形式  A(aa’)、B(bb’)、C(cc’)、D(dd’)、E(b’b’’)、Coda、e’’ 
フレーベルの詩の題名  41. Der Wagner. 
楽譜版掲載の曲の題名  Der Wagner. 
拍子・調・小節数・音域  4/4・Fdur・14 小節・ c1-f2 
形式  A(abc)、B(a’dee’)  
フレーベルの詩の題名  42. Der Tischler. 
楽譜版掲載の曲の題名  Der Tischler. 
拍子・調・小節数・音域  2/4・Adur・24 小節・a1-fis2 
形式  aba、 cdc’  
フレーベルの詩の題名  43. Die Reiter und das gute Kind. 
楽譜版掲載の曲の題名  Die Reiter und das gute Kind. 
拍子・調・小節数・音域  3/8・アウフタクト Fdur・72 小節・ c1-g2 
形式  aa’、A(aa’)、B(bb’)、C(cc’、dd’、E(ee’)、F(ff’)、B(bb’)、
C(cc’) 
フレーベルの詩の題名  44. Die Reiten und das missgelaunte Kind.  
楽譜版掲載の曲の題名  Die Reiter und das missgelaunte Kind. 
拍子・調・小節数・音域  3/8・アウフタクト・Fdur・60 小節・ c1-g2 
形式  a、A(aa’)、B(bb’)、b、C(cc’)、D(dd’)、E(ee’)、F(ff’)、 f’ 
フレーベルの詩の題名  45. Kindchen verstecke Dich!  
楽譜版掲載の曲の題名  Kindchen verstecke Dich. 
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拍子・調・小節数・音域  4/4 2/4 4/4・Fdur・29 小節・ c1-g2 
形式  A(ab)、A’(a’a’)、A(aa)、B(bb)、C(cc)、D(dd’)A(aa’)、B(b)、
C(cc’) 
フレーベルの詩の題名  46. Verstecken des Kindes. 
楽譜版掲載の曲の題名  Versteckspiel. 
拍子・調・小節数・音域  9/8 3/8 2/4 3/8・Gdur・44 小節・g1-g2 
形式  aa、A(a)、B(a’)、B’(a)、A’’(b)、A(aa)、B(bb’c)、A(aa’)、
B(bb’) 
フレーベルの詩の題名  47. Guckguck! 
楽譜版掲載の曲の題名  Guckguck. 
拍子・調・小節数・音域  6/8・Gdur・26 小節・g1-g2 
形式  前奏 A(aa’)、A(aa’)、B(bb’)、C(cc’) 
フレーベルの詩の題名  1. Der Kaufmann und das Mädchen. 
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
フレーベルの詩の題名  2. Der Kaufmann und der Knabe. 
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
形式   
フレーベルの詩の題名  50. Kirchthür mit Fenster.  
楽譜版掲載の曲の題名  Kirchfenster und Kirchthür. 
拍子・調・小節数・音域  3/4・Gdur・76 小節・d1-fis2 
形式  A(ab)、A’(a’b’)、B(cc’)、C(d)、挿入、d’、挿入、D(ee’)、
挿入、E(ff’)、挿入、Coda 
フレーベルの詩の題名  51. Der kleine Zeichner. Ei! Das Kindchen klein,   
Mӧcht’schon Zeichner sein.  
楽譜版掲載の曲の題名   
拍子・調・小節数・音域   
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形式   
 
Schluss-Lied 
フレーベルの詩の題名  1.Schluss. 
楽譜版掲載の曲の題名  SCHLUSS EMPFINDUNGEN. 
拍子・調・小節数・音域  3/4・Gdur・20 小節・d1-g2(ソプラノ )  
形式  A(aa’)、B(ba’’) 
  
拍子と調の内訳をまとめると表  4.、表  5.のようになる。  
 
表  4. 楽譜版掲載曲の拍子の分類 (全 42 曲 ) 
拍子  2/4 3/4 4/4 3/8 4/8 6/8 9/8 12/8 
 7 曲  4 曲  6 曲  5 曲  7 曲  9 曲  1 曲  3 曲  
 
表  5. 楽譜版掲載曲の調の分類 (全 42 曲 ) 
調  G dur C dur F dur D dur A dur E dur 
 23 曲  9 曲  5 曲  4 曲  2 曲  1 曲  
(転調のある場合は原調のみを記載 ) 
 
拍子については、42 曲中 9 曲と 8 分の 6 拍子が最も多い。8 分音符を 1 拍とした 3 拍子、
4 拍子、6 拍子、9 拍子、12 拍子が約半数強の 25 曲を占める。他は 4 分音符を 1 拍とした
2 拍子、3 拍子、4 拍子の単純拍子である。このことから、母や乳幼児が歌いやすい一般的
な拍子が用いられていると言える。  
次に、調については、全曲が Dur であることに大きな特徴がある。  
これは、歌詞内容が楽しい遊びであることから、一般的には明るいと考えられる Dur を
用いたと考えられる。約半数 (23 曲 )が G dur である。その他は C dur(9 曲 )、F dur(5 曲 )、
D dur(4 曲 )、A dur(2 曲 )、E dur(1 曲 )の順番となっているが、①C dur、②G dur、③D dur、
④A dur、⑤E dur の順に調号におけるシャープ (♯ )の数が増えることから、また①C dur、




音域については、幼児の声域を調査した先行研究では、レベツ (G.Révesz)などが e1 から
a1 としている (表 5.参照 )1)。これらのことから、幼児に適した音域を中心に用いていると
言える。ただし、主たるメロディーの音域は、d1 から g2 の音域が 7 曲あり、全曲が c1 か
ら g2 範囲であった。 c1 は問題がないが、g2 はやや高過ぎると言える。  
曲の長さでは、はじめの歌は 86 小節、結びの感情は 20 小節、その他の 40 曲は、4 小
節から 76 小節、平均 26 小節であった。最も短い遊び歌は 4 小節、最も長い遊び歌は 76







第１項 母の歌と愛撫の歌  
１．「わが子をつくづくと眺め喜びに溢れる母 2)」(„Die Mutter selig im Anschauen ihres 
Kindes!”) 
はじめの歌 (EINGANGSLIED) 表番号②より  
(１ ) 楽曲の分析  
G dur、3/4 拍子、Lento M.M.♩＝80、形式は ABCA’B’C、全 86 小節、メロディーの音
域は d1-gis2 である。  
初めの A(1 小節目から 14 小節目まで )の部分は G dur、2 小節のメロディーに 2 小節の
反復が伴奏部で奏でられ、4 小節のフレーズと成っている。次も同様に 2 小節のメロディ
ーに 2 小節の反復が付けられた 4 小節のフレーズの後に、4 小節の上行形のメロディーの
高まりへと進み、スフォルツァート (sforzando)3)の表記が見られる。  
                                                   
1)幼児音楽研究会編著  『幼児音楽研究法』  東京書籍  1981 p.12.  
2)熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバー
ト・コール作曲』  ドレミ楽譜出版  1991  pp.10-15. 
3)急に強く (音楽用語 )。  
図  61. レベツによ
る 3~5 歳児の音域  
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そして、リタルダンド (ritardando)1)の表記部分でまとめられている。E 音の付点 2 分音
符で曲のクライマックスを作り、歌詞の「教えておくれ (die kunde doch gieb)」の部分で
2 小節が付加された形式を取り、フリギア終止 2)している。  
続く B(15 小節目から 30 小節目まで )の部分はア テンポ (a tempo)3)で始まり、e moll
のⅤ度の和音からの展開で、臨時記号を用い E dur に転調している。メロディーは異なる
が、リズムのよく似た 2 小節、2 小節、4 小節の大きな一かたまりのフレーズである。そ
れらが 2 回繰り返され、それぞれのフレーズにはクレッシェンド (crescendo)4)、デクレッ
シェンド (decrescendo)が付けられ、一部形式となっている。  
「あなたの中から色どられてくるものは何かしら  (in dir sich mir malet?)」の歌詞の最
後の Gis 音は主音 (Tonic)の第 3 音であり、不十分な終止形をとっている。3 度転調をして
C dur で終止するが、途中サブドミナント (Subdominant)調 A dur への転調が見られる。  
最後の C(31 小節目から 44 小節目まで )の部分はドルチェ (dolce)5)で始まり、臨時記号の
ナチュラル (natural)により、C dur へ転調している。4 小節、4 小節、6 小節から成る。  
A’(45 小節目から 51 小節目まで )は 7 小節となっている。48 小節目からの 4 小節は A の
終わりの部分と同じメロディーである。そのため、A の部分と同様に最後はリタルダンド
しながら、フリギア終止している。次の部分では B の部分がア テンポで再現される。B’(52
小節目から 67 小節目まで )では、2 小節、2 小節、4 小節が 2 回繰り返される。C(68 小節
目から 86 小節目まで )も再現の 6 小節である。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵  ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991  pp.10-15. 楽譜参
照】  
(２ ) 歌詞の考察  
O Kindchen du mein, so hold und so lieb, dem Herzen ganzleis ’ die kunde doch 
gieb: was aus dir so warm entgegen mir strahlet, gleich Frühroth im Frühling in 
dir sich mir malet, was aus dir so warm entgegen mir strahlet , gleich Frühroth im 
                                                   
1)次第に遅く (音楽用語 )。  
2)短調の曲で完全終止した後に下属和音の第一転回形から属和音で締めくくる時にバス声部が第 6音から属音へと
進行する終止形。  
3)元の速度で (音楽用語 )。  
4)次第に強く (音楽用語 )。  
5)優しく (音楽用語 )。  
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Frühling in dir sich mir malet? Der Glaube ist ’, der dem Auge ent quilt, was kann 
gescheh ’n, du Mutter bist Schild; und Liebe ist ’s, so im Lächelblick spricht, in 
Ein ’gung mit dir umgiebt mich nur Licht, und Hoffen ist ’s, das den Busen 
umschliesst, die Quelle des Lebens sich hier mir ergiesst! Komm Kindchen, so 
innig, und lass voll Vertrauen, uns Auge in Auge das Leben er schauen; was immer 
dein Herzchen von Mutterthum ahnet, dazu stets der Mutter ihr Lieben sanft 
mahnet; einst sagend, sein Glauben, Hoffen, Lieben, nicht ungepflegt ist ’s im 
Kindchen geblieben, es war ihm im Glauben, im lieben und Hoffen, beseeligt als 
Kindlein der Himmel schon offen.  
おお  我が子よ  いとし子よ  そっと教えておくれ  おまえから  暖かく輝いて
くる  あの春のあかね色のように  色どられてくるものは  何かしら  教えておく
れ  信仰  それは  まなこからほとばしる  何がおこっても  お母さんは護ります 
にこやかな眼は  愛を語る  私達を光が包む  希望を胸に抱き  生命の泉  注がれる 
さあ  子どもよ  やさしい信頼に溢れ  眼と眼で生命を見つめましょう  いつでも母
は  柔らかなあなたの愛に励まされる  あなたの進行と希望と愛は  育てずにはお
れません 我が子の信仰・希望と愛は祝福され  天国は開かれている 1)  
 
歌詞では、母の喜び ( ‚Liebe ist’s ,so im Lächelblick spricht ’ ,was immer dein Herzchen 
von Mutterthum ahnet,dazu stets der Mutter ihr Lieben sanft mahnet ’)、我が子への愛
( ‚so hold und so lieb’ ,was kann gescheh’n du Mutter bist Schild’ )、これからの子育てへ
の決意 ( ‚einst sagend,dein Glauben,Hoffen,Lieben,nicht ungepflegt ist’s im Kindchen 
geblieben’)が詠われており、清らかなメロディーに澄み切った和声がその歌詞を引き立て、
メロディーを際立たせている。  
熊谷の訳詞では 32 小節目の ‚Augeent(quillt)’が「まなこからほとばし (る )」となってい
るが、9 語を三つの音符で歌うことは非常に難しい。意訳して言葉を音符に合わせるか、




                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.10-15. 
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る」を「優しい目、愛を語り」などフレーズに合わせた意訳にするとよい。  











速度は Lento M.M.♩＝80 と示されているが、ゆっくりと歌う方がこの曲の感じに合っ
ている。最後の C(31 小節目から 44 小節目まで )の部分は 4 小節、4 小節、6 小節から成る
が、最後は本来の 8 小節部分が、歌詞に合わせるために 2 小節縮小された形になったと考
えられる。40 小節目に、前と同様のリズムの 2 度下の同形反復のメロディーを加えると安
定するが、実際は歌詞に合わせているため増やすことはできない。  
また、33 小節目の C 音が四つ続くメロディーの最後の C 音は伴奏譜の H 音が正しいと
考えられるため、印刷上の間違いではなかろうか (伴奏の和声では最後の C 音に臨時記号
でシャープがつけられ Cis 音となっているためメロディーが C 音では違和感が生ずる )。
また、歌詞につけられたコンマは、楽曲におけるフレーズの切れ目を表していると考えら
れる。  
A’(45 小節目から 51 小節目まで )においても本来の 8 小節が歌詞に合わせて 1 小節縮め
られ 7 小節となっている。B’(52 小節目から 67 小節目まで )では、2 小節、2 小節、4 小節
が 2 回繰り返される。C(68 小節目から 86 小節目まで )も再現である。4 小節、4 小節、本
来の 8 小節が歌詞に合わせるために 2 小節縮められ、6 小節になっている。初めの C の部




第２項 遊戯の歌  
１．「あんよでタントントン 1)」 („Strampfelbein.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 1.より  
(１ ) 楽曲の分析  
G dur 、2/4 拍子、M.M.♩＝120、形式は A(aba’a’)B(cdcd’)、全 32 小節、音域は高音部
が d1-e2、低音部が b-h1 である。  
大きな 2 部分から成るこの曲は、9 から 16 小節目で D dur に転調している。2 声のメロ
ディーは、ほとんどが 3 度の響きである。3 連符の 1 拍目にはアクセントが付されており、
後半 3 連符のメロディーが 6 箇所に見られる。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991  p.16. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
Flug ’s gibe mir das Strampfelbein! Wollen schlagen aus Mohn und Lein Oel für ’s 
Lämpchen, zierlich klein, dass es brenne hell und rein,wann Mutter lieb ’in langer 
Nacht,für ’s liebe kleine Kindchen wacht. Wann Mutter lieb ’in langer Nacht, für ’s 
liebe kieine Kindchen wacht.  
あんよで  タントントン  けしと亜麻をたたいて  油をしぼり  ランプに入れよ
う  かわいい  我が子の為に  かあさん  夜長を眠らずに  見守り付添う時に  明






現代の教材として用いる場合は、「けしと亜麻をたいて  油をしぼり  ランプに入れよう」
                                                   
1)熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバー
ト・コール作曲』  ドレミ楽譜出版  1991  pp.10-15. „KOSE UND SPIELLIEDER ”は、熊谷版では「愛撫と
遊びの歌」、児玉版では「遊戯の歌」と訳されているが、本項では熊谷訳を用いる。  
2)同上書、 pp.10-15.  
3)児玉衣子  『フレーベル近代乳幼児教区・保育学の研究  フリードリッヒ・フレーベル著『母の歌と愛撫の歌』
の教育方法学的検討から』  現代図書  2009  p.40.  
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という歌詞内容は現代日本の母子の生活からはかけ離れた内容であるため、「タントン足
の力が  母の心の  ランプに火を灯し」、または「ぼうやの足の力で  心のランプに 光を灯
し」など別の表現に変えることが望ましい。  






持たせ、母が乳幼児の足を持って行う遊びによく合っている。4 小節が 1 フレーズとなっ










２．「ぱったりこ  子どもがころぶ 3)」 („Pautz! da fällt mein Kindchen nieder.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 2.より  
(１ ) 楽曲の分析  
G dur、2/4 拍子、M.M.♩＝126、形式は A(aa’)B(bb)A’(a’c)C(de)A’’(a ’ ’c)、全 40 小節、
音域は高音部が g1-f2、低音部が b-d2 である。  
複縦線で区切られた 25 小節目よりの d、e 部分は、C dur に転調し、新しいモティ—フ
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 p.39.  
2)同上書、 p.40.  
3)同上書、 pp.18-19.  
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(motif)1)でメロディーのクライマックスを作った後、主調へ復帰している。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991  p.18.  楽譜参照】  
 
(２ ) 歌詞の考察  
Pautz! da fӓllt mein Kindchen nieder,Frӧhlich hebt ’s die Liebe wieder,Und mein 
holdes Kindchen lacht; Denn der Mutter Auge wacht, Daβ sich ’s Kindchen night  
thu ’wehe,Nur zur Lust es ihm geschehe,  Pautz! da fӓllt mein Kindchen nieder, 
Frӧhlich hebt ’s die Mutter wieder; So sich Geist und Leib entfaltet;  Sinnigkeit in 
Allem waltet. 
ぱったりこ  子どもがころぶ  ニコニコ愛が  起こします  子どもが  笑います 
お母さんが  見守れば  子どもは  痛くない  子どもは  楽しいことばかり  ぱっ
たりこ  またころぶ  ニコニコお母さん  また起こす  こうして  心と体が育つ 














                                                   
1 )動機、理由、主題 (モティーフ )。  
2)熊谷周子  前掲書、 pp.18-19. 
3)児玉衣子  前掲書、 p.46.  
 86 









３．「塔の風見鶏 1)」 („Das Thurmhähnchen.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 3.より  
(１ ) 楽曲の分析  
 C dur、3/8 拍子、M.M.♪＝69、形式は、A(aa’)B(bb’) 、全 16 小節、音域は、高音部が
c1-f2、低音部が c1-d2 である。一部形式の短い曲である。 a、a’、b は同じリズムでできて
いる。A、B のどちらもが完全終止し、2 声のメロディーにはホルンの 5 度 2)が使用されて
いる。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991  p.20. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
Wie das Hähnchen auf dem Thurme sich kann dreh ’n im Wind und Sturme,kann 
mein Kind sein Händchen wenden,so sich neue Freuden spenden.  






                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.20-21. 
2)ナチュラルホルンの二重奏で特徴的に使われる和声の名称。  
3)熊谷周子  前掲書、 pp.20-21. 
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ということの方に興味を引かれるという。  
それは、「1 つの結果の根源、1 つの影響の原因を感じ、支配すること 1)」が乳幼児を「悦
びと真剣とで満たす 2)」からであるとフレーベルは説明している。それらを理解した上で
歌詞を見ると、単純な自然現象を真似る遊びにも深い意味があることに気づかされる。擬
態語 (クルクルなど )を付加するとさらに乳幼児は悦ぶと思われる。  








４．「おしまい 3)」 („S ist all’=all’.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 4.より  
(１ ) 楽曲の分析  
G dur、4/8 拍子、M.M.♪＝152 の速い曲である。形式は、A(aa)B(bb)C(cc’)D(dd)E(ee)、
全 24 小節、音域は、高音部が d1-g2、低音部が a1-e2 である。  
前半の ABC と後半の DE の大きな 2 部分からできている。e 部分の 2 声にはホルンの 5
度が見られ、最後の部分では終止の強調が見られる。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.22. 楽譜参照】  
 
(２ ) 歌詞の考察  
All! all ’ mein Kind,all! all ’! Das Süppchen ist nun all ’. Wo ist es den 
hingekommen? Mündchen hat ’s zu sich genommen; Züng ’chen hat ’s zurück 
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.51.  
2)同上書、 p.51.  
3)熊谷周子  前掲書、 pp.22-24. 
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gedrucht, Kehlchen hat ’s hinabgeschluckt; Mäglein hat ’s nun schӧn verdaut, noch 
von Zähnlein nicht gekaut. Drum mein Kind ist wohlgemuth, weiss und roth wie 
Milch und Blut. Drum mein Kind ist wohlgemuch , weiss und roth wie Milch und 
Blut. 
 もう  おしまいよ  スープは  おしまい  何処へ行ったの  お口が受けとり  舌
が押し下げ  のどが飲み込んで  お腹で  こなれました  ちっとも  歯でかまない








(３ ) 楽曲の考察  






d のリズムの変奏が e であろう。長い曲であるが、楽曲が展開していくことから、乳幼
児を飽きさせないであろう。また、そのような楽曲の長さからは、対象となる乳幼児が母
の歌う物語のある曲を感覚的に理解し、楽しめる発達段階に達したことが窺える。  
５．「味見の歌 2)」 („Dza,dza! Schmeckliedchen.” ) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 5.より  
(１ ) 楽曲の分析  
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.22-24. 
2)同上書、 pp.25-27.  
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 C dur 、 4/4 拍子 、 M.M. ♩ ＝ 72 、形式 は、 A(aa’)B(bb)C(cd)A(aa’)B’(b’b’’)C’(ef)A(a  
a’)B’’(bb’’’)C’(c’d)A’(aa’’)B’’(b’ ’’b’’’ ’)C’’(e’f)、全 24 小節、音域は、高音部が g1-f2、低音部
が c1-d2 である。  
A の C dur から B では属調 1)G dur へ転調し、C で C dur に復帰している。A’では C dur
から同主調 2)c moll への転調が見られる。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 pp.26-27. 楽譜参照】 
 
(２ ) 歌詞の考察  
Kindchen! ӧffne deinen Mund,will dir thun was Gutes kund: Beiss’ in’s weiche 
Pfläumelein,und gebrauch das Züngchen dein:  Sag’ ,wie schmeckt’s? dza gut ,gut! 
Süss schmeckt’s , wohl der Zung’ es thut.  
Nun beiss’  in den Apfel auch, ihn zu essen ist auch Brauch: Ei ! wie zieht’s  den 
Mund zusammen,wie Papier das Feuersflammen,sauer,sauer schmeckt’s gar 
sehr,süss liebt’s Kindchen we it,weit mehr.  
Doch den bittern Mandelkern, den hat’s Kindchen auch noch gern. Bitt’res ist 
dem Kind gesund, zieht’s ein Wenig auch  den Mund; Bitt’res oft das Kind 
begrüsst; Leben es doch bald versüsst.  
Unreif aber herb durchdringt, weil’s genossen Uebles bringt. Unreif muss mein 
Kindchen meiden, Unreif bringt dem Kindchen Leiden; drum mein Kindchen 
nicht’s geniesst ,Was durchaus gereift nicht ist. 
お口を開けてごらん  いいこと教えましょう  すももをかんでごらん  舌を使っ
て  どんな味  よしよし  甘い味でしょう  リンゴもかんでごらん  これも食べま
しょう  おや  お口をつぼめた  紙に火がついたよう  すっぱい  すっぱい  すっ
ぱいね  甘いほうが好き  でも  にがいアーモンドも  こどもは好きよ  にがいも
のでも口をゆがめて  たまに食べると  この世を甘くします  未熟なもの  渋い 
                                                   
1)近親調の中で完全 5度上の調を指す。  
2)近親調の中で主音が同じ調を指す。  
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もの食べると病気になる  未熟は避けましょう  子どもを病気にする  だから  子






(３ ) 楽曲の考察  
 aa’bb cd aa’b’b’’ef aa’bb’’c’d aa’b ’ ’ ’b’’ ’ ’e’f というように、いくつかの変奏が繰り返されて
いることから、ABC と AB’C’と AB ’ ’C’’と A’B ’ ’ ’C ’ ’ ’という小三部形式が四つで構成されてい
ると考えられる。ABC の小三部形式が 4 回繰り返される都度転調している。A の a と a’
は、問答唱である。A’では、 c moll で少し悲しい雰囲気がかもし出されている。この楽曲
の特徴は、初めから終わりまで随時変奏が繰り返される展開が見られることである。  
フレーベルは「官能 (die Sinne.)から内心の門がひらく 2)」とし、「感覚によって事物の
本質とその内面が、私らの内部へ明らかに知らされるということこそ、実に感覚の仕事で







６．「チック タック 4)」 („Tick, tack.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 6.より  
(１ ) 楽曲の分析  
 C dur、4/8 拍子、M.M.♩＝92、形式は、A(abcd)A ’(a’b’cc) 、全 34 小節、音域は、高音
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.25-27. 
2)児玉衣子  前掲書、 p.60.  
3)同上書、 p.62.  
4)熊谷周子  前掲書、 pp.28-30. 
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部が g1- f2、低音部が e1-d2 である。  
同じ歌詞の部分は同じメロディーとなっている。後半 b’では、3 連符が 7 回続き、後半
の c の部分は、2 小節のメロディーに 2 小節の反復が付けられている。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.28. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Sehet nur,sehet nur,wie der Pendel an der Uhr,geht das Aermchen hin und 
her,doch nicht kreuz und doch nicht quer; Denn es gehet Schlag bei Schlag. Immer 
tick und immer tack,tick,tack,tick,tack,tick,tack,tick,tack.Uhr mach ’ mir nur ja 
kein Leid,sondern zeig ’ mir richt ’ge Zeit zum Essen,zum Schlafen,zum 
Zeitvertreib, zum Waschen und Baden den ganzen Leib , denn mein Herzchen will 
stet ’s rein, will gesund und thätig sein. Aermchen geh ’d ’rum Schlag bei Schlag, 
immer tick und immer tack, tick, tack, tack! 
 みてね  みてね  振り子のように  腕がゆれるよ  きちんとゆれる  拍子をとっ
て いつもチック、タック チック、タック  チック、タック 時計は時を教えてく
れる 御飯、寝る時、遊ぶ時  手洗い、お風呂の時などを。心はいつもきれいで  元







振る真似をする場合は「ボーン  ボーン」という訳詞が適するのではなかろうか。  
また、後半の四つの音に対して「こころはいつも」など七つの言葉を歌う部分について
は、意訳し言葉を音符に合わせるかリズムを細かく変化させるとよい。  
(３ ) 楽曲の考察  
二部形式であるが、A と A’では、曲の感じは大きく異なる。b は、反復であり、d は挿
                                                   




速度は M.M.♩＝92 と書かれているが、この表記は通常 4/4 拍子に適する表記である。4/8
拍子の場合は M.M.♪＝184 などとするが、3 連符が多く♩を 1 拍として歌うことがこの曲











７．「草刈り 3)」 („Grasmähen.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 7.より  
(１ ) 楽曲の分析  
D dur、6/8 拍子、M.M. ♩. ＝ 80、形式は、A(aabcdd)B(ec)C(ff)A(aab ’b ’ccec’’)、全 40
小節、音域は、高音部が d1- g2、低音部が b-d2 である。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.32. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
Peter gehe auf die Wiese,mähe schnell das Gras,das süsse; Bringe heim das gute 
Futter,für die Kuh zu Milch und Butter Lehnchen milch ’ die Kuh als balde,bring ’ 
die Milch ohn ’ Aufenthalte; Kuh muss ja die Milch uns reichen,zu dem guten 
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.68.  
2)同上書、 p.60.  
3)熊谷周子   前掲書、 pp.31-33. 
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Semmelbreichen; Dass das Kindchen sich recht labe an soVieler will ’gen Gabe; 
Peter gehe auf die Wiese、mähe schnell das Gras,das süsse; Danke dir dann für dein 
Mähen und der Kuh für ’s Milch hergeben; Dann der Lehnchen für das Milchen auch 
dem Bäcker für die Semmel,und der Mutter für den Brei ,dass kein Dank vergessen 
sei.   
ピーター君  草原に行き  早くおいしい草を刈り  よい餌を家に運び  牝牛にあげ
ましょう。レンヒェンさん  牛乳をしぼり  すぐに牛乳を運び  牝牛がくれた牛乳で  
パンがゆ作りましょう。このような沢山の贈り物をいただいて  子ども達は本当に元気
に育ちます。ピーター君 草原へ行き 草刈りをして下さい。草刈さん  有難う 牝牛
さん ありがとう  乳をしぼる乳しぼりさん  パンを焼くパン屋さん  おかゆを煮る













(３ ) 楽曲の考察  
始めの a に反復の a が続き、統一的な前半となっている。続く b と c は対照的な後半で
ある。複縦線の後 d、d 部分は G dur に転調し、音高が低いメロディーに変化する。  
続く e、c では、音高に変化のあるメロディーとなっている。f、f は長いフレーズとなり、
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.31-33. 
2)児玉衣子  前掲書、 p.74.  
3)同上書、 p.75.  
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最後はフェルマータ 1)が付記されている。複縦線で区切られた後、第 1 部の再現である A
が再び D dur で出現する。a の反復が a である。b’の反復 b’に加えて、 c の反復 c が続く。









８．「ひなどりさんおいで 3)」 („Hühnchenwinken.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 8.より  
(１ ) 楽曲の分析  
G dur、2/4 拍子、M.M.♩＝74、形式は、A(ab)、全 4 小節、音域は、高音部が g1- g2、
低音部が fis1- h1 である  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.34. 楽譜参照】  
 
(２ ) 歌詞の考察  
Wink ’ den Hühnchen,dass sie nah ’n,sag ’: Ich will euch schӧn empfann. 
  ひなどりを  呼んでごらん  おいで おいでと呼んでごらん 4) 
 




                                                   
1 )ほどよくのばす (音楽用語 )。  
2)楽曲において、独立して作られた終結部分を指す。  
3)熊谷周子  前掲書、 pp.34-35. 
4)同上書、 pp.34-35.  
 95 
生き生きした、内的生活を外界の生活の鏡の中に真に明らかに眺め、心に力づよく自己の







(３ ) 楽曲の考察  
一部形式、4 小節の大変短い曲である。この楽曲の大きな特徴は、最も短い僅か 4 小節
の曲であるという点である。そのことから、自らが歌い、手遊びする発達段階に達した乳
幼児が対象であると考えられる。M.M.♩＝76 の速度は、片手で (親指を除く )4 指を屈折さ
せて鳥を招くしぐさに適している。  
乳幼児が歌唱する際、g2 音は高過ぎるため、曲の感じとしては G dur が望ましいが、乳
幼児が歌唱する音域に配慮すれば C dur がよいと考える。  
９．「小鳩さんおいで 4)」 („Täubchenwinken.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 9.より  
(１ ) 楽曲の分析  
G dur、3/8 拍子、M.M.♪＝69、形式は A(ab)、全 8 小節、音域は、高音部が d1- d2、低
音部が d1- h1 である。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.36. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Die Täubchen wollen zum Kindchen kommen; Wink ’ ihnen, sag ’; Seid schӧn mir 
will Kommen! 
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.81.  
2)同上書、 p.81.  
3)同上書、 p.80.  
4)熊谷周子  前掲書、 pp.36-37. 
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  小鳩さんは子どもの方へ来たいのよ  おいで おいでと呼んでごらん 1) 
 
A は 1 から 4 小節目の a と 5 から 8 小節目の b でできているが、a と b は問いと答えと
なり、問答唱の様である。「ひなどりさんおいで」に比べると、やや曲が長く 8 小節とな
り、アウフタクトの 3 拍子となっている。  
乳幼児に身近な生き物である「小鳩」を題材に、「おいでおいでと呼んでごらん」と呼









ひきつけ 5)」、動物の姿が私たちに教訓を与えてくれる。  
このように、「ことばと事物、事物とことば、行為とことば、ことばと行為、それは彼
らにとって、彼らの言葉において、常に 1 つの統一したものである 6)」とフレーベルは言
っている。「ひなどりさんおいで」と同様、家のすぐ近くで母と一緒に身近な小動物と遊
ぶという日常生活があることが推測される。  





らくはメゾピアノ (mezzo piano)でやや弱く小鳩を呼ぶように歌うのであろう。  
１０．「小川の中の小さな魚 7)」 („Fischlein im Bächlein.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 10.より  
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.36-37. 
2)児玉衣子  前掲書、 p.84.  
3)同上書、 p.85.  
4)同上書、 p.84.  
5)同上書、 p.85.  
6)同上書、 p.85.  
7)熊谷周子  前掲書、 pp.38-39. 
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(１ ) 楽曲の分析  
Gdur、3/8 拍子、M.M.♩.＝72 、形式は、A(aa)B(bc) 、全 16 小節、音域は、高音部が
Fis1-e2、低音部が h-c2 である。  
統一的な a、a から成る A(1 から 8 小節目 )と対照的な b、c から成る B(9 から 16 小節目 )
の 2 フレーズでできている。a(1 から 4 小節目 )の反復が b(5 から 8 小節目 )である。B では、
16 分音符や 16 分休符が見られる。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.38. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Lustig im klaren Bächelein schwimmen die kleinen Fischelein ,sie schwimmen 
darinnen immer herum,bald sind sie grad; und bald sind sie krumm. 
  清い小川で  楽しそうに  小さな魚  泳ぐよ  まっすぐになったり  曲がったり 













(３ ) 楽曲の考察  
A では、旋律的な音の動きで魚が静かに泳ぐ様子を表しているが、B では音の動きや速
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.38-39. 




達した乳幼児が対象となる。短い楽曲ではあるが、付点 8 分音符や 16 分音符などのリズ
ムも加わり、音域も各所で広がっている。聞いたり歌ったりする乳幼児の成長が楽曲から
感じられる。  
１１．「たてによこに 1)」 („Längweis, Kreuzweis.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 11.より  
(１ ) 楽曲の分析  
C dur 、前半が 6/8 拍子、M.M.♩ .＝69、後半が、2/4 拍子、M.M.♩＝ 100、形式は、
A(aba’a’’)B(cc’dd’)C(ee’ff’)、全 24 小節、音域は、高音部が e1-f2、低音部が b-d2 である。  
1 から 16 小節目の前半は♩．を 1 拍とした 2 拍子でアウウフタクト 2)である。前半 AB
は二部形式であり、リズムの統一が見られる。後半 C は一部形式であり、フェルマータで
間を持たせてから、複縦線の後は軽快な拍子と速度に変化する。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.40. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Das Hӧlzchen leg ’ ich längeweis, das Stäbchen darauf kreuzeweis; In beide boh ’ 
rich ein Loch hinein,und schlag ’ einen hӧlzern ’ Nagel drein,die Patschhand ist das 
Bretchen drauf,die Scheib ’ ist fertig zum Verkauf! Wie theuer? Drei Dreier. 
Warum drei Dreier? ‚sist gar zu theuer! Einen Dreier kosten die Hӧlzchen grad、
einen Dreier kostet das Bretchen glatt ,einen Dreier beträgt der Arbeitslohn,wer 
das nicht zahlt,der geh davon! 
  この木をたてに置き  よこに棒をのせ  重ねて穴をあけて そこに木釘を打ち込み 
板をパチンと打ち込んで 売れる的ができました。おいくら  三十円。どうして三十
円 それは高すぎます。十円は木のお代  十円は板のお代  十円は手間賃です  払え
ない人は お帰り下さい。 3) 
 
                                                   
1)熊谷周子   前掲書、 pp.40-42. 
2)旋律や楽曲が弱拍、小節内の第一拍目以外の拍から始まること。  
3)熊谷周子  前掲書、 pp.40-42. 
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前半は円盤と木での的づくりが歌われている。幼児は手を木や棒や穴あけや釘に見立て
て歌詞に合わせて手遊びする。その後の d からは、商売人 (的屋 )とお客のやりとりで、値
段交渉が会話口調で続く。楽曲に合わせて歌いにくさが感じられるが、音楽に合わせた台
詞部分と捉えることで問題はないと思われる。  









１２．「お菓子づくり 3)」 („Patsche Kuchen.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 12.より  
(１ ) 楽曲の分析  
C dur、12/8 拍子、M.M.♩.=80、形式は A(aa)B(bc)A ’(a’ a’)C(dd)D(ee’)、全 10 小節、音
域は、高音部が c1-f2、低音部が c1-d2 である。  
ABA’の小三部形式の部分と CD の一部形式の部分の大きな二部分から成る。1 小節が一
つのモティーフとなり、2 小節目の a は 1 小節目の a の反復である。同様に、6 小節目の c
は 5 小節目の c の、8 小節目の d は 7 小節目の d の、10 小節目の e’は 9 小節目の e の反復
である。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.44. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Kindchen wollen es versuchen,uns zu backen einen Kuchen; Patsche,patsch ’ den 
                                                   
1)resitativoは叙唱、朗唱とも訳され、オペラなどの中で個人的な感情の独白などに採用される一種の曲。  
2)児玉衣子   前掲書、 p.94.  
3)熊谷周子  前掲書、 pp.44-45. 
 100 
Kuchen breit; Bäcker sagt: ,,nun ist es Zeit; bringt mir doch den Kuchen 
bald,sonst wird ia der Ofen kalt. ’ ’ ,,Bäcker hierist der Kuchen fein,back ’ ihn schӧ
n für mein Kindchen klein! ’ ’ ,,Bald soll der Kchen gebacken sein ,tief in den Ofen 
schieb ’ich ihn ein. ’ ’ 
  さあ  やってみましょう  お菓子を焼きましょう  ペッタン  ペッタン  のばし
ましょう パン屋が言う 「さあ よろしい  すぐに持っておいで  そうでないとオ
ープンが冷えますぞ」「パン屋さん  お菓子はここです 子どもに  おいしく焼いて



















子が描かれているが、2 歳前から「ペッタン  ペッタン」など一部を模倣唱しながら遊べ
る遊び歌であろう。  
また、A では a、a は統一的、b、 c は対照的なフレーズである。歌詞に合わせて 8 分の
12 拍子 1 小節単位のフレーズとなっているが、楽曲としては、8 分の 6 拍子 2 小節単位の
フレーズが落ち着くと思われる。♩.を 1 拍にとりながら 8 分の 6 拍子の 1 小節に 1 回手を
打ち合わせることが自然に感じられる、「お菓子づくり」の雰囲気に合った楽曲である。  
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.43-45. 
2)児玉衣子  前掲書、 p.99.  
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１３．「鳥の巣 1)」 („Das Nestchen.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 13.より  
(１ ) 楽曲の分析  
 G dur、2/4 拍子、M.M.♩=76、形式は A(aa’ )B(bb’cc’ )、全 16 小節、音域は、高音部が
fis1-g2、低音部が d1-e2 である。AB の二部形式である。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.46. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 In die Hecke auf die Aestchen baut der Vogel sich ein Nestchen, legt hinein zwei 
Eierlein, Brütet: draus zwei Vӧgelein, rufen die Mutter: pip, pip, pip, Mütterchen, 
pip, Mütterchen pip, bist uns so lieb, pip ,bist uns so lieb, pip. 
  生垣や木の枝に  鳥は巣を作る  二つの卵を生んで  二羽のひながかえった  母
さんを呼んで  ピッピッピッ  お母ちゃん  ピッ  お母ちゃん  ピッ  母さん好き 






(３ ) 楽曲の考察  
 A の中の 4 小節からなる。a と a’は統一的であり、a の反復が a ’である。また、B の中
の 2 小節から成る bb’と cc’は対照的であり、問いと答えのようになっている。典型的な起
承転結のフォームであると考えられる。リズムが統一されている点は、歌いやすい、聞き
やすい点であり、16 小節という曲の長さも、幼い子どもの手遊びに適している。  
また、擬声語の歌詞に合ったリズムが用いられている。 12 小節目の g2 音は鳴き声であ
り、高音の響きは緊張感をもたらす効果があることからも好ましい響きのメロディー音で
ある。最後のメロディーの b1 は、G dur の主音が g であることから、g2(または g1)音にす
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.46-47. 
2)同上書、 pp.46-47.  
 102 
るとよい。  
１４．「花かご 1)」 („Blumenkörbchen.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 14.より  
(１ ) 楽曲の分析  
 G dur、6/8 拍子、M.M.♩.=76、形式は A(aa’)B(bb’ )C(cc’)D(dd’)、全 20 小節、音域は、
高音部が g1-g2、低音部が e1-c2 である。5、6、7、8 小節目で D dur への転調が見られる。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.48. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Kindchen woll ’n ein Kӧrbchen machen, d ’rinn zu tragen schӧne Sachen;   
Blümchen woll ’n wir darinn ’ tragen,werden drob sich nicht beklagen; Wollen sie 
dem Vater bringen, ihm ein Liedchen dazu singen, la la la la, la la la la, Lieb 
Blümelein ,  La La La La, La La La La, sollt beim Vater sein. 
  さあ！  かごを作りましょう  きれいなものを入れましょう  花を入れましょう
花はきっと喜ぶでしょう  花かごを父さんに  歌いながら持って行こう  ララララ 






(３ ) 楽曲の考察  
 a’は a の反復であり、同様に b’は b の、c’は c の、d’は d の反復である。反復が多いこと
から、乳幼児には歌いやすく聞きやすい楽曲であると言える。また、8 分の 6 拍子である
が、♩．を 1 拍にとることから、手遊びをしながら歌いやすい速度と拍子でもある。  
一部に転調は見られるが、和声的にもⅠ、Ⅴを中心とした単純な曲である。最後の D で
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.48-49. 
2)同上書、 pp.48-49.  
3)児玉衣子  前掲書、 p.111.  
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は、d で不十分に終止し、d’で完全に終止しているが、d の 15、16 小節目は挿入であると
も考えられる。聞かせる場合はよいが、母や乳幼児が歌唱する場合は g2 音が高音過ぎるた
め、C dur などへ転調し歌いやすくすることが望ましい。  
１５．「鳩のお家 1)」 („Das Taubenhaus.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 15.より  
(１ ) 楽曲の分析  
 C dur、12/8 拍子、M.M. ♩.=72、形式は A(ab)B(cc)C(de)C(de) 、全 16 小節、音域は、
高音部が a1-a2、低音部が e1-fis2 である。  
第一部分の対照的な AB と第二部分の統一的な CC からなる。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.50. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Ich ӧffne jetzt mein Taubenhaus, die Täubchen die fliegen so froh heraus, sie 
fliegen hin auf ’s grüne Feld, wo ’s ihnen gar zu wohl gefallt; doch kehren sie heim 
zu guter Ruh! So schliess ’ ich wieder mein Häuschen zu, doch kehren sie heim zu 
guter Ruh, so schliess ’ ich wieder mein Häuschen zu.  
  鳩のお家を開けたら  鳩は喜んで飛んで行く  緑の腹へ飛んで行く  鳩はとても











                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.50-51. 
2)同上書、 pp.50-51.  
3)児玉衣子  前掲書、 p.117.  
4)同上書、 p.116.  
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多くの国で受容されたと考えられる。  
(３ ) 楽曲の考察  
2 小節単位のモティーフでできている A の a と b は問答のようであり、b の終わりは不
完全終止である C、C は、反復であることから、乳幼児には歌いやすく、聞きやすい楽曲
である。反復は、あるいは強調とも考えられる。  
C からは歌詞に合わせて、新しいモティーフが現れる。a1 から a2 の音域は、母や乳幼児
が歌唱する際に高音過ぎると考えられるため、5 度下げて G dur などに移調することが望
ましい。半音階的手法、または刺しゅう音 1)的手法の dis 音が多く見られる。  
１６．「親指はすもも 2)」 („Däumchen ein Pfläumchen.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 16.より  
(１ ) 楽曲の分析  
C dur、12/8 拍子、M.M.♩.=72、形式は ABCDEFF’、全 25 小節、音域は、高音部が d1-fis2、
低音部が h-d2 である。  
7 小節目では G dur へ、同様に 8 小節目では D dur へ、9 小節目では A dur へ、11 小節
目から 16 小節目では G dur へ、19 小節目では F dur へ、21 小節目では G dur へ、23 小
節目では F dur へ、25 小節目では G dur への一時的な転調 (借用和音 )が見られる。また、
フェルマータが多く見られる。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.52. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Diess ist, diess ist, diess ist? Diess ist das runde Däumchen, es sieht aus wie ein 
Pfläumchen. Und diess? und diess? Und diess? Diess Fingerchen gerade zeigt , 
doch aber auch gar schӧn sich neigt. Und diess? und diess? und diess? Diess 
Fingerchen das grӧsste ist, obgleich es nur zu mittelst ist. Und diess? und diess? 
und diess? Diess Fingerchen trägt ’s Ringelein, drum ist es auch wie Gold so rein. 
Und diess? und diess? und diess? Diess Fingerchen das kleinste ist , die Fingerzahl 
                                                   
1)刺繍音とは、和音構成音から非和声音に順次進行して動き、元の音に戻る非和声音のこと。  
2)熊谷周子  前掲書、 pp.52-53. 
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gar fein beschliesst; so ist ’s, so ist ’s, so ist ’s; ja, ja! So ist ’s, so ist ’s. Und wie 
verschieden nun, auch ihre Gaben sind, so sind sie einig doch beisammen liebes 
Kind. Und wie verschieden nun, auch ihre Gaben sind, so sind sie einig doch 
beisammen liebes Kind. 
  これは これは これは？  これはまるい親指よ  すもものようね。そして  これ
は？ まっすぐにさす指 上手に曲がることもある。そして  これは？一番大きいま
んなかの指です。そして これは？  指輪をはめる指 だから きれい 金のよう。
そして これは？一番小さい小指です。指はこれで全部  そうです  そうです はい 






(３ ) 楽曲の考察  
 乳幼児が指の名前を問われてそれに答える間を取るといった、遊び方に合わせた曲づく
りがなされている。A の 3 小節目、B の 6 小節目、C の 9 小節目、D の 12 小節目、E の
15 小節目は、歌詞に合わせた反復が付けられたものと考える。E の 16 小節目では不十分
に終止し、17 小節目で十分に終止し、終止を 2 回に分けている。さらに、F は 5 小節から





の強調が用いられている。3 小節目は 2 小節目の、同様に 6 小節目は 5 小節目の、9 小節
目は 8 小節目の、12 小節目は 11 小節目の、15 小節目は 14 小節目の反復と考えられる。  
１７．「親指のごあいさつ 2)」 („Däumchen neig’dich.”) 
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.52-54. 
2)同上書、 pp.55-57.  
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愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 17.より  
(１ ) 楽曲の分析  
F dur、3/4 拍子、M.M.♩=108、後半は 6/8 拍子、M.M.♩.=72、形式は、A(a b c) B(d d)、
音域は、高音部が g1-g2、低音部が d1-e2 である。  
5 小節目は G dur へ転調しており、6 小節目にはフェルマータが付けられている。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.56. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
Däumchen neig ’ dich; Zeiger streck ’ dich; Mittler buck ’ dich; Goldner heb ’ dich; 
Kleiner duck ’ dich ja ja füge Dich. Ihr Alle mӧget durch zierliches Beugen Euch 
freundlich des Grusses Ehrebezeigen. Ihr Alle mӧget durch zierliches Beugen 
Euch freundlich des Grusses Ehre bezeigen.  
親指は倒す  人差し指は伸す  中指はかがむ  薬指はあがる  小指はかがむ  は
い はい そうします  みんなかわいくおじぎして  仲良く挨拶致しましょう  みん
なかわいくおじぎして  仲良く挨拶致しましょう 1) 
 
「子供は四肢を感ずる  それゆえ手や指で遊ぶ 2)」、そのことを通して「精神の力が覚
める」から、「子供のうちに朦朧
もうろう











                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.55-57. 
2)児玉衣子  前掲書、 p.127.  
3)同上書、 p.127.  





１８．「おばあさん 1)」 („Grossmama.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 18.より  
(１ ) 楽曲の分析  
 C dur、4/4 拍子、M.M.♩=96、形式は A(aa’)B(bb)、音域は、高音部が g1-f2、低音部が
d1-d2 である。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.58. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Das ist die Grossmama, das ist der Grosspapa; das ist der Vater , das ist die 
Mutter; dies ist ’s kleine Kindchen ja, seht die ganze Familie da. Dies ist ’s kleine 
Kindchen ja, seht die ganze Familie da. 
  これは  おばあさん  これは  おじいさん  これは  お父さん  これは  お母さ





までに 5 指が使われていることから、5 という数を意識させている。絵を用いるのであれ
ば、動物なども描かれていることから替え歌をする楽しみ方も考えられる。  





                                                   
1)熊谷周子   前掲書、 pp.58-60. 





１９．「やさしいお母さん 1)」 („Mutter lieb und gut.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 19.より  
(１ ) 楽曲の分析  
 G dur、8/6 拍子、M.M.♩.=76、形式は A(aa’)B(bc)C(dd’)、全 12 小節、音域は、高音部
が d1-g2、低音部が d1-c2 である。  
 9 小節目から 12 小節目までは C dur に転調している。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.58. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Das ist die Mutter lieb und gut; Das ist der Vater mit frohem Muth; Das ist der 
Bruder lang und gross、  das ist die Schwester mit Püppchen im Schooss; und das 
ist Kindchen noch klein und zart, und dies die Familie von guter Art. 
  これは  やさしいお母さん  これは  元気なお父さん  これは  のっぽのお兄さ
ん  これは  人形抱いてる  お姉さん  これは  まだ小さい赤ちゃん  みんなやさ
しい 家族です 2) 
 
前曲とは別曲として扱っているが、歌詞においては関連が深い。前曲では、祖父母と父
母に赤ちゃんがいる五人家族であったが、時を経て、この曲では兄弟 (Bruder や Schwester)
が増えたと推測する。  
言い換えれば、祖父母から子や孫へと家族の移り変わりをもこの二曲は描いている。ま




                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.58-60. 
2)同上書、 pp.58-60.  
3)児玉衣子  前掲書、 p.131.  
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(３ ) 楽曲の考察  
  ABC の 4 小節ごとの三つの部分からできている。前曲とは雰囲気の異なる楽曲であるが、
前曲に比べて大きな展開が見られる。  
臨時記号により、響きが複雑となり、音域も広がっている。最後の 4 小節では C dur へ
の転調も見られる。  
２０．「親指でひとつ 1)」 („Bein Dӓumchen sag’ich Eins.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 20.より  
(１ ) 楽曲の分析  
 F dur、6/8 拍子、M.M.♪=152、形式は、A(ab)B(cc)C(de)C(de)、全 19 小節、音域は、、
高音部が c1-d2、低音部が a-b1 である。  
12、13 小節目は B dur に転調している。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.61. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Beim Däunchen sag ’ich Eins, beim Zeigefinger Zwei, beim Mittelfinger Drei , 
beim Ringfinger Vier, beim Kleinen Finger Fünf; ich habe: Hab ’in ’s Bettchen All ’ 
gelegt, schlafen, keines sich mehr regt; still , dass kein ’s zu früh erwache, still das 
skein’s zu früh erwache. 
  親指で一つ  人差し指で二つ  中指で三つ  薬指で四つ  小指で五つ  みんな 




を想像する 3)」と書かれており、歌詞の楽しさ、おもしろさがこのことからもよく分かる。  
(３ ) 楽曲の考察  
速度が速いことから、いくつかある指遊びの中でも対象年齢が高いと推測される。歌詞
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.61-63. 
2)同上書、 pp.61-62.  








２１．「指ピアノ 1)」 („Fingerklavier.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 21.より  
(１ ) 楽曲の分析  
G dur、 4/8、 3/8、 4/8 拍子、 M.M.♪ =152、  M.M. ♩ .=76、  M.M. ♩ .=76、形式は、
A(ab)B(cc ’c”)C(dd)D(ee’e”)、全 32 小節、音域は、高音部が g1-e2、低音部が e1-c2 である。
複縦線で区切られた五つの部分から成る。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.64. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Schau doch Kindchen hier, die Hand ein schӧn Klavier, wie vom Druck der Finger 
sinkt, gleich ein schӧner Ton erklingt. La la la la la, la la la la la  la la la la  la la 
la la  la la la la  la la la la  la la la  la la la  la la la  la la la  la la la  la la la  
lalalalalalalala  lalalalalalalala Fӧhlich spielt mein Kind allein. Singt ihm doch 
ein Liedchen fein. Sinnig spielt mein Kind in Ruh ’, singt ihm doch ein Lied dazu. 
  ここをごらん！  おてては素敵なピアノ  指を下げて押すと  きれいな音がする 
ラララララ  ラララララ  ララララ  ララララ ララララ  ララララ  ラララ ララ
ラ  ラララ  ラララ  ラララ  ラララ  ララ  ララ  ララ  ララ  ララ  ララ  ラ
ラ ララ 楽しく弾くよ かわいい歌を  歌いましょう。心で弾くよ  合わせて  歌
いましょう 2) 
 
「ここをごらん！おてては素敵なピアノ (Schau doch Kindchen hier, die Hand ein 
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.63-65. 
2)同上書、 pp.63-65.  
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schön, Klaver)」と遊び方がよく分かる大変楽しい歌詞である。5 歳くらいで鍵盤楽器を弾
く環境にある幼児の場合は、「ラララ (La la la)」部分は階名唱に変えてもよいであろう。 
(３ ) 楽曲の考察  
指のピアノを弾くことから、音階的な 5 指での指替えのない、同ポジションでのピアノ
エチュード的な「ラララ」という歌詞の部分がほとんどを占める。始めの 1 から 8 小節の






２２．「無邪気な姉妹 1)」 („Die Geschwister ohne Harm.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 23.より  
(１ ) 楽曲の分析  
G dur、12/8 拍子、M.M.♩.=50、形式は、A(aa’bb)B(cc)A’(a 挿入句 a ’ ’) Coda、全 17 小
節、音域は、高音部が g1-g2、低音部が e1-c2 である。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.68. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Sieh ’ hier die Geschwisterchen ohne Harm, sie sinken einander sanft Arm in 
Arm, sind müde von des Tag ’s Geschäfte, und wollen sammeln neue Kräfte: Doch 
ehe sie nun schlafen ein, ihr Leben sie befehlen fein, dem Lebensgeber ganz allein, 
der Vater ihnen und Schutz mӧg ’sein. Dann schlafen sie ein in salfter Ruh; der für 
Alle wacht, hat nun auf sie Acht, schliesst ihnen dann sanft die Aeuglein zu. Nun 
Kindchen du mein, ein Gleiches auch thu ’ und schlafe, schlafe in sanfter Ruh, und 
schlafe, schlafe in sanfter Ruh. 
  ごらん  無邪気な姉妹を  安らかに腕を組んでいる  昼間の疲れをいやし  元気
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.67-70. 
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を取り戻してる  でもこうして眠る前  生命を与え賜える父なる神に  生命をゆだ
ねれば  いと安らかに眠れます  みんなのため  眠らずに  見守り下さるお方あり 






予感の生活の保育である 2)」というフレーベルの意図にふさわしい歌詞である。  
(３ ) 楽曲の考察  
 8 分の 6 拍子が二つ合わさったような拍子である。a と a’はリズムがほぼ同じである。
10 小節目には 1 小節が挿入されている。コーダは長く、同じメロディーやリズムが 2 回ず
つ繰り返されている。  
12、13 小節目は不十分な終止が続き、15、17 小節目では 2 回終止が強調のため繰り返
されている。最後の和声にはプラガル終止 3)が使われている。眠るという歌詞に合わせ、
ゆっくりとした速度である。  
２３．「光の小鳥 4)」 („Lichtvögelein.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 24.より  
(１ ) 楽曲分析  
「子ども (Kind)」の部分は、A dur、2/4 拍子、M.M.♩=116、形式は A(ab)A ’(ab)B(cc ’)  
A ’(ab ’ ’)、全 48 小節の前半 16 小節、音域は、高音部が dis1-e2、低音部が gis-cis2 である。
2 小節のモティーフでできており、5 小節目から 10 小節目までは E dur に転調している。
2 声はほとんどが 3 度または 6 度である。  
「お母さん (Mutter)」の部分は、D dur、3/8 拍子、M.M.♩=58、形式は、A(abab ’)B(cc ’dd ’)、
後半の 32 小節、音域は、高音部が d1-d2、低音部が c1-h1 である。17 小節目から 24 小節
目までは臨時記号の付いたリズムが音階的に上行しながら繰り返されている。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.86. 楽譜参照】  
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.68-70. 
2)児玉衣子  前掲書、 p.148.  
3)IVの和音などから、 Iの和音に移行しての終止 (変格終止、変終止 )。  
4)熊谷周子  前掲書、 pp.86-88. 
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(２ ) 歌詞の考察  
〈Kind〉 Lieb’ Vӧgelein, lieb’ Vӧgelein, lieb’ Vӧg’lein an der Wand , lieb’ Vӧgelein, 
lieb’ Vӧgelein halt, mir doch einmal Stand; lass dich doch von mir greifen , musst 
nicht umher so schweifen, lieb’ Vӧgelein, lieb’ Vӧgelein, halt mir doch einmal 
Stand.  
〈Mutter〉Das Vӧg’lein ist nur heller Schein , den kӧnnen nicht greifen die 
Händchen klein, der will mit den Aeuglein erfasst nur sein, durch sie erfreut er 
das Herzchen rein, So ist’s in dem Leben mit vielen Gestalten, sie lassen sich fest 
mit der Hand nicht halten, doch fasset sie leicht ein zärterer Sinn, und beiden ist 
es dann hoher Gewinn. 
 〈子ども〉かわいい小鳥  壁に写る かわいい小鳥 じっとしてて 私につかまえ
させて 飛び廻らないで かわいい小鳥  じっとしてて  
〈お母さん〉あの小鳥は  光なの  つかまえられません  おめめで眺めるだけよ  
心で楽しみましょう  手につかめない物が沢山  人生にはあるけれど  やさしい心













(３ ) 楽曲の考察  
「子ども」部分は二部形式であり、対照的な a と b(a と b’)の前半と統一的な c と c(d と
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.86-88. 
2)児玉衣子  前掲書、 p.174.  
3)同上書、 p.174.  
4)同上書、 p.174.  
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d’)の後半でできている。各フレーズは 4 小節のモティーフでできている。3/8 拍子のため、
♩=58 は♩.=58 の、また、2 小節目からの符点 8 分音符と 16 分音符にかかるスラーは、3






「お母さん」の歌の部分の形式は、大きな AB の二部形式である。  
２４．「小兎 1)」 („Das Häschen.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 25.より  
(１ ) 楽曲の分析  
Ddur、4/4 拍子、前半は M.M. ♩=120(8 小節目まで )、後半は Bewegter(より速く動き  
をもって ) ♩=132(9 小節目から )、形式は、A(aa’bb’)B(cc’dd’)、全 16 小節、  前半の音域は
高音部が d1-e2、低音部が c1-d2、後半の音域は高音部が gis1-fis2、低音部が e1-d2 である。 
前半はほとんどがスキップのリズムであり、 a ’の後半より E dur に転調している。後半
もスキップのリズムが多く見られるが、メロディーの高音部の動きが少なく、 b の終わり
で半終止し、b’で完全終止している。  
後半は D dur に復帰し、臨時記号が多く、属 9 の和音などが使われている。12 小節目
から A dur に転調し、13 小節目で D dur に復帰している。d と d ’では 1 小節のモティー
フが繰り返されている。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.90. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Ei! ein Häschen kommt gegangen an der Wand daher, Kindchen wollen schnell es 
fangen, doch es läuft gar sehr. Sieh, wie’s seine Oehrchen spitzet , glaubt, es hӧr’ 
etwas, wie es jetzt schӧn aufrecht sitzet, speisst sein grünes Gras. Schau’ jetzt 
rümpft’s sein stumpfes Näschen unser kleines munt’res Häschen , jetzt sich’s ganz 
darnieder kauert, denn es merkt der Jäger lauert. Pauf! Der Jäger hat geschossen , 
das hat’s Häschen sehr verdrossen , nun ist es davon gesprungen, Häschens Lied 
ist ausgesungen. (原詩では、merkt は sieht と記載されている。 ) 
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.89-91. 
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  おや！  小兎が壁にやってくる  さあ  つかまえましょう  でも  とっても速い 
ごらん  耳を立て  何か聞いている  今度は  座って  草を食べてる  ごらん  鼻
にしわを寄せ  元気な兎は  下にうずくまる  猟師に気付いたからだ  パン！  猟





(３ ) 楽曲の考察  
A(aa’bb’)B(cc’dd’)の大きな二部形式である。2 小節単位のモティーフでできている。  
後半は速度が速くなり、歌詞の場面展開に合わせて、曲の雰囲気も変わり、小兎が跳ねる  
様子がスキップのリズムで表現されている。  
前半の音域は高音部が d1-e2、低音部が c1-d2 後半の音域は高音部が gis1-fis2、低音部が
e1-d2 と歌詞の盛り上がりに合わせて、全体的に高いメロディーとなっている。  
２５．「狼 2)」 („Der  Wolf.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 26.より  
(１ ) 楽曲の分析  
D dur 、4/8 拍子、M.M.♪=144、形式は、A(ab)A’(a’挿入句 b’)B(cc’)挿入句 B’(bb’) A”(aa)、
全 24 小節、音域は、高音部が d1-g2、低音部が c1-d2 である。  
ab と a’b’は統一的であり、c の反復が c’である。ab と a’b’は統一的であり、c の反復が c’
である。一部に f などの低音の和声音が付加されている。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.92. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
Aus dem dunkeln Tannenwald, wo des Wildes Aufenthalt. Sieh’ , kommt auch ein 
Wolf daher, läuft die Kreuz und läuft die Queer. Hart  ihn wohl der Hunger plagt; 
                                                   
1)熊谷周子   前掲書、 pp.90-91. 
2)同上書、 pp.92-93.  
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doch er will nicht Früchte essen, mӧchte gern ein Thierchen fressen darum macht 
er auf sie Jagd. Jäger aber will’s nicht leiden , Wolf das Rauben auch nicht meiden, 
schiesst der Jäger, dass es knallt, doch der Wolf ist schon im Wald. 
  けものの住家の  暗いモミの森から  狼がやって来て  あっちこっち走り廻る  
お腹が空いているようだ  でも  果物は食べない  小さなけものを食べたがる  そ
こで  けものをとりに来た  でも猟師は許さない  狼も  あきらめない  ドンと猟







(３ ) 楽曲の考察  
形式は、AA ’B 挿入句 B ’A ’ ’の三部形式または二部形式にコーダが付いたものと考えられ
る。狼の獰猛さを表すために、曲の出だしは d moll と成っていると考えられる。ただし、








２６．「猪 2)」 („Das Schwein.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 27.より  
(１ ) 楽曲の分析  
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.94-93. 
2)同上書、 pp.94-95.  
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E dur、6/8 拍子、M.M. ♩.=84、形式は、前奏 A(aa ’)B(bb ’)C(cc ’)D(dd ’) E(bb”)、全 24
小節、音域は、高音部が e1-a2、低音部が cis1-fis2 である。  
11、12 小節目は A dur に転調している。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.94. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Trara trara trara! Aus dem grünen Eichen wald , wo des Wildes Aufenthalt sieh’ , 
kommt auch ein Schwein daher; Läuft die Kreuz und läuft die Queer; Sucht sich 
Nahrung für den Magen, Eicheln müssen ihm behagen, hinter seinen schmalen 
Backen, sieht man sie ihm wacker knacken; Jetzt sieht es den Jäger kommen, 
schnell hat es Reisaus genommen, trara, trara, trara, trara. 
  トララ  トララ  トララ  けものの住家の  緑のカシの森から  猪がやって来た 
あっちこっちさまよい  たべもの  探してる  カシの実  好きに違いない  細いあ
ごの奥で  カッチ  カッチ  かみます  そこへ  猟師がやって来た  猪  急いで逃







(３ ) 楽曲の考察  
初めの 2 小節「トララトララ」の部分はアウフタクトの前奏のファンファーレ部分であ




                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.94-95. 
2)児玉衣子  前掲書、 p.186.  
 118 
２７．「小窓 1)」 („Des Fensterlein.”)  
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 28.より  
(１ ) 楽曲の分析  
 G dur、3/8拍子、M.M.♪=126、形式はA(aa ’)B(bb ’)、全16小節、音域は、高音声部は
d1-e2、低音声部はh-c2である。  
bの 11、 12小節目はD durに転調している。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.96. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Kind schau ’ mein klares Fenstarlein; Dadurch scheint ’s Licht in ’s Stübchen 
klein. Soll dich stets freun, des Lichtes Schein, musst du auch sein stets lieb und 
rein. 
  明るい小窓をごらんなさい  そこから光が射し込む  いつもおまえを喜ばせる  





綺麗に可愛くしましょう」を「光輝く喜び  純粋で可愛くいて」などにするとよい。  
(３ ) 楽曲の考察  
「明るい」「光の輝き」「きれい」といった歌詞内容にふさわしい、明るく澄み切った
和声とメロディーである。16 小節と短い曲であり、9 小節からの b、b ’の下降の 3 度を含
むメロディー、「d2c2h1d2」「 e2d2cis2d2」と「 c2h1a1d2」「 c2h1a1g1」は一対となってい
る。a、a ’は同じリズムであり、b、b’も同形反復であると考えられる。  
２８．「窓 3)」 („Das Fenster.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 28.より  
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.96-97. 
2)同上書、 pp.96-97.  
3)同上書、 pp.98-100.  
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(１ ) 楽曲の分析  
G dur、6/8 拍子、M.M.♩.=72、形式は、A(aa ’)B(bb ’)C (cc ’)と A(ab)B(cc’)C(c ’c ’)、全 24
小節、音域は、高音声部は d1-e2、低音声部は h-c2 である。8 小節目の終わりから、12 小
節目までは、アウフタクトに変化している。 7、8 小節目は D dur に転調している。13、
14 小節目は C dur に、17 小節目から 20 小節目は D dur に転調している。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.98. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Sieh ’, durch ’s klare Femsterlein Kindchen kommt das Licht herein; sagt: ,, Möcht ’ 
gern beim Kindchen sein, möcht ’ dasselbe gern erfreu ’n. „Guck guck, guck guck, 
du liebes Licht, schau ’ freundlich mir in ’s Angesicht. ’ ’ „Kindchen bin gelaufen 
schnell, komm schon von der Sonne hell; Hab ’ den Weg gar bald vollbracht, weil 
ich an mein Kind gedacht; Kindchen liebt ja heelles Licht , weich ’ davon mein 
Kindchen nicht. ’ ’ 
明るい窓から光が射すよ  光は  子どものそばに来て  喜ばせたいと申します  
「おはいり おはいり  光さん 私を やさしく見つめてね」「子どもよ私は大急ぎ
で 輝く太陽から来たのです。長い旅をしたのも  子どもを思っていたからです。子
どもは 明るい光が好き 私を避けたりしないでね。」 1)  
 




(３ ) 楽曲の考察  
前半と複縦線の後の後半の二つの小三部形式でできている。後半の a’は前半の a の変奏
である。ゆったりした明るい曲である。歌詞に合わせて、複縦線を境に前半の子どもが主
人公の部分と後半の光が主人公の部分で楽曲が変化している。前半の変奏が後半であるこ
とから、1 番と 2 番の曲とも見ることができる。  
                                                   




3 度、6 度の 2 声の高音のメロディーが、光のイメージを表現している。  
２９．「炭焼き小屋 1)」 („Die Köhlerhϋtte.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 29.より  
(１ ) 楽曲の分析  
G dur、6/8 拍子、M.M. ♩.=69、形式は、A(aa ’)B(bb ’) C(cc ’)D(d d ’) d ’ ’d ’ ’ ’A(aa ’)B(bb ’)、
全 32 小節、音域は、高音部が d1-e2、低音部が a-h1 である。A に続く B では、a moll へ
の転調が見られる。また、d、d ’は共に不十分な終止で終わり、続く d ’ ’は d ’ ’ ’で変奏しなが
ら繰り返されている。2 声はほとんどが 3 度または 6 度である。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p102. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Klein ist die Köhlerhütte, kaum nur für zwei Menschen hat sie Raum, doch 
wohnen darinnen wohlgemuth, der Köhler mit seinen Söhnen gut. Sie holen das 
Holz, sie brennen ’s zu Kohlen, und diese die Schmiede auf Wagen abholen; wie 
könnte man Messer, Gabeln, Löffel sonst machen und noch die nützlichen anderen 
Sachen, wenn brennte mit Kohl und Russ im Gesicht, der Köhler mit Sorgfalt die 
Kohlen nicht, wenn brennte mit Kohl ’ und Russ im Gesicht, der Köhler mit 
Sorgfalt die kohlen nicht. Komm Kindchen! Wollen den Köhler begrüssen, ohn ’n 
Löffel könnt ’ Kind ja kein Süppchen geniessen; Und ist er auch schwarz in seinem 
Gesicht, so schadet diess seinem Herzen doch night.  
  炭焼き小屋は  小さくて  二人の場所しか  ないけれど  その中に  炭焼きさん
が  息子と仲良く住んでいる  木を運んでは  炭を焼くよ  加治屋さん  車を引い
て  炭取りに来る  すすけた顔で  炭焼きさんは  一生懸命  炭を焼く  炭が無け
れば  ナイフやフォーク  スプーンなど  作れない  すすけた顔で炭焼きさん  一
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.101-105.  
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生懸命  炭を焼くよ  炭焼きさんに  ごあいさつ  スプーンが無ければ  スープも







(３ ) 楽曲の考察  
一部形式 AB に続き、一部形式の拡大版とも言える CD が続き、4 小節の d ’ ’、d ’ ’ ’の後、






さんにご挨拶 (wollen den Kӧhler begrüssen)」というまとめの歌詞となっていることから、
楽曲においても全体をまとめる部分となっている。繰り返しやテーマの変奏が多く見られ、
少し長いめの曲となっている。  
３０．「大工さん 2)」 („Der Zimmermann.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 30.より  
(１ ) 楽曲の分析  
G dur 、6/8 拍子、M.M. ♩.=84、形式は A(aa ’bb ’cc ’dd ’)B(aa ’b 挿入句 b ’c c ’ dd ’ee ’、全
38 小節、音域は、高音部が d1-g2、低音部が h-c2 である。a から 3 度上がって a ’は a の同
形反復である。b ’も同様に b の同形反復である。b ’は a moll に転調している。 c で山を作
って終止し、 c ’では不十分に終止し、d に続いている。  
d、d ’では再び山を作り、終止を強調して完全終止した後に B が始まる。B の a ’部分は D 
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.101-105.  
2)同上書、 pp.104-106.  
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dur に転調し、b の後 2 小節の挿入句が入る形となっている。c の反復が c ’、d の反復が d ’
である。e、e ’はまとめのコーダである。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.104. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Nun seht mir nur den Zimmermann, welch’ selt’ne Kunst er üben kann:  Was 
steht, bringt er zum Sturz, was lang ist, macht er kurz; Das Runde macht er grad, 
das Rauhe macht er glatt, was krumm ist, macht er gleich, so ist an Kunst er 
reich. Das Einz’ le nicht ihm gnügt , zum Ganzen schnell er’s fügt , doch was kommt 
da heraus? Aus Balken, aus Balken, da wird ein Haus! Ein Haus für’s gute Kind , 
dass es d’rinn Eltern find’ , die sorgsam es bewahren vor Seel’ - und Leibgefahren. 
Den Zimmermann das Kind drum liebt, der ihm den Schutz des Hauses giebt.  
  さあ  大工さんをごらんなさい  なんと素晴らしいてぎわでしょう  立っている
ものは横に  長いものは短く  曲っものは真直に  ざらざらはすべすべに  でこぼ
こ平に  仕事が沢山あります  ばらばらのものは  つまらない  みるみるひとつに
組み立てる  何ができたかな  梁を乗せてお家が出来た  よい子のための家  父さ





木は切り倒されると横たわり (左手の人差し指 )、次には木を数片に切るのこぎりを挽く (右




象年齢は 5、6 歳と思われる。  
(３ ) 楽曲の考察  
挿入句は、歌詞に合わせて付けられたものと思われる。リズムは同じモティーフの繰り
返しが多く見られる。反復するリズムは、大工さんの仕事である、木を切るカンナをかけ
                                                   




されている。続く17小節目から26小節目までで「梁を乗せてお家が出来た (Aus Balken, 
aus Balken, da wird ein Haus!)」と家が完成し、その最後は付点4分音符のロングトーン
で曲が一段落したことを表している。その後の38小節目まではまとめである。  
３１．「小さな橋 1)」 („Der  Steg.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 31.より  
(１ ) 楽曲の分析  





【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.108. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
Ein Bächlein fliesset das Thal entlang, s ’Kind möcht ’ hinüber, es wird ihm bang. 
Es möchte sich drüben die Blümlein besehen, und kann doch nicht über das 
Wasser hingehen. Zum Gehen führt über das Wasser kein Steg , da kommt gleich 
der Zimmermann bauet den Steg. Von hüben nach drübens ’ Kind gehen nun kann. 
Hab ’ Dank, du geschickter Zimmermann. Hab ’ Dank, hab ’ Dank du geschickter 
Mann. 
 谷間に沿って流れる小川  子どもは向うに渡りたい  でも  心配だ  子どもは向
うで咲く花  よく見たい  でも  心配だ  子どもは向こうで咲く花  よく見たい 
では  水の上は歩けない  水の上には  道がない  大工さんが  やって来て  橋を
作る  子どもは  向うへ渡れました  ありがとう  上手な大工さん  ありがとう 
上手な大工さん 2) 
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.107-109.  
2)同上書、 pp.107-109.  
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両方の親指を 2 本の支柱に見立て、他の 4 指で小さな橋を作る手遊びである。谷に流れ
る小川の向こう岸の花を見たいという乳幼児の前に、「大工さんがやって来て橋を作 (da 
kommt gleich der Zimmermann bauet den Steg)」ってくれたという歌詞内容である。  
「別れているものを結ぶことも、遊戯で子どもに教えなさい。分離が制しがたく見え  一
致が難しくみえるときも  人間の力で、やはり結合ができることを 1)」とフレーベルは詩
に記しており、そのような内的な意味がこの歌詞には込められている。  
(３ ) 楽曲の考察  




３２．「中庭の門 2)」 („Das Hofthor.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 32.より  
(１ ) 楽曲の分析  




【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.110. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Was soll das sein? Ein Thor soll ’s sein! Führend in den Hof hinein. Da springen 
die Rösslein, hopp, hopp, hihi, da jagen sich Täublein kurr, kurr, kurr, kurr, da 
schnattern die Gänschen, da quacken die Entchen, da pipen die Hühnchen da 
krähet der Hahn, pip pip, kikeriki! Pip pip, kikeriki! Es summen die Bienchen 
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.207.  
2)熊谷周子  前掲書、 pp.110-112.  
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summ sum, summ sum, da muhet die Kuh, muh, muh, Da hüpfet das Kälbchen, da 
mähet das Lämimchen, da blöcket das Schaaf, da grunzet das Schwein:das Thor 
muss fest verschlossen sein Warum? Warum? Dass nichts läuft fort, ein Jedes 
bleibt an seinem Ort. 
  これは何  ご門です  門を入ると中庭  小鳥が跳ねる  パッカ  パッカ  ヒーヒ
ン  鳩が飛んでる  クルル  クルル  クルル  クルル  がちょうが  ガァ  ガァ 
あひるが  クワッ  クワッ  ひよこが  ピッ  ピッ  おんどり  コケッコー  ピッ 
ピッ  コケッコー  ピッ  ピッ  コケッコー   蜜蜂は  ブン  ブン  ブン  ブン 
牝牛は  もう  もう  もう  子牛は  ピョン  ピョン  子山羊は  メエー  メエー 
羊も  メエー  豚は  ブウ  ブウ  門はしっかり閉めましょう  なぜ  なぜ  誰も
逃げないで 自分のところにいるように 1) 
 
両手で門を作る遊びであるが、全曲中最も楽しい「子馬、鳩、がちょう、あひる、ひよ
こ、おんどり、蜜蜂 (Rӧsslei, Tӓublei, Gӓnsche, Entche, Hühnche, Hah, Bienchen)」など
の多くの動物が登場する歌であり、全曲中最も「メェメェ」などの擬声語や「ピョンピョ
ン」などの擬態語、「ブンブン」などの擬音語が多い。  
また、歌詞は「これはなあに？ (Was soll das sein?)」という乳幼児への問いかけで始ま
り、多くの身近な動物を乳幼児が喜んで答えたり、鳴き声などを真似たりできる内容であ
る。  
(３ ) 楽曲の考察  
前奏部分の特徴は1拍の終わり (8分休符と16分休符の後の16音符 )から始まっているこ





に歌詞の「しっかり門は閉めましょう (Das Thor muss fest verschlossen sein)」に合わせ
て、曲も終わりを迎える。25小節目からは、始めと同じ拍子と速度でよく似たメロディ
                                                   











３３．「小さな園丁 1)」 („Der  kleine Gärtner.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.）表番号 33.より  
(１ ) 楽曲の分析  
C dur、4/8拍子、M.M.♪=69、形式はA(aa ’)B(bb ’) A ’(a ’a ’ ’) Coda 、全18小節、音域は、
高音部がg1-g2、低音部がd1-e2である。  
Aでは、aと同じ形がa ’で繰りかえされており、5小節目からのBでは、b ’の部分でC dur
の平行調 2)a mollへの転調が見られる。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.116. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Komm wir wollen in den Garten, all ’ die Pflänzchen dort zu warten, wollen sie 
gar schön begiessen, dass dies Knöspchen sich erschliessen; Knösphen sich 
entfalten nun. Sie grüssen dich mit süssem Duft, womit sie durch würzen die 
ganze Luft, belohnend ist es wohlzuthun. 
  さあ  お庭へ出ていらっしゃい  草花の世話をしましょう  上手に水をかけまし
ょう  つぼみが開くように  つぼみが咲き始める  甘い香りでご挨拶  空気もみん
ないいにおい  親切のお返しです 3)  
 
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.116-117.  
2 )近親調の中で、基になる調と調号が等しい調。 






















8 分の 4 拍子の表記であるが、その表記は通常は 4 分の 2 拍子とされるため、特に 8 分
音符を細かく意識して刻む必要がないと思われることから、4 分の 2 拍子の表記にすると
よいと考えられる。また、速度はゆったりと歌詞を歌うことができる速さである。  
３４．「においの歌 1)」（ „Riechliedchen.”）  
愛撫と遊びの歌（KOSE UND SPIELLIEDER）表番号 34.より  
(１ ) 楽曲の分析  





【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.118. 楽譜参照】  
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.118-200.  
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(２ ) 歌詞の考察  
Du mein liebes Bübelein sieh ’ das liebe Blümelein, Ei! Was duftest du doch fein, 
Hӓtzi, was mag wohl die Ursach sein? Hӓtzi, Ach! Gewiss ein Engelein, durch den 
Duft dich will erfreu’n. Sagt: ,,wenn’s Kind mich auch nicht sieh’t , durch mich doch 
der Duft entblüht.’ ’ ,,Kindchen lass mich auch mal riechen, kann die Lust gar 
nicht besiegen.’ ’ Hӓtzi, Hӓtzi, Hӓtzi, Hӓtzi, Hӓtzi, Hӓtzi. 
かわいいぼうや  ごらんかわいい花を  まあ  何ていいにおい  ふんふん  なぜ 
こんなに  いいにおい  ふんふん  ああ  きっと天の使いが  におわせて  よろこ
ばす 天使は云う「見えないけれど  この香りが私です」「子どもよ私にもかがせて  







様、子どもらのあらゆる生活段階においてきわめて重要 3)」であるとしている。  




３５．「車屋さん 4)」 („Der  Wagner.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 35.より  
(１ ) 楽曲の分析  
 A dur 、2/4拍子、M.M.♩=108、形式はA(aba)B( cdc’)、全14小節、高音部が c1-f2、低
音部がa-d2である。  
小三部形式二つでできている。23、24小節目は11、12小節目の変奏である。前半と後
半は複縦線で区切られ、 cではD durへの転調が見られる。  
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.118-200.  
2 )児玉衣子  前掲書、 p.224.  
3 )同上書、 pp.224-225. 
4)熊谷周子  前掲書、 pp.121-123.  
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【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.122. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
Kind! Wir woll ’n zum Wagner geh ’n, was er macht, genau beseh ’n, sieh ’ nur, 
sieh ’nur, sieh ’, viel gibt er sich Müh’, dass der Bohr gerade geh ’, und ein schӧnes 
Loch entsteh. Was er wollt ’, ist fertig nun, kann das Red zur Barre thun, die gehet 
nun, immer rund um, rund um, rund um, rund um, ja! Die gehet immer rund um. 
Rund um, rund um, rund um, ja! Die gehet immer rund um. 
 さあ  車屋へ行こう  何ができるか見てごらん  よく見てね  一生懸命だ  キリ
をまっすぐまわす  きれいな穴が開くように  さあ  うまくできた  心棒はめた 
さあ  動くよ  いつまでも  クルクル  クルクル  クルクル  はい  いつまでも動
く クルクル  クルクル クルクル  はい いつまでも 動くよ クルクル 1)  
 
車屋へ行った乳幼児に、同伴者が解説し、語りかけるような歌詞である。「クルクル
(rund um rund um)」という擬態語は乳幼児には大変理解しやすいものである。  









３６．「家具屋さん 2)」 („Der  Tischler.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 36.より  
(１ ) 楽曲の分析  
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.121-123.  
2)同上書、 pp.124-126.  
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 A dur 、2/4拍子、M.M.♩=108、形式は、abccdc’、全24小節、音域は、高音部がa1-fis2、
低音部が cis1-cis2である。  
abc と cdc’の小三部形式二つでできている。複縦線で区切られ、後半の c では D dur へ
の転調が見られる。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.124. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
Zisch, zisch, zisch, der Tischler hobelt den Tisch. Tischler hob ’le den Tisch mir 
glatt, dass er keine Löcherr hat. Zisch, zisch, zisch, Tischler hobble den Tisch. 
Lang, lang, lang, Tischler hoble die Bank. Tischler hob ’le sie recht blank, dss 
daren kein Span mehr hang ’, lang, lang, lang, Tischler hoble die Bank. 
 シュッ  シュッ  シュッ  家具屋さん  かんなかけ  机に  かんなかけて  平に
してくださいな  シュッ  シュッ  シュッ  家具屋さん  かんなかけ  長く  長く 
長く  ベンチに  かんなかける  ピカピカに  かんなかける  けずり残しが無いよ
うに 長く 長く 長く 家具屋さん かんなかける 1) 
 
始めは小きざみに、次は大きく滑る様子が歌われている。「シュッ  シュッ (Zisch zisch’)」 
という擬音語は乳幼児に大変理解しやすいものである。複縦線の前が 1 番、後ろが 2 番の
歌詞とも言える。乳幼児にとっては、家具屋のカンナかけの様子は楽しいものであり、真
似る衝動をかきたてることから作られた歌詞であろう。  







高音過ぎると考えられるため、C durなどへの移調が望まれる。  
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.124-126.  
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３７．「騎手とよい子 1)」 („Die Keiter und das  gute Kind.” ) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 37.より  
(１ ) 楽曲の分析  
F dur 、3/8 拍子、M.M. ♩.=72、形式は、aa ’ A(aa’)B(bb’)C(cc’)挿入句 d d’E(ee’) F(ff’) 
B’(bb’) C’(cc’)、全 72 小節、音域は、高音部が c1-g2、低音部が a-d2 である。  
8、12、32、56小節目にフェルマータが付けられている。 9小節目からはC durへ、17
小節目からはF durへ、25小節目からはB durへ、29小節目からはA mollへ、37小節目か
らはF durへ、41小節目からはB durへ、45小節目からはF durへ、49小節目からはA moll
へ、53小節目からはF durへ、66小節目からはF durへの細かい転調が見られる。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.128. 楽譜参照】  
 
(２ ) 歌詞の考察  
Fünf Reiter die reiten im vollen Lauf , sie reiten in den Hof hinauf. „Was wollt ihr 
denn, ihr Reiter schӧn ? ”  „Wir mӧchten dein lieb Kindchen seh ’n. Man sagt; es 
sei wie ’s Lämmchen gut, wie ’s Täubchen hab ’ es frohen Muth; drum wollest 
gütigst es uns zeigen, dass ihm sich uns ’re Herzen neigen.” „Nun so seht mein 
liebes Kind, gutes Kind wohl Lieb’verdient.”  „Kindchen sei uns schӧn gegrüsst; 
was der Mutter Müh ’ versüsst! Guttes Kind ist Liebe werth; Fried und Freudsei 
ihm bescheet. Freude wir nach Hause bringe, s ’Lied vom guten Kind wir singen; 
Freude wir nach Hause bringe, s ’Lied vom guten Kind wir singen .” 
五人の騎手が  駆け足で 屋敷の中へ 乗り入れる「何の御用  素敵な騎手さん」
「あなたの子どもを見たいのです  子羊のように  やさしく  小鳩のように  朗ら
かな  子どもを見せて下さい  その子が好きになれるよう」「それでは  我が子を見
て下さい 誰にも好かれるよい子です」「かわいい子ども  こんにちは よい子は愛
のもと  母の心を柔らげる  どうぞ仲睦まじく  よい子の歌を歌って  我等も楽しく
帰りましょう  よい子の歌 歌って 我等も楽しく帰りましょう 2)  
 
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.127-129.  

























３８．「騎手とふきげんな子 3)(„Die Reiter und das missgelaunte Kind.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 37.より  
(１ ) 楽曲の分析  
F dur 、3/8 拍子、M.M. ♩.=72、形式は aA(aa’) B(b b’)bC(c c’) D(d d’)E(ee’)F(ff’)、 f’、 
全 60 小節、音域は、高音部が c1-g2、低音部が c1-d2 である。46 小節目には、歌詞の「行
儀のよい子」を強調するかのように装飾音 (短前打音 )が付けられ、同じ歌詞には同じメロ
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.237.  
2)熊谷周子  前掲書、 p.238.  
3)同上書、 pp.130-132.  
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ディーが付けられている部分が見られる。  
9 小節目から C dur に、17 小節目から F dur に、25 小節目から B dur に、29 小節目か
ら a moll に、37 小節目から F dur に、41 小節目から B dur に、49 小節目から a moll に、
53 小節目から F dur に転調している。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.130. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Es reiten die Reiter im vollen Lauf , sie reiten in den Hof hinauf. „Was wollt ihr 
denn ihr Reiter schӧn?” „Wir mӧchten gern dein Kindchen sehn.”  „Ach! liebe Reiter 
es schreit gar sehr, ich bring’s nicht zu Euch Reitern her; Es ist so mürrisch, es ist 
so Kraus, es macht uns bald zu eng das Haus.”  „O! diess thut uns gar zu Leid, mit 
schӧnen Liedern wir’s gern erfreut. Doch jetzt wir reiten fort im Lauf, und suchen 
uns frӧmmre Kinder auf, und suchen uns frӧmmre Kinder auf.”  
騎手達が駆け足で  屋敷の中へ乗り入れる「立派な騎手さん  何の御用」「あなた
の子どもを見たいのです」「ああ、子どもは泣いている  ここには連れて来れません   
ふきげんで かんしゃくおこして 家も狭しとあばれています」「おお  それは残念  
きれいな歌を  お聞かせしたかったのに  では  これで失礼  行儀の良い子を探し








(３ ) 楽曲の考察  
 aA(aa’) B(b b’b)はファンファーレ部分である。Fの後半の f’は繰り返されている。8、12、
16、40小節目にはフェルマータが、騎手と母の会話の変わり目部分に付けられている。
                                                   








児が歌唱する際に c1-g2では  音域が広く難易度が高くなるため、部分唱するなどの工夫が
望まれる。  
３９．「さあ かくれなさい 1)」 („Kindchen verstecke Dich.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER.)表番号 38.より  
(１ ) 楽曲の分析  
F dur、4/4、  2/4、4/4拍子、M.M.♩=92、形式A(a b)A’(a’a’) A(a a)B(b b)C(c c)D(d 
d’)ABC、全29小節、音域は、高音部が c1-g2、低音部がa-e2である。  
複縦線で区切られた三部分から成り、第一部分がAA’、第二部分がABCD、第三部が
ABCとなっている。    
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.134. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Fünf Reiter kommen im vollen Traben, sie wollen so gern mein Kindchen haben, 
du mein Kindchen verstecke dich, dass die Reiter nicht finden dich! Reiter , liebe 
Reiter, reitet immer weiter; Will ’s Euch kurz verkünden, kӧnnt mein Kind night 
finden; Hopp hopp hopp hopp hopp hopp hopp hopp hopp hopp hopp hopp hopp 
hopp hopp, so reiten sie fort im Galopp, im Galopp, so reiten sie fort im Galopp, im 
Galopp. Kindchen! Schau ’ nun frӧhlich auf, Reiter reiten davon im Lauf, Reiter die 
reiten davon im Lauf. 
五人の騎手が駆け足で  子どもをつかまえにやって来る  我が子よかくれなさい 
騎手に見つからないように。騎手さん騎手さん  どんどん駆けて行きなさい。ひとこ
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.133-135.  
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とお知らせ致しましょう  我が子は見つけられません。パカッパカッパカッパカッ 
パカッパカッパカッパカッ  パカッパカッパカッパカッ  パカッパカッパカッ  騎
手は去って行く  駆け足で  駆け足で  騎手は去って行く  駆け足で  駆け足で 
子どもよ、もう大丈夫  騎手達は  もういない  子どもよ、もう大丈夫  騎手達は 



















４０．「かくれんぼ 3)」 („Versteckspiel.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 39.より  
(１ ) 楽曲の分析  
G dur、9/8、  2/4、  3/8拍子、G dur、M.M. ♩.=60、  M.M. ♩=100、  M.M.♩ .=92、形
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.133-135.  
2 )児玉衣子   前掲書、 p.248.  
3)熊谷周子  前掲書、 pp.136-138.  
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式は、a:1小節目a:2小節目A(a)B(a’)B’(a)A’’(b)A(aa)B(bb’c)A(aa)B(bb’ )、全44小節、音域
は、高音部が fis-g2、低音部がh-e2である。  
27、28小節目には、リタルダンド、フェルマータが付けられ、AB’AA’ではD durに転
調し、ABでG durに復帰している。最後のAでC durへの転調が見られる。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.136. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Kindchen, lieb Kindchen du, sag ’ mir, wo weilest du? Wer sagt mir wo mein 
Kindchen ist, ich hab ’ so lang es schon vermisst, ich find ’ es nicht am alten Ort, 
fort ist es fort, fort, fort, fort, fort. Wer mir kann mein Kindchen zeigen, schӧnsten 
Dank will ich ihm reichen. Da ist nun da, das Kindchen ja, war dem Herzen ja so 
nah, war dem Herzen ja so nah. So kann ’s im Leben oft gescheh ’n, dass man night 
kann das Nächste seh ’n; so kann ’s im Leben oft gescheh ’n, dass man nicht kann 
das Nächste seh ’n. 
 かわいいこども  何処にいるの  誰か教えて  子どもは何処  子どもはずっとい
ない  そこにいたのに見つからない  いないよ  いない  いない  子どもは何処か
教えてくれたら  ほんとにお礼を申します  あらあら  ここの子どもがいる  こん
なに近くに  おりました  こんな近くに  おりました  人生には  よくこんなこと









                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.136-138.  
2 )児玉衣子   前掲書、 p.253.  
 137 
(３ ) 楽曲の考察  










音過ぎるため、C durなどへの移調が望まれる。  
４１．「かっこう 1)」 („Guckguck.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 40.より  
(１ ) 楽曲の分析  
 G dur 、6/8拍子、M.M.♩ .=80、形式は、前奏A(aa’)B(bb’)C(cc’)、全26小節、音域は、
高音部がg1-g2、低音部が fis1-e2である。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.140. 楽譜参照】  
(２ ) 歌詞の考察  
 Guckguck, Guckguck, Guckguck, der Kuckuck ruft das Kindchen; Guckguck, 
Guckguck, Guckguck! Such ’ ihn doch auch geschwindchen, Guckguck, Guckguck, 
Guckguck, ja! ja! Er mӧchte gern beim Kindchen sein.  Guckguck, Guck-guck, 
Guckguck! Jetzt hat ihn gefunden mein Kindchen klein , nun kӧnnen sie frӧhlich 
beisammen sein; Guckguck, Guckguck, mein Kindchen klein, Guckguck, 
Guckguck, mein Kind! 
 かっこう  かっこう  かっこう  かっこうが子どもを呼んでいる  かっこう  か
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.139-141.  
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っこう  かっこう  はやくかっこうを探してごらん  かっこう  かっこう  かっこ
う  はい  はい  かっこうはほんとに一人ぼっち  かっこう  かっこう  かっこう 
はい  はい  かっこうは  子どものそばが好き  かっこう  かっこう  かっこう 
今  子どもはかっこうを見つけたよ  さあ  楽しく一緒に遊べます  かっこう  か






(３ ) 楽曲の考察  
前奏は、かっこうの鳴き声を真似たメロディーである。その後の6回繰り返される「か
っこう」という歌詞部分でも、前奏と同じリズム、よく似たメロディーが用いられている。





歌唱する際には高音過ぎると考えられるため、C durなどへの移調が望まれる。  
４２．「教会の窓と戸口 3)」 („Kirchfenster und Kirchthϋr.”) 
愛撫と遊びの歌 (KOSE UND SPIELLIEDER)表番号 41.より  
(１ ) 楽曲の分析  
G dur 、3/4拍子、G .M.♩=104、形式はA(ab) A’(a’b’) B(cc’) C(d挿入d’挿入 ) D(ee’挿
入 )E(ff挿入 ) Coda、全76小節、音域は、高音部がd1-fis2、低音部がh-h1である。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』 ドレミ楽譜出版 1991 p.152. 楽譜参照】  
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.139-141.  
2 )児玉衣子   前掲書、 p.257.  
3)熊谷周子   前掲書、 pp.152-154.  
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(２ ) 歌詞の考察  
 Schan ’s Fenster mit dem klaren Schein, dadurch scheint ’s Licht in ’s Kirchlein 
klein; Auch sieh ’ die  grosse Thür ’ hier steh ’n, durch sie kann man in ’s Kirchlein 
geh ’n. Doch wer durch sie eintreten will, der muss auch sein achtsam und still. 
Bist gross du, gehst du auch hinein, da wird dich Orgelton erfreu ’n: lu lo ra, lo, la 
lo lo lo lo lo lu la lu lo lo , Auch der Glöcklein zart Getön klingt vom Thürmchen o! 
wie schön; bim bam baum, bim bam baum, bim bam baum, bim bam baum, bin bam 
baum, bim bam baum, bim bam baum,baum. Dringt durch ’s Ohr, in ’s Herz hinein, 
Ei, was wird das Freude sein. Lu lu lo la lu lo lo bim bim bim baum, bim bim bim 
baum, bim bim bim baum. 
明るく輝く窓をごらん  教会の中に光が射す  大きな戸口もごらんなさい  そこ
から教会に入れます  でも  入ろうとする人は  注意深く  静かにするのよ  大き
くなったら教会に入りましょう  オルガンの音を楽しみましょう  ルロラロラロロ
ロ  ロロルラルロロ  小さな鐘のやさしい音も  塔から響く  おお  何ときれい 
ビンバンバウン  ビンバンバウン  ビンバンバウン  ビンバンバウン  ビンバンバ
ウン  ビンバンバウン  ビンバンバウンバウン  耳から心に響く  まあ  何と楽し








lo la)、ビン   ビン ビン バウン (bim bim bim baum)」といった擬音語も多く出てきて、
乳幼児には楽しい歌詞である。  
(３ ) 楽曲の考察  
G durで始まるが、28小節目からD durに転調、31小節目でG durに戻り、再び39小節
                                                   













乳幼児が歌唱する際には高音過ぎるためC durなどへの移調が望まれる。  
第３項 終の歌  
１．「結びの感情 1)」 („SCHLUSS EMPFINDUNGEN.”) 
終の歌 (Schluss-Lied)表番号 1.より  
(１ ) 楽曲の分析  
ワルツ (3/4拍子 )のリズムで作られたこの曲の形式はA(a,a’)B(b,a’’)の二部形式である。
始めのA(1小節目から8小節目まで )の部分はアウフタクトで始まり、P(弱く )と表記され
ている。G durであるが、5小節目からD durに転調している。  
5、6小節目でメロディーの山が作られている。4声 (SopranoⅠ .SopuranoⅡ . AltoⅠ . 
AltoⅡ .)の歌詞は、ほぼ重なり合うリズムである。続くB(9小節目から16小節目まで )の
部分は、SopuranoⅠ .に代わってSopuranoⅡ .が9小節目から12小節目のメロディー (主旋
律 )を奏でている。  
その後、主調へ復している。コーダでは、主和音の分散和音が反復されて曲の最後の
メロディーの山場となっている。音域は、高音部がd1-a2、低音部が c1-c2である。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッ
ヒ・ウンゲル絵  ロバート・コール作曲』  ドレミ楽譜出版  1991 pp.162-163. 楽譜
参照】  
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.161-163.  
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(２ ) 歌詞の考察  
 Was sinnig die Mutter wecket und pfleget, mit heiter ernstem Spiele und Lied; 
Was die Liebeschützend umheget, wirkt segnend fort bis in ’s tausendste Glied; 
wirkt segnend fort, wirkt segnend fort.  (bis in ’s tausendste Glied.)  
 明るく真面目な遊びと歌で  母が目覚まし育てるもの  母の愛が守り包むものは 












(３ ) 楽曲の考察  
SopranⅠ .SopranⅡ .AltoⅠ .AltoⅡ .の女声四部合唱である。上から2番目 (SopranⅡ .)の
パートは、主にハーモニーを埋めているように見られるが、外声の1番上 (SopranⅠ .)と1
番下 (AltoⅡ .)のパートは美しいメロディーを奏でている。  
13小節目からは、最も高音のソプラノ (SopranⅠ .)パートに代わって、2番目に高音のソ






                                                   



























第３節 楽曲分析に基づく総合考察  
コールの楽曲分析の結果、以下の 10 点が明らかとなった。  
1.  フレーベルの詩に合わせて作曲されている。  
2.  19 世紀前半の特徴ある作曲技法が用いられている。  
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3.  音域は母や乳幼児が歌唱する際、高音過ぎる部分がある。  
4.  歌唱において正しく歌う場合は難易度が高い曲もあるため、聴かせる曲としての
意図があると推測される。  
5.  乳幼児向きの明るい Dur の曲調が多い。  
6.  音楽的形式を踏まえて作曲されている。  
7.  手遊び、指遊びなどの動作に合った拍子・速度の曲である。  










































場合は、3 小節目までの「さあ やってみましょう  お菓子をやきましょう ペッタ




(„Patsche Kuchen.”)を、楽曲及び歌詞については、熊谷周子編著  『フリードリッ
ヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・コ
ール作曲』 (ドレミ楽譜出版  1991 年 ) 44 頁所収の「お菓子づくり」 („Patsche 
Kuchen.”)の楽譜を参照されたい。  
 





は、熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリード
リッヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』(ドレミ楽譜出版 1991 年 ) 162-163
頁所収の「結びの感情」(„SCHLUSS EMPFINDUNGEN .”)の楽譜を参照されたい。  
また、コールの曲は、1 小節が 1 和音でできているという特徴を備えた曲も多く、
ロマン主義のやわらかく夢見がちな雰囲気を連想させるような曲風や、音楽を詩に見
立てたり、叙事詩や物語の構成に似せたりするような作曲技法も見られる。  
これらのことから、19 世紀の作曲技法が用いられていることが分かる。  
 
3.   コールの楽曲には母子が歌う場合に高音過ぎる部分が見られる。  
『母の歌と愛撫の歌』のコール全曲のメロディー高音部の音域は、 c1 から a2 であ
る。乳幼児の音域については様々な見解があるが、先行研究ではレベツなどにより通
常 3、4、5 歳児では e1 から a1 とされている。そのため、コールの楽曲では、高音過
ぎる部分があると考えられ、母子が歌唱する際に移調が望まれる曲もある。a2 音の
メロディーを含む楽曲については、熊谷周子編著 『フリードリッヒ・フレーベル著  
母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・コール作曲』(ドレミ楽
譜出版 1991 年 ) 92 頁所収「狼」 („Der  Wolf.”)の楽譜などを参照されたい。  
 







リッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・
コール作曲』(ドレミ楽譜出版  1991 年 ) 10-13 頁所収の「はじめの歌」(„Die Mutter 
selig im Anschauen ihres Kindes.”)の楽譜を参照されたい。  
 





んどの曲は、C dur、G dur、D dur、A dur、F dur である。明るい曲調であり、簡  
単に演奏できる曲例としては、「塔の風見鶏」などが挙げられる。「塔の風見鶏」の
楽曲及び歌詞については、熊谷周子編著 『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌
と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・コール作曲』(ドレミ楽譜出版  
1991 年 ) 20 頁所収の「塔の風見鶏」 („Das Thurmhӓhnchen.”)の楽譜を参照された
い。  
 






の楽曲及び歌詞については、熊谷周子編著 『フリードリッヒ・フレーベル著  母の
歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・コール作曲』(ドレミ楽譜出
版 1991 年 ) 34 頁所収の「ひなどりさんおいで」 („Hühnchenwinken .”)の楽譜を
参照されたい。   
 











び歌詞については、熊谷周子編著 『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫
の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・コール作曲』(ドレミ楽譜出版 1991
年 ) 16 頁、28 頁、44 頁、52 頁所収の「あんよでタントントン」(„Strampfelbein .”)、
「チック タック」 („Tick、  tack.”)、「お菓子づくり」 („Patsche Kuchen.”)、「親
指はすもも」 („Dӓumchen ein Pflӓumchen .”)の楽譜を参照されたい。  
 














ーベル著 母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』
(ドレミ楽譜出版  1991 年 ) 18 頁、86 頁、90 頁、110 頁、122 頁、124 頁所収の「ぱ
ったりこ 子どもがころぶ」 („Pautz! Da fӓllt mein Kindchen nieder .”)、「光の小
鳥」 („Der Wagner .”)、「小兎」 („Der Hӓschen.”)、「中庭の門」 („Das Hofthor .”)、
「車屋さん」(„Der Wagner .”)、「家具屋さん」(„Der Tischler .”)の楽譜を参照された
い。  
 
9.   乳幼児の感覚を刺激し情操面によい影響をもたらすであろうと考えられる豊かな
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響きを持った曲や芸術性の高い曲が見られる 1)。  




谷周子編著 『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・
ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』(ドレミ楽譜出版 1991 年 ) 26-27 頁、118 頁、
152-153 頁所収の「味見の歌」 („Daz daz! Schmeckliedchen. ”)、「においの歌」
(„Riechliedchen .”)、「教会の窓と戸口」 („Kirchfenster und Kirchthür.”)の楽譜を
参照されたい。   
 
















                                                   
1)山口は、コールの曲の中で特に美しいものとして、「鳥の巣」、「花かご」、「指ピアノ」、「無邪気な姉妹」、
「中庭の門」、「車屋さん」を挙げている。中でも、「中庭の門」、「車屋さん」のコロラトゥーラ (一音節内に
多くの速く動く音符を配した技巧的で華やかな旋律 )的手法は、難曲であるがアリア (詠唱的 )で、芸術的価値を持
つと述べている。 (山口文子  『F.フレーベルにおける遊戯思想の成立と展開に関する研究―教育思想的及び音楽














周子編著 『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・
ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』(ドレミ楽譜出版 1991 年 ) 44 頁、64 頁所収







その内容により分類したものである (対象年齢は筆者の考えによる )。  
 
表  6. 歌詞の対象年齢・内容及び曲数に関する分類  
位 /対象  母  0、1、2 歳児  3 歳児  4 歳児  5 歳児  
1 決意 2 曲  食物・味 2 曲  動物 4 曲  家族 4 曲  労働者 8 曲  
2  動物 2 曲  食べ物 1 曲  生活 2 曲  動物 4 曲  
3  生活 1 曲  生活 1 曲  楽器 1 曲  自然 2 曲  
4  母子愛着 1 曲  自然 1 曲  動物 2 曲  教会 1 曲  















































される )。そのため、「遊戯の歌」は 2 声 (一部 3 声 )の 1 段譜である。伴奏譜を補う意味か


























第４章 諸版との比較  










プリューファーが「音譜」 (メロディー )を削除して、1911 年に刊行したもの、なかでも第
4 版の 1927 年版が最も広く社会に流布されたことからであるとしている。  
また、小笠原らによる「フレーベルの家庭育児書『母の歌と愛撫の歌』の楽譜の比較研究」
の研究概要 2)においては、コールの楽曲に対して次のような記述が見られる。  
コールは専門の作曲家ではなく、『母の歌と愛撫の歌』を「きわめて道楽趣味的







て、とりわけ 1860〜80 年代にかけて、各国の「子どものうた」 (Kinderlied) の影響を受
け、編曲されることになった。これが、コール楽譜版が現代にいたるおおよその経緯とさ
                                                   
1)小笠原道雄  「未刊行資料の解読によるフレーベルの家庭育児書『母の歌と愛撫の歌』の成立に関する考察」 広
島文化短期大学紀要  41号  2008  pp.1. -12.よりの引用。  
2)科学研究費助成事業の小笠原道雄を代表とする広島大学を研究機関とした「フレーベルの家庭育児書『母の歌と
愛撫の歌』の楽譜の比較研究 (研究課題番号 63510138)の詳細については、筆者の知る限り公開されてはいなかっ
たため、広島大学中央図書館及び教育学講座に問い合わせた (2013年 8月 20日 )が所蔵を確認できないとのこと、
















のなのであろうか。  それらを、各版におけるコールの曲の掲載比較から検討していく。  
本研究に用いる版は、原書の詩、コールの原譜、主な楽譜掲載版として Seidel 版、Lord
版、Blow 版、Peabody 版、Goldschmidt 版、津川主一版、フレーベル全集版、熊谷周子
版とする (プリューファー版は楽譜版が削除されているため、含めない )。  
以下、各版の版名を年代順に記す。  
 
表  7. 各版の版名及び発行年  
ドイツ : 原書コール版 : ロバート・コール作曲  „Hundert Lieder zu den in dem 
Kindergarten zu Blankenburg bei Rudolstadt ausgeführten Spielen mit dem Ball , 
zweistimmig in Musik gesetzt von Robert Kohl. Musikbeilage zu Friedrich Fröbels” 
1844 
Kommt, laßt uns unsern Kindern leben! Hundert Lieder zu den in dem 
Kindergarten zu Blankenburg bei Rudolstadt ausgeführten Spielen mit dem Ball , 
zweistimmig in Musik gesetzt von Robert Kohl. Musikbeilage zu Friedrich Fröbels: 
der Ball, das erste Spielzeug und der bleibende Spielgenoß der Kinder , hier in 
kurzen Auszuge als einführende Gebrauchsanweisung gegeben , Blankenburg bei 
Rudolstadt  1844   
 155 
ドイツ :  Seidel 版 : „Friedrich Frӧbel’s Pӓdagogilsche Schriften. Herausgegeben und 
mit einer Einleitung versehen von Friedrich Seidel. Ⅲ .Band. Mutter-und 
Kose-Lieder.”   Wien und Leipzig  1883.  Verlag von A. Pichler’s Witwe & Sohn,  
Buchhandlung für pädagogische. Literatur und Lehrmittel=Anstalt.   
ア メ リ カ : Lord 版 : “MOTHER’S SONGS, GAMES AND STORIES  Frӧbel ’s 
“Mutter=und Kose=Lieder” RENDERED IN ENGLISH BY FRANCES AND EMILY LORD 1888 
CONTAINING THE WHOLE OF THE ORIGINAL ILLUSTRATION, &THE MUSIC, RE-ARRANGED FOR 
CHILDREN’S VOICES ,  WITH PIANOFORTE ACCOMPANIMENT  NEW AND REVISED EDITION  
LONDON  WILLIAM  RICE, 86 FLEET STREE, E.C.   
アメリカ：  Blow 版： “THE SONGS AND MUSIC OF FRIEDRICH FROEBEL ’S 
MOTHER PLAY (MUTTER UND KOSE LIEDER)” SONGS NEWLY TRANSLATED AND FURNISHED 
WITH NEW MUSIC PREPARED AND ARRANGED BY SUSAN E.BLOW 1895 “Deep meaning oft lies 
hid in childrish play”  SCHILLER  NEW YORK AND LONDON  D.APPLETON AND COMPANY  
アメリカ :  Peabody 版 : “MOTHER-PLAY AND NURSERY SONGS Poetrg, Music 
and Pictures FO R THE NOBLE CULTURE OF CHILD LIFE WITH NOTES TO MOTHERS  BY 
FRIEDRICH FROEBEL TRANSLATED FROM THE GERMAN BY FANNIE E. DWIGHT AND 
JOSEPHINE JARVIS EDITED BY ELIZABETH P. PEABODY CONTAINING ALL THE ORIGINAL MUSIC 
AND FINGER EXERCIISES WITH FAC-SIMILES OF OVER FIFTY ENGRAVINGS FROM THE AUTHOR’ 
EDITION  ”  BOSTON LEE AND SHEPARD PUBLISHERS IO MILK S TREET  1898 
ア メ リ カ : Goldschmidt 版 : “Mutter ＝ und Koselieder Dichtung und Bilder Ein 
Familienbuch  von Friedrich Frӧbel”   Nach dem 1844 in Blankenburg erschienenen 
Originalwerke Bearbeiter von Henriette Goldschmid, Leipzig„  Ein hoher Sinn liegt oft im 
kindschen Spiel.  “ Neueste  Ausgabe nebst einem Anhang:„  Der Ball“ ,  das erste Spielmittel;  50 Ball＝
Liedchen und einem Auszug aus„  Frӧbels Menschenerziebung “ Die Melodien verbessert und mit 
Begleitung versehen von Prof.  Alexander Winterberger. Leipzig Jaeger’sche Verlagsbuchbandlung   
1904 
日本 : 津川主一版 : 津川主一訳編 『フリードリッヒ・フレーベル  母とおさなごの
歌 解説 フレーベルの保育哲学と歌曲』  1957  日本基督教団出版局  
日本 : フレーベル全集版 : 小原國芳  荘司雅子監修  『フレーベル全集』  全 5 巻 
 156 
「母の歌と愛撫の歌」 1981  玉川大学出版部  
日本 : 熊谷周子版 : 熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の
歌 フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・コール作曲』 1991 ドレミ楽譜出版  
  
各版の掲載曲を原譜と比較したものが、表  8.である。  
原譜より、新たに作曲されたり、民謡などに差し替えがおこなわれたものについては、
表中の曲名を斜体で示す。  
また、下記の表では、„Mutter-und Korelieder”の ‚Mutter-und Koselieder’  7 編は○1. ……、
50 編の ‚Spiel-Lieder’は 1.……、1 編の ‚Schluss-Lied’は 1.……の番号で表記する。さらに、
各曲の番号は版により異なるため、本研究においてはフレーベルの原詩の番号 (表中では左
端に記載 )を曲番号とする。  
アメリカの Lord 版、Blow 版、Peabody 版における曲名は全て大文字の掲載と成ってい
るが、下記の表においては他との比較しやすくするため小文字とする。  
 
表  8. 各版掲載曲の原譜との比較  
原書  
(Fröbel の詩)  
原譜  
( K o h l 版 ) 
ドイ
ツ  
( S e i d e l  版 ) 
アメリカ 
(L ord 版 ) 
アメリカ 
( B l o w 版 ) 
アメリカ 
(Pea b ody 版 ) 
ドイ
ツ  




















ers tgebornen  
Kindes.  



















































○3 Die          
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原書  
(Fröbel の詩)  
原譜  
( K o h l 版 ) 
ドイ
ツ  
( S e i d e l  版 ) 
アメリカ 
(L ord 版 ) 
アメリカ 
( B l o w 版 ) 
アメリカ 
(Pea b ody 版 ) 
ドイ
ツ  







































































































































































(Fröbel の詩)  
原譜  
( K o h l 版 ) 
ドイ
ツ  
( S e i d e l  版 ) 
アメリカ 
(L ord 版 ) 
アメリカ 
( B l o w 版 ) 
アメリカ 
(Pea b ody 版 ) 
ドイ
ツ  












4. ’S ist 
all-all.  
’Sist 
all ’=all ’ .  
































































































































































































































































(Fröbel の詩)  
原譜  
( K o h l 版 ) 
ドイ
ツ  
( S e i d e l  版 ) 
アメリカ 
(L ord 版 ) 
アメリカ 
( B l o w 版 ) 
アメリカ 
(Pea b ody 版 ) 
ドイ
ツ  































































































 花かご  
(Blu-  












































































































































18.19.Die Gross- Gross- The The Grandm Großss- お  ば  なつか おばあ
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原書  
(Fröbel の詩)  
原譜  
( K o h l 版 ) 
ドイ
ツ  
( S e i d e l  版 ) 
アメリカ 
(L ord 版 ) 
アメリカ 
( B l o w 版 ) 
アメリカ 
(Pea b ody 版 ) 
ドイ
ツ  





















































































































































































































































(Fröbel の詩)  
原譜  
( K o h l 版 ) 
ドイ
ツ  
( S e i d e l  版 ) 
アメリカ 
(L ord 版 ) 
アメリカ 
( B l o w 版 ) 
アメリカ 
(Pea b ody 版 ) 
ドイ
ツ  


















ほし  さま  さま  
27.Das 
kaum 




























vögele in.  
Licht- 
































調。 )  





































































































































Burner ’s  
Hut. 
 







(Fröbel の詩)  
原譜  
( K o h l 版 ) 
ドイ
ツ  
( S e i d e l  版 ) 
アメリカ 
(L ord 版 ) 
アメリカ 
( B l o w 版 ) 
アメリカ 
(Pea b ody 版 ) 
ドイ
ツ  







































































































   The 
Garden 
Gate. 
  おにわ  
のもん  














































































































(Fröbel の詩)  
原譜  
( K o h l 版 ) 
ドイ
ツ  
( S e i d e l  版 ) 
アメリカ 
(L ord 版 ) 
アメリカ 
( B l o w 版 ) 
アメリカ 
(Pea b ody 版 ) 
ドイ
ツ  



















































































































































































































































(Fröbel の詩)  
原譜  
( K o h l 版 ) 
ドイ
ツ  
( S e i d e l  版 ) 
アメリカ 
(L ord 版 ) 
アメリカ 
( B l o w 版 ) 
アメリカ 
(Pea b ody 版 ) 
ドイ
ツ  




























DUNG EN.  
 Closing 





































































































表  9.は、各版各曲のコール版曲の掲載の有無を○で示した表である。  
○はコール曲の掲載が有ることを、＊は民謡などコール以外の曲の掲載を指す。  
 
表  9. 各版の原譜掲載曲数  
フ レ ー ベ ル
原詩  
コール版  Seidel 版  Lord 版  Blow 版  Peabody
版  
Goldsch







○1 .           
○2 .  ○   ○   ○     ○  
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フ レ ー ベ ル
原詩  
コール版  Seidel 版  Lord 版  Blow 版  Peabody
版  
Goldsch







○3 .           
○4 .           
○5 .           
○6 .           
○7 .           
1.   ○   ○  * ○  ○  *  ○  
2.   ○   ○  * ○  ○  * * ○  
3.   ○  ○  ○  * ○  ○  *  ○  
4.   ○   ○  * ○  ○  *  ○  
5.   ○   ○  * ○   * * ○  
6.   ○   ○  * ○  ○  *  ○  
7.   ○   ○  * ○  ○  *  ○  
8.   ○   ○  * ○  ○  * * ○  
9.   ○   ○  * ○  ○  * * ○  
10.  ○  ○  ○  * ○  ○  *  ○  
11.  ○   ○  * ○   *  ○  
12.  ○   ○  * ○  ○  *  ○  
13.  ○   ○  * ○  ○  *  ○  
鳥の巣  
14.  ○   ○  * ○  ○  ○   ○  
花かご  
15.  ○  ○  ○  * ○  ○  ○   ○  
鳩 の お 家 
16.  ○   ○  ○  ○  ○  ○  * ○  
17.  ○   ○  ○  ○  ○  * * ○  
18.  ○  ○  ○  * ○  ○  * * ○  
19.  ○   ○  ○  ○  * ○  
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フ レ ー ベ ル
原詩  
コール版  Seidel 版  Lord 版  Blow 版  Peabody
版  
Goldsch







20.  ○  ○  ○  * ○  ○  *  ○  
21.  ○  ○  ○  * ○   *  ○  
22.     * * * *  * 
23.  ○  ○  ○  ○  * * *  ○  
24.     *   * * * 
25.     *   * * * 
26.     *   * * * 
27.     *    * ○  
28.  ○  ○  ○  ○  ○   ○   ○  
光の小鳥 
29.  ○  ○  ○  * ○  ○  *  ○  
30. ○   ○   ○     ○  
31.  ○   ○   ○     ○  
32.  ○   ○  * ○  ○  *  ○  
33.  ○   ○  * ○  ○  *  ○  
34.  ○   ○  * ○   *  ○  
35.  ○   ○  * ○   * * ○  









○  ○  *  ○  
37.  ○   ○  * ○   * * ○  
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フ レ ー ベ ル
原詩  
コール版  Seidel 版  Lord 版  Blow 版  Peabody
版  
Goldsch







38.     *   *  ○  
39.  ○   ○  * ○  ○  *  ○  
40.  ○   ○  * ○   * * ○  
41.  ○   ○  * ○   *  ○  
42.  ○  ○  ○   ○  ○  * * ○  
家具屋さ
ん  
43.  ○   ○  * ○   * * ○  
44.  ○   ○  * ○   * * ○  
45.  ○   ○  * ○     ○  
46.  ○   ○  * ○  ○    ○  
47.  ○  ○  ○   ○  ○  * * ○  
かっこう 
48.          * 
49.          * 
50.  ○   ○  * ○   *  ○  
51.          * 















○  は  
4 






表  9 からは、コール版をそのまま掲載した版が、およそ Seidel 版、Lord 版、Peabody
版、Goldschmidt 版、熊谷版であること、一部を民謡などに変えて掲載した版が Blow 版、
津川版、全て別曲としたものがフレーベル全集版であることが分かる (冒頭でも述べたが
Prüfer 版 1)は楽譜が削除されての出版であり、また、Howe 版 2)にも楽譜は掲載されていな
                                                   
1)„Mutter＝ und Koselieder ”   Friedrich Frӧbel  Johannes Prüfer   Ernst Wiegandt.  Leipzig  1911.  
2)フレーベル著  ハウ (Annie Lyon Howe)訳  『母の遊戯乃育児歌  上・下』  1897 頌栄幼稚園  
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いため、対象からは省いている ) 。フレーベルの 50 の詩に、コールは 44 の曲を付けてい
るが、Lord 版は 44 曲、Peabody 版は 43 曲、熊谷版版は 44 曲とほぼ全曲を忠実に掲載し
ており、Seidel 版 10 曲 1)、Goldschmidt 版は 26 曲と掲載数は少ないが、コールの曲以外
の掲載はなく、全ての掲載曲がコール版である。  
表 中 、 コー ルの 曲 の中で 最も 多く の 版で掲 載さ れた 曲 は、 15. 「 鳩の お家 (Das 
Taubenhaus.)」 (左記の日本語は熊谷版の訳 )である。表  10 は、  
 
表  9. より 15.「鳩のお家」の曲のみを抜き出したものである。この曲は、コールの曲
は 1 曲も掲載していないフレーベル全集版以外の全ての版に掲載されている。  
 







Lord 版  Blow 版  Pe abo d y 
版  
Goldsch




































































                                                   
1)Seidel版には、フレーベルによる、子どもが歌いやすい曲を選んだという記載があり、フレーベルがコールの曲
の中で子どもに歌いやすいとした 10曲が示されている。  
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の巣 (Vogelnest. )」、「14.花かご (Blumenkӧrbchen.)」、「28.光の小鳥 (Lichtvӧgelein an 
der Wand.)」、「42.家具屋さん (Der Tischler.)」、「47.かっこう (Guckguck!)」である。 
第２節 諸版との比較結果に基づく考察  
各版の各曲と原譜を比較した結果、以下のことが分かった。  
まず、原書の詩の中で、コールが作曲しているのは 44 曲であるが、Lord 版、Peabody
版、熊谷版はコール作曲の全曲を全て掲載している。  
熊谷は原譜と原詞に訳詞を加え、コールが作曲をしていない 9 曲の作曲を加えている。
また、Seidel 版はコール作曲の 10 曲を掲載、Goldschmidt 版はコール作曲の 26 曲を掲載
しており、この 2 版は、曲数は少ないが掲載曲の全てがコールの曲である。言い換えれば、










その  Blow 版を基にした津川版も同様にコールの曲は 4 曲のみの掲載とし、その他は別
曲へ差し替えている。一例を取り上げれば、「塔の風見鶏 (Das Thurmhähnchen.)」とい
う曲名は、「風見の矢」という曲名に変わっており、「塔の上の風見鶏が  風と嵐に回る様
に  子どもも手の向きを変えられるよ  嬉しいね (Wie das Hähnchen auf dem Thurme sich 
kan ndre’hn im  Wind und Sturm, kann mein Kind sein Händchen wende, so sich neue 






日本の『フレーベル全集』 1)では、歌詞は前者 5 版と同じくフレーベルの歌詞をそのま
ま掲載しているが、楽曲は後者 2 版と同じくコールの楽曲とは全く別曲 (玉川学園小学部教
























                                                   




いないため (< http:/ /rnavi.ndl.go.jp/mokuji_html/000009249130.html >2014年 11月 11日現在非売品とされてい
る )、本論文では版比較の対象外とした。  
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も受け継がれている 1)。  
その他では、「13.鳥の巣 (Vogelnest. )」、「14.花かご (Blumenkӧrbchen.)」、「28.光
の小鳥 (Lichtvӧgelein an der Wand.)」、「42.家具屋さん (Der Tischler. )」、「47.かっこ
う (Guckguck!) 」 な ど の 掲 載 が 多 い こ と が 明 ら か と な っ た 。 「 15. 鳩 の お 家 (Das 
Taubenhaus.) 」 、 は じ め 、 そ の 他 の 「 13. 鳥 の 巣 (Vogelnest. ) 」 、 「 14. 花 か ご
(Blumenkӧrbchen.)」、「28.光の小鳥 (Lichtvӧgelein an der Wand.)」、「42.家具屋さん














れており、神戸市の頌栄幼稚園の 1889年の創設当時の記録からフレーベルの弟子アニ－・ L・ハウ (Annie Lyon 
Howe,1852-1943)のフレーベル教育方法の実践にも同様の集団遊戯が取り入れられていることから、フレーベルの
遊び歌の流れを組む遊戯であると推測される。名須川知子らの論文には、ハウの『幼稚園唱歌』「鳩舎」の遊戯
方が記載されている (名須川知子  滝田善子  「保育導入期の思想と唱歌」 松下均編著  『異文化交流と近代化 -
京都国際セミナー -1996-』  大空社  1998  pp.149-154.所収 )。  
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図  62. コールの肖像画 1) 
 
図  63. フレーベルの詩(装飾画) 
‚Das Taubenhaus.’Poem&Picture 
 








図  65. コール原譜  ‚Das Taubenhaus.’   Notenband3) 
 
 
                                                   
1)ロバート・コールの肖像画 <http:/ /karl -may-wiki.de/index.php/Robert_Kohl> (2014年 11月 11日 )  
2)楽譜版表紙  <http:/ /www.kindergarten-museum.de/aktuelles/sti ftungsfest/stiftungsfest -programm.html 
>( 2014年 11月 11日 )  
3)筆者が入手した原譜 (原譜を忠実に再現した熊谷版『母の歌と愛撫の歌』との比較を基に、約 20年前にドイツに





















































図  71. 津川主一版「はとのおうち」楽譜  
 
 
図  72. 熊谷周子版「鳩のお家」楽譜  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・




第５章 数字譜  
『母の歌と愛撫の歌』のメロディー本出版までには様々ないきさつがあったとされてお
り、フレーベルの弟子で幼稚園教諭であったゼーレ (Ida Seel, 1825-1901)が 1886 年に著
した『回想 (Meine Erinnerungen an Friedrich Frӧbel)』には、メロディー本について、
コールが作曲したほとんどの曲を下書きの段階では、自分が歌ったが、当初、コールとフ
レーベル、終生フレーベルの協力者であったミッテンドルフ (Wilhelm Mittendorf, 
1793-1853 )が互いに熱心に音譜を準備したにもかかわらず、「フレーベルはひとつのメロ
ディーにも満足せず , それを了承することはまれであった」。フレーベルの願いは常に、
根本にあるテキスト (フレーベルの詩 )を「音に描くこと (Tongemälde)であった」との記述
がある 1)。フレーベルの曲づくりへの思いはいかなるものであったのであろうか。本章で
は、そのことをフレーベルの数字譜から読み取りたい。  








図  73.は「指ピアノ」の、図  74.は「指ピアノに合わせる歌」 (左記の曲名は熊谷訳によ
る )の数字譜部分である。  
 
図  73.「指ピアノ」の数字譜部分   
 
図  74.「指ピアノに合わせる歌」の数字譜部分  
                                                   
1 )小笠原道雄  「未刊行資料の解読によるフレーベルの家庭育児書『母の歌と愛撫の歌』の成立に関する考察」  広
島文化短期大学紀要  41号  2008  p.6.  
 180 
第１節 「指ピアノ」の数字譜  
第１項 諸版との採譜比較  
原書の装飾画に描かれた数字譜は表  11.の通りである。  
 
「指ピアノ」のフレーベルの数字譜 (表  11 参照 )は、歌詞「La la la…」に合わせて付け
られており、それを採譜したコールは 8 分の 4 拍子、8 分の 3 拍子、4 分の 4 拍子 (拍子が変
わる )、G dur、32 小節のメロディーを付けている。メロディーは、3 度を中心とした 2 声
で書かれているが、表 12.には高音部のみをドイツ語音名で記す。  
 
表 12. コールによる「指ピアノ」の採譜 (メロディー ) 
4/8   ＊   g1 h1 h1 a1 h1 c2    ＊  c2 h1 a1 a1 a1 h1 c2 d2     
＊ d2 e2 d2 h1 c2 e2 d2   ＊  d2 e2 d2 h1 c2 h1 a1 h1     
    g1 a1 h1 c2 d2    d2 c2 h1 a1 g1      
                                                   
1)児玉衣子  『フレーベル近代乳幼児教育・保育学の研究  フリードリッヒ・フレーベル著『母の歌と愛撫の歌』
の教育方法学的検討から』  現代図書  2009 pp.137-139.  
表  11.「指ピアノ (Fingerclavier)」の装飾画に描かれたフレーベルの詩と数字譜」  
Das Fingerklavier                                 指のピアノ  
Was das Kind mit Augen sieht,  子どもが目で見るものを  
Freut zu hӧren das Gemüth. 耳に聞くを心は悦ぶ。  
Vieles doch zum Menschen spricht, 人間に語る多くのことを  
Hӧrt’s das ӓußre Ohr auch nicht― ; 外の耳は聞かない。  
Mußt dieß früh dem Kindchen lehren,  生
せい
の喜びを増そうとなら  
Willst Du Lebensfreud ’ ihm mehren.  それを夙
つと
に子に教えよ  
＊ Schau dock, Kindchen! Hier,  ご覧、坊や、ここを、  





＊ Wie vom Druck der Finger sinkt, 指が押されて沈めば、  
＊ Gleich ein schӧner Ton erklingt: 直
す
ぐに綺麗な音がでる。  
1La,  2la,  3 la,  4 la,  5 la;  ら、ら、ら、ら、ら、……。1) 
  5 la,  4 la,  3 la,  2 la,  1 la.    
1 la,  2 la,  3 la,  4 la,  2 la,  3 la,  4 la,  5 la;  
5 la,  4 la,  3 la,  2 la,  4 la,  3 la,  2 la,  1 la.    
1 la,  2 la,  3 la;  2 la,  3 la,  4 la ;  3 la,  4 la,  5 la;  
5 la,  4 la,  3 la ;  4 la,  3 la,  2 la,  3 la,  2 la,  1 la.    
1 la,  2 la;  2 la,  3 la;  3 la,  4 la;  4 la,  5 la;  
5 la,  4 la;  4 la,  3 la;  3 la,  2 la;  2 la,  1 la.   
1La,  3la;  2La,  4la;  3La,  5la;  5La,  3la;  4La,  2la;  3La,  1la. 
*)Die Ziffern bezeichnen die Tӧne und ihre Entfernungen.              ここに数字譜を記す。  
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a1 h1 c2 d2    d2 c2 h1 a1   d2 c2 h1 a1   c2 h1 a1 g1      
3/8    g1 a1 h1  a1 h1 c2  h1 c2 d2  d2 c2 h1 c2 h1 a1  h1 a1 g1      
4/4    g1 a1 a1 h1 h1 c2 c2 d2  d2 c2 c2 h1 h1 a1 a1 g1    
g1 h1 a1 c2 h1 d2 h1  d2 h1 c2 a1 g1 h1 g1   
g1 a1 a1 h1 h1 c2 d2   d2 c2 c2 h1 h1 a1 g1 
  
 数字譜では調は書かれていないが、コールが採譜した G dur と仮定して以下考察してい
く。表  11.のフレーベルの数字譜と表 12.のコールの採譜には表  11.の太字部分と表 12.の
太字部分に相違点が見られる。  
なお、始めの 8 小節は歌詞のみで、装飾画に数字譜は書かれていないため、コール独自
の作曲がなされている (＊印を付けた 1 から 11 行目の詩の部分 )。  
数字譜が描かれている歌詞「La, la, la(ラララ )……」の部分では、上のかっこ内の 2 行
目の始めの「1、2、3、4」 (太字部分 )が採譜されていない。また、「2、3、4、5 ; 5、4、
3、2、   4、3、2、1.」の部分に「5、4、3、2、」 (太字部分 )が付け加えられ、「2、3、
4、5 ; 5、4、3、2、  5、4、3、2、 4、3、2、1. 」とされている。最後の「1、3;  2、
4;  3、5 ; 5、3;  4、2;  3、1.」では、「1、3;  2、4;  3、5、3 ; 5、3;  4、2;  1、
3、1.」というように、太字部分の「3」と「1」が付け加えられ、数字譜の最後には「1、





図  75.「指ピアノ」の楽譜 1) 
 
図  76.「指ピアノ (Das Fingerklavier.)」Frӧbel 詩と数字譜 (装飾画 ) 
 
                                                   
1 )筆者が入手した原譜 (原譜を忠実に再現した熊谷版『母の歌と愛撫の歌』との比較を基に、約 20年前にドイツに
て入手された原譜のコピーと推測されるもの )。  
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次に、『母の歌と愛撫の歌』の原著 (フレーベルの詩 )とコールの原譜、「指ピアノ」が掲
載されている主な楽譜版の比較をする。表  13.は比較する主な版である (2 曲共に楽譜掲載の
ない版は省く )。  
 
表  13.「指ピアノ」の楽譜掲載版  
ドイツ :  原書コール版 : ロバート・コール作曲  „Hundert Lieder zu den in dem 
Kindergarten zu Blankenburg bei Rudolstadt ausgeführten Spielen mit dem Ball , 
zweistimmig in Musik gesetzt von Robert Kohl. Musikbeilage zu Friedrich 
Fröbels” 1844 
Kommt, laßt uns unsern Kindern leben! Hundert Lieder zu den in dem 
Kindergarten zu Blankenburg bei Rudolstadt ausgeführten Spielen mit dem Ball , 
zweistimmig in Musik gesetzt von Robert Kohl.Musikbeilage zu Friedrich Fröbels: 
der Ball, das erste Spielzeug und der bleibende Spielgenoß der Kinder , hier in 
kurzen Auszuge als einführende Gebrauchsanweisung gegeben , Blankenburg bei 
Rudolstadt 1844  
ドイツ : Seidel 版 : „Friedrich Frӧbel’s Pӓdagagilche Schriften. Herausgegeben und 
mit einer Einleitung versehen von Friedrich Seidel. Ⅲ .Band. Mutter-und 
Kose-Lieder.”  Wien und Leipzig 1883. Verlag von A. Pichler’s  Witwe & Sohn, Buchhandlung 
für pädag. Literatur und Lehrmitte l=Anstait.   
アメリカ : Lord 版 :“MOTHER’S SONGS, GAMES AND STORIES Frӧbel’s “Mutter=und 
Kose=Lieder” RENDERED IN ENGLISH BY  FRANCES AND EMILY LORD 1888 
CONTAINING THE WHOLE OF THE ORIGINAL ILLUSTRATIONS , &THE MUSIC, RE-ARRANGED 
FOR CHILDREN’S VOICES ,  WITH PIANOFORTE ACCOMPANIMENT  NEW AND REVISED EDITION 
LONDON WILLIAM RICE, 86 FLEET STREET、E.C.  
アメリカ： Blow 版 :“THE SONGS AND MUSIC OF FRIEDRICH FROEBEL'S 
MOTHER PLAY (MUTTER KOSE LIEDER)”  SONGS NEWLY TRANSLATED AND FURNISHED 
WITH NEW MUSIC PREPARED AND ARRANGED BY  SUSAN E.BLOW 1895  “Deep meaning o ft  l ies 
hid in chi ldr ish play”  SCHILLER  NEW YORK AND LONDON  D.  APPLETON AND COMPANY  
アメリカ : Peabody 版 :  “MOTHER-PLAY AND NURSERY SONGS Poetrg, Music 
and Pictures  FOR THE  NOBLE CULTURE OF CHILD LIFE WITH NOTES TO MOTHERS BY  
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FRIEDRICH FROEBEL  TRANSLATED FROM THE GERMAN BY FANNIE E. DWIGHT AND 
JOSEPHINE JARVIS EDITED BY ELIZABETH P.PEABODY CONTAINING ALL THE ORIGINAL 
MUSIC AND FINGER EXERCISES WITH FAC-SIMILES OF OVER FIFTY ENGRAVINGS FROM THE 
AUTHOR’S EDITION ”  BOSTON LEE AND SHEPARD PUBLISHERS  IO MILK  STREET 1898 
日本 : 津川版 : 津川主一訳編  『フリードリッヒ・フレーベル  母とおさなごの歌 解
説 フレーベルの保育哲学と歌曲』  1957  日本基督教団出版局  
日本 : 熊谷版 : 熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  

















































表  15.「指ピアノ」採譜の版比較  
版名  調 /拍子  比較における相違点の特徴  




全 32 小節  
4/8 3/8 4/4 
フレーベルの数字譜をコールが G dur に採譜し、ほぼ
数字譜通りの 2 声に編曲している。  
歌詞「ラララ……。」の部分では、上のかっこ内の 2 行
目の始めの「1、2、3、4」(太字部分 )が採譜されていない。
また、「  2、3、4、5 ; 5、4、3、2、  4、3、2、1.」の部
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分に「5、4、3、2」が付け加えられ、「2、3、4、5 ; 5、
4、3、2、  5、4、3、2、 4、3、2、1」となっている。
最後の「1、3;  2、4;  3、5 ; 5、3;  4、2;  3、1」では、





Seidel 版  




全 38 小節  
4/8 3/8 4/8 
コール原曲とほぼ同じであるが、伴奏譜を付加してい
る。 1 小節目の 3 連符を 8 分音符一つと 16 分音符二つに
変えている。8 小節目の 8 分音符と 8 分休符を 4 分音符に、
10 小節目からの 4 分音符と以下同様に 2 分音符に変えて
いる。4/4 拍子を 4/8 拍子に変え、コール版の 30 小節目
の重音を 3 度から 6 度に、最後の 8 分音符と 8 分休符も 4
分音符に変えている。フレーベルの詩を歌詞として載せて
いる。  
Lord 版  




全 32 小節  
2/4 3/8 4/4 
コールの曲を原譜のままに掲載し、フレーベルの詩を英
語に訳し載せている。原譜の 4/8 拍子を 2/4 拍子の表記に
変えているが、曲自体の変更はない。  
Blow 版  
(図  79. 
参照 ) 
G dur 
全 12 小節  
4/4 
KATE L.BROWN が作詞し、CARL REINECKE が作曲
し、SUSAN.E.BLOW が変奏している。したがって、フレ
ーベルの詩・コールの曲とは、全く別の曲となっている。 
Peabody 版  
(図  80. 
参照 ) 
G dur 
全 32 小節  




(図  81. 
参照 ) 
G dur 
全 30 小節  
4/4 
フレーベルの数字譜を最も忠実に採譜している。数字譜








(図  82. 
参照 ) 
G dur  
全 32 小節  


























                                                   
1) Seidel „Friedrich Frӧbel’s Pӓdagogische Schriften. Herausgegeben und mit einer Einleitung versehen von 
Friedrich Seidel.  Ⅲ .Band. Mutter-und Kose-Lieder.”Wien und Leipzig 1883. Verlag von V. Bichler’s Witme &  
Sohn, Buchhandlung für pädag. Literatur und Lehrmitte l=Anstalt.   1883  pp.218-220. 
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図  78. Lord 版  ‘THE FINGER PIANO.1) ’ 
 
 
                                                   
1)“MOTHER’S SONGS ,  GAMES AND STORIES Frӧbel’s “Mutter=und Kose=Lieder”  RENDERED IN ENGLISH 
BY FRANCES AND EMILY LORD CONTAINING THE WHOLE OF THE ORIGINAL ILLUSTRATIONS , &THE 
MUSI, RE-ARRANGED FOR CHILDREN’S VOICES ,  WITH PIANOFORTE ACCOMPANIMENT NEW AND 
REVISED EDITION LONDON WILLIAM RIC, 86 FLEET STREE, E.C. 1888 pp.31-32. 
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1)“THE SONGS AND MUSIC OF FRIEDRICH FROEBEL'S MOTHER PLAY (MUTTER KOSE LIEDER)” 
SONGS NEWLY TRANSLATED AND FURNISHED WITH NEW MUSIC PREPARED AND ARRANGED BY 
SUSAN E.BLOW “Deep meaning oft lies hid in childrish play” SCHILLER  NEW YORK AND LONDON  D. 












                                                   
1)“MOTHER-PLAY AND NURSERY SONGS Poetr, Music and Pictures FOR THE NOBLE CULTURE OF 
CHILD LIFE WITH NOTES TO MOTHERS BY FRIEDRICH FROEBEL TRANSLATED FROM THE GERMAN 
BY FANNIE E. DWIGHT AND JOSEPHINE JARVIS EDITED BY ELIZABETH P. PEABODY CONTAINING 
ALL THE ORIGINAL MUSIC AND FINGER EXERCISES WITH FAC -SIMILES OF OVER FIFTY 
ENGRAVINGS FROM THE AUTHOR’S EDITION ” BOSTON LEE AND SHEPARD PUBLISHERS IO MILK 





図  81. 津川主一版「ゆび＝ピアノ」 1 
 
 
                                                   
1)津川主一訳編   『フリードリッヒ・フレーベル  母とおさなごの歌  解説  フレーベルの保育哲学と歌曲』 日
本基督教団出版局  1957  pp.44-45.  
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                            図  82. 熊谷周子版「指ピアノ」 1) 
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・
コール作曲』 (ドレミ楽譜出版  1991 年 ) 64 頁】 本楽譜については 2016 年 2 月 19 日に編著者及び株式会社
ドレミ楽譜出版社よりの許諾を得た上での掲載であることを断っておきたい。  
 
第２項 版比較による考察と筆者の採譜・伴奏譜  
採譜の比較より、津川版が最も忠実にフレーベルの数字譜を採譜していることが明らか
となった。津川はフレーベルの数字譜から、フレーベルの意図を乳幼児が歌いやすい簡単







                                                   
1 )熊谷周子編著   『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバー
ト・コール作曲』  ドレミ楽譜出版  1991 p.64.  
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コールの曲では、音域は 6 度以内であり、8 分音符が中心で、8 分音符、4 分音符、16






音域 (調 )もそのままに掲載されている (Blow 版のみが全く別の楽曲になっており、フレー





者は図  83.の採譜を行った。  
筆者はこの曲を採譜するに当たり、以下のことを重視した。  
①   フレーベルの描いた数字譜を忠実に採譜する。  
②   乳幼児が指遊びをしやすい速度、リズムとする。  
③   乳幼児がすぐに歌えるよう、基本的なやさしいリズムを用いる。  
④   乳幼児が無理なく歌える音域のメロディーとする。  
⑤   乳幼児の遊びたい意欲を増進させることができるような伴奏を付ける。  
⑥   乳幼児が飽きずに繰り返し遊びを楽しめるよう、拍子やリズム、メロディーに変化
をもたせる。  
⑦   数字譜のない詩の部分は、遊び方を曲で伝えるという目的から、コール作曲の楽曲
を取り入れる。  
⑧   1、2、3、4 のカッコは乳幼児の発達段階に応じて用いる。例えば 1 カッコのみを
用いた曲で遊ぶこともよいとする。  
⑨   伴奏譜 (図  84.参照 )を母や保育者がピアノで演奏することから、乳幼児に見立て遊
びにおけるピアノ演奏している気分をより深く味わわせ、遊びへの意欲を増す効果を
持たせるようにする。  
⑩   伴奏を付けた曲を聴かせることで、乳幼児の感覚 (聴覚 )をより刺激し、拍子感や音
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感などの音楽的感性が培われるようにする。母や保育者による伴奏譜を付けることで
2 声部分を補うこととし、メロディーは単音として真似弾きしやすくする。  
⑪   フレーベルの数字譜を忠実に採譜し、C dur、4/4 拍子、4 分音符を中心として、1、
2、3、4 カッコを付け、それぞれの後半「ラララ…。」部分の拍子を 4/4、3/4、2/4、












フレーベルの数字譜部分は以下の楽譜の 3、4、5、6 段目部分であり、1、2 段目は、コ
ールの曲を C dur に移調し、拍子を 4 分の 4 拍子に変え、メロディーを単音にしたもので
ある。繰り返しについては、必ずしも最後まで適用しなければならないものではなく乳幼
児の発達段階や遊びに合った長さとする。  
                      
        Fingerklavier.       
                                                                            数字譜 Friedrich Frӧbel 
採譜   Sumiko Baba 
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図  83.「指ピアノ」筆者の採譜  
 
Fingerklavir. 
                                数字譜 Friedrich Frӧbel 
                                                               採譜  Robert Kohl 










図  84.「指ピアノ」筆者の伴奏譜  
 
第２節 「指ピアノに合わせる歌」の数字譜  
第１項 諸版との採譜比較  
「指ピアノに合わせる歌」は、装飾画では以下の詩と数字譜が付されている。  
Liedchen dazu   
それに合わせる歌  
1 3 2 4 3 5 3 、5 3 4 2 1 3 1 .  *     
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Frӧhlich spielt nein Kind allein, Singt ihm doch ein Liedchen fein. 
坊やは一人で楽しく遊ぶ。面白い歌をうたっておやり。  
 
1 1 2 2 3 3 4 、5 5 4 4 3 2 1 .  ＊     
Wie des Lerchleins Lied erklingt, Gleich es seine Flügel schwingt; S das Fingerspiel 
sich regt, Wenn Gesang das Herz bewegt. 
雲雀が翼をうごかせば  雲雀の歌がひびくよに、歌がこころを動かせば、指のすさび 1 )も動きだす  
 
1 2 3 1 3 4 5 、  5 4 3 43 2 32 1.     *****  
Sinnig spielt mein Herz in Ruh, Singt ihm doch ein Lied dazu. 
こころは静かによく奏ず、それに合わせて歌うたえ。  
 
1 1 3 2 1 1 5 2 3 、  52 2 5 5 54 34 5 3 2 4 3 5 4 3 、  2 3 54 32 1 32 1.  ***** 
Meines Kindchens Fingerlein Sind noch schwach und sind noch klein: Dennoch , 
schaut! Schon spielt es schӧn, Liedchen will das Spiel erhӧh’n. 
うちの坊やの指は  まだか弱くて小さいが、ご覧、上手に琴をひく、歌が曲をば高める。  
 
Finger gehen auf und ab, Bald in Schritt und bald in Trab. 




以下、下線部には、 の記号が付されているため、ここでは 8 分音符の連桁を、✡の部
分には・が四つ付けられているため、・四つを表すこととする。  
1 3 2 4 3 5 3 、    ○1    1 1 2 2 3 3 4、   ○2    1 2 3 1 3 4 5 、   ○3  
5 3 4 2 1 3 1 .      5 5 4 4 3 2 1 .      5 4 3 43 2 32 1. 
   *             ＊           *****  
1 1 3 2 1 1 5 2 3 、   ○4    5 3 2 1 2 3 2    ○5  
                                                   
1) すさびとは、遊びのこと。  
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52 2 5 5 54✡34✡5   4 2 1 2 1 3 4 3 ；  
3 2 4 3 5 4 3 、            2 2 4 3 5 4 3、  
2 3 54 32 1 32 1.         2 3 4 2 1 32 1 
 *****                 ***** 
まず、上記の数字譜について述べる前に、各節 (かたまり )に番号を付けたい。  
「1 3 2 4 3 5 3 、5 3 4 2 1 3 1 .    
Frӧhlich Spielt mein Kind allein, 
Singt ihm doch ein Liedchen fein.          *  」の部分を→①  とする。  
「1 1 2 2 3 3 4 、5 5 4 4 3 2 1 .  
Sinnig Spielt mein Herz in Ruh, 
Singt ihm doch ein Lied dazu.             ＊  」の部分を→②とする。  
「1 2 3 1 3 4 5 、  5 4 3 43 2 32 1.      
Finger gehen auf und ab, 
Bald in Schritt und bald in Trab.      *****    」の部分を→③とする。  
「  1 1 3 2 1 1 5 2 3 、  52 2 5 5 54✡   34 ✡  5  3 2 4 3 5 4 3 、  2 3 54 32 1 32 1.    
Wie des Lerchleins Lieb erklingt,  
Gleich es seine Flügel schwingt; 
So das Fingerspiel sich regt, 
Wenn Gesang das Herz bewegt.              *****   」の部分を→④とする。  
  
「  5 3 2 1 2 3 2 、  4 2 2 1 3 4 3 、  2 2 4 3 5 4 3  2 3 4 2 1 32 1    
Meines Kindchens Fingerlein  
Sind noch schwach und sind noch klein; 
Dennoch, schaut!  Schon spielt enhӧh’n, 
Liedchen will das Spiel erhӧh’n.            *****    」の部分を→⑤とする。  
詩が五つのかたまりからできていることから、各部分を①②③④⑤とする。  
 
原書 (Frӧbel の詩 ) 日本 (津川版 ) 日本 (熊谷版 ) 











全 32 小節  
4/4 
フレーベルの原詞と数字譜を忠実に採譜し、4 分音
符を中心に、2 分音符と 8 分音符を用いて、簡単な曲
としている。8 分音符は数字譜の 部分とし、 ::C
部分はシャープとしている。 D dur、 4/4 拍子、
Moderato である。1 小節目の第 4 音は g1 となってい
る。①、②、③、④、⑤の順に採譜している。単旋律
で伴奏譜が付いている。  




C dur  
全 28 小節  
4/4 
フレーベルの原詞と数字譜を忠実に採譜し、4 分音
符を中心に、2 分音符と 8 分音符を用いて、簡単な曲
としている。8 分音符は数字譜の 部分とし、 ::C
部分はシャープとしている。C dur、4/4 拍子、速度表




第２項 版比較による考察と筆者の採譜・伴奏譜  
  歌詞について、五つの部分に分かれていることから、熊谷は左上から下に、次に右上か
ら下にという順番で、①④ ②⑤ ③という順番に採譜している。したがって熊谷の訳詞
は、「わが子が楽しく弾いている かわいい歌を歌いましょう①  
ひばりが羽を動かすと  ひばりの歌が 響くよう  
歌が心を動かすと  指のピアノも動きます④  
心で静かに弾いて  ピアノに合わせて歌いましょう②  
こどもの指は 弱くて小さいが  
ごらん上手に 弾いている 歌えば調子が出て来ます⑤  
 201 
指が動く上下に 歩いたり走ったり  ③      1)」となる。  
 フレーベル全集には、楽譜はないが、歌詞を見ると  
「わが子がたのしくひいています  




指のぴあのもうごきます    *****  ④  
心で静かにひいて  
ピアノに合わせてうたいましょう  *  ②  
ぼうやの指は  
まだまだ弱くて小さいけれど  
ごらん じょうずにひいています  
うたえば調子がでてきます   *****  ⑤  
指が動くよ あちこちへ  
歩いたり 走ったり *****  ③  2)」と熊谷と同じ順番となっている。  
また、児玉衣子も採譜はしていないが、歌詞の部分の掲載が  
「坊やは一人で楽しく遊ぶ。  












                                                   
1)熊谷周子編著   『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバー
ト・コール作曲』  ドレミ楽譜出版  1991 p.63.  
2)小原國芳  荘司雅子編著  『フレーベル全集』  第 5巻  p.114.  
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み足、ときに駆け足。 ③  1)」と熊谷と同様の順番となっている。  
 
これに対して、津川は、①、②、③、④、⑤という順番に採譜しているところに特徴が
見られる。また、熊谷は C dur としているのに対し、津川は D dur としている。歌の順番
については諸説があると思うが、①、④、②、③、⑤とする方が自然であると考える。ま
た、乳幼児の声域からは僅か 1 音の違いではあるが、D dur の方が望ましい。しかしなが
ら、もし幼児が真似て実際に楽器を弾く場合は、黒鍵を使用することなく弾けることから、
確実に C dur が適する。その他は熊谷、津川、共にフレーベルの原詞と数字譜を忠実に採
譜し、4/4 拍子とし、4 分音符を中心に、2 分音符と 8 分音符を用いた単旋律のメロディー
としている。簡単な曲とし、8 分音符は数字譜の 部分としている点、::C 部分はシャー
プとしている点も共通している。津川は速度を Moderato とし、伴奏を付記している。熊  
谷の 1 小節目の第 4 音は e1 となっているが、 f1 音の間違いであると考えられる。  
                                                   
1)児玉衣子  『フレーベル近代乳幼児教育・保育学の研究  フリードリッヒ・フレーベル著『母の歌と愛撫の歌』
の教育方法学的検討から』  現代図書  2009 p.141.  
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1 )津川主一訳編   『フリードリッヒ・フレーベル  母とおさなごの歌  解説  フレーベルの保育哲学と歌曲』 日





図  87. 熊谷周子版「ゆびピアノにあわせるうた 1)」  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・




「1 3 2 4 3 5 3 、5 3 4 2 1 3 1 .  *     1 1 2 2 3 3 4 、5 5 4 4 3 2 1 .  ＊     1 2 3 1 
3 4 5 、  5 4 3 43 2 32 1.     *****  (最後の部分の下線を付けた 43 と 32 には という
フレーズを表す印が付いている。 ) 1 1 3 2 1 1 5 2 3 、  52 2 5 5 54：：   34 ：：  5  3 2 
4 3 5 4 3 、  2 3 54 32 1 32 1.  *****    5 3 2 1 2 3 2 、  4 2 2 1 3 4 3 、  2 2 4 3 5 4 3  2 










度であること、リズムもおそらくは、4 分音符中心で、2 分音符、8 分音符といった音楽的
には非常に基礎的な簡単なものであること、曲の長さも比較的短く、「真似弾き」という観
                                                   





また、筆者独自の考えでは、数字譜に付された * や ***** という模様を、：：はシ
ャープ、 は 8 分音符などをつなぐ鍵と解釈したことと同様に、*  を独唱 (または、独奏 )、 








ている。また、前出の児玉の訳詞  (1934 年の茅野蕭々訳を基にしている )では、「指ピアノ
に合わせる歌」の訳詞において、琴の表記も見られる。それらから、楽器演奏を念頭におい









ベルの数字譜に書かれた  * の数や演奏上の難易度に説明が付くのである。特に現代におい
ては乳幼児の日常的な環境として鍵盤楽器が身近にあることから、この遊びの意義はより
高まるであろう。  
乳幼児が歌いやすい音域を考慮すると D dur が好ましいが、鍵盤楽器を弾く際に黒鍵使
用を避ける観点からは、C dur が望ましい。そのため、筆者の採譜では、「鍵盤楽器の弾













                                数字譜 Friedrich Frӧbel 






図  88.「指ピアノに合わせる歌」筆者による採譜  
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表  16.「指ピアノに合わせる歌」筆者による訳詞  
 ○○ (幼児の名前 )ちゃんがひくよ  かわいいうたを  
 1 3            2     4  3 5 3   5 3 4 2  1 3 1  
ひばりもはねで うたをうたうよ こころのうたで  ゆびのピアノがうごく   
1 1 32 1 5 2 3     2 2 5 5 54 34 5  3 2 4 3 5 4 3    2 3   54  32  1 32 1   
こころでそっと ひいてうたおう ○○ちゃんのゆびは ちいさいけれど  
1 1 2 2  3 3 4    5 5 4 4 3 2 1    5  3  2  1  2 3 2    4 2 1 2  3 4 3  
うたにあわせて じょうずにひくよ  ゆびがうえした あるいたり  はしったり  
2 2 4 3 5 4 3     2 3 4 2 1 32 1     1 2 3 1 3 4 5     5 4 3 43      2 32 1  
 
Liedchen dazu. 
                                数字譜 Friedrich Frӧbel 
                                                            採譜 Sumiko Baba                                                               











図  89. 筆者による伴奏譜「指ピアノに合わせる歌」  
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 以下に、本章の実践における対象者 (年齢 )と実践期間 (表  17.)、実践における遊び歌名 (表  




表  17. 実践対象者と実践期間  
実践対象者  実践期間 (実践時間 ) 
A 子育て支援センターに通う母子  
(0、1、2 歳児 ) 
2012 年 4 月から 2014 年 3 月の 36 か月間  
(毎週 30 分から 60 分程度 ) 
B 幼稚園の園児  
(3、4、5 歳児 ) 
2012 年 9 月から 2013 年 2 月の 6 か月間  
(毎週 30 分から 60 分程度 ) 
C 保育園の園児  
(0、1、2、3、4、5 歳児 ) 
2012 年 6 月から 2013 年 3 月の 10 か月間  
(毎週年齢別に 20 分程度 ) 
 






表  18. 実践における遊び歌名  






B 幼稚園の園児  「お菓子づくり」  





 遊び歌名及び歌詞 (日本語訳 )は熊谷版 1)を用いた。  
 
表  19. 調査の有無と調査項目、調査期間  
実践対象者  調査の有無  調査項目  調査期間  
A 子育て支援セン
ターに通う母子  
○  5 日間母子の自宅にて
母が実践した感想を得
る  
2012 年 8 月 16 日か
ら、10 月 3 日のうちの 5
日間  
B 幼稚園の園児  ―  ―  ―  
C 保育園の園児  ○  メロディー模唱、リズム
模奏、強弱反復模奏の発
達  
2012 年 6 月から 2013 年
3 月までの期間中 3 回 (強




2012 年 6 月から 2013 年
3 月までの期間中 3 回  
D 保育園の園児  ○  メロディー模唱、リズム
模奏、強弱反復模奏の発
達  
2012 年 6 月から 2013 年
3 月までの期間中 3 回 (強
弱反復模奏は 2 回 ) 
                                                   
1)熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・





2012 年 6 月から 2013 年
3 月までの期間中 3 回  
 
○は調査を実施した、－は調査を実施していないことを示す。  
 D 保育園では C 保育園と比較対照する必要から、実践は行わないが調査のみを実施する。 
A 子育て支援センターでは、8 曲中 1 曲のみを調査に用いた。  
 




一つの保育園の園児 (4 歳児 )には八つの遊び歌を実践し、もう一つの保育園では遊び歌は
行わないこととし、両園におけるメロディー模唱、リズム模奏、強弱反復模奏能力の発達
について調査を行い、その調査の目的・内容・方法・結果・考察を記している。また、第




第１節 幼稚園児 (3、4、5 歳児 )への遊び歌実践  
本実践では、フレーベルの遊び歌 (コール作曲 )の「お菓子づくり」を取り上げ、その遊
び歌を行った B 幼稚園児の姿を筆者が観察した結果を一事例研究として考察する。  
以下の表  20.、表  21.、表  22.に実践の対象者、期間、内容、結果について記す。  
 
表  20. 実践の対象者及び実践期間  
対象者  A 市の私立 B 幼稚園の預かり保育を利用する 3、4、5 歳の園児、約 20 名  
期間  2012 年 9 月より 2013 年 2 月までの 6 か月間、週 1 回、集団保育 60 分間





表  21. 実践内容  
遊び歌名  フレーベルの『母の歌と愛撫の歌』「愛撫と遊びの歌」の中の「お菓
子づくり 1)」  
遊 び 歌 の
歌詞  
さあ やってみましょう  お菓子を焼きましょう  ペッタン  ペッタ
ン のばしましょう  パン屋が言う「さあ  よろしい  すぐに持ってお
いで  そうでないとオープンが冷えますぞ」「パン屋さん  お菓子はこ
こです  子どもに  おいしく焼いてちょうだい」「すぐにもお菓子が焼
けるよう オーブンの奥に入れますよ」  
遊 び 歌 の
楽譜  
著作権保護のため、楽譜の掲載は省かせていただく。熊谷周子編著 
『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・
ウンゲル絵 ロバート・コール作曲』(ドレミ楽譜出版 1991 年 )43 頁所
収の「お菓子づくり」 („Patsche Kuchen .”)の楽譜を参照されたい。  
 
表  22. 実践を通しての観察結果  
結果の分類  結果の内容  








歌の模倣  歌は、繰り返すことから少しずつ園児自身で歌えるようになった。  
動作の変化  遊びの動作は園児の体験から、回を重ねるごとに変化し、広がりを
見せた。それらは、例えばお菓子を作る別の動作への変化であり、作
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 pp.43-45. 
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 表  22.に記載したように、実践の結果、遊び歌を行う中で「お菓子づくり」の歌詞「さ





























象園として選択した。対象児は、B 幼稚園の預かり保育の 3、4、5 歳児約 20 名とし、ま
ずは、栽培や収穫、調理、食するなどを 4 月から 8 月にかけて体験した後に、9 月から遊















                                                   
1) フレーベルは「機会があるかぎり、あなたの子どもに向かって、たとえこの大きい鎖のもっとも本質的な環の
2、 3においてでも、この内的関係を明らかに、可視的



















ック」を選び、A 市の B センターに通う乳幼児と母を対象に実践を試み、それが保育教材
として効果があるかどうかを検討することにした。以下にその詳細を記す。  
第１項 実践及び調査の内容と方法  
１．予備実践及び予備調査  
 実践内容の適切性を検討するため、以下の予備実践を行った。  
(１ ) 予備実践及び予備調査日時  
2011 年 8 月 16 日から 2011 年 8 月 22 日まで。期間設定の理由としては、両親が  
お盆による休暇期間であり、他の兄弟の世話を父親がするなど母子がゆったりと遊び  
歌に集中して取り組める期間であることが挙げられる。  
(２ ) 予備実践及び予備調査対象者  
1 歳から 2 歳 6 か月の乳幼児と母 4 組 (1 歳 0 か月女児 1 名、1 歳 2 か月男児 1 名、 
1 歳 8 か月男児 1 名、2 歳 6 か月男児 1 名 )。対象年齢設定の理由は、母とともに遊び  
歌を安定して行える年齢であり、実践する「遊び歌」の対象として相応しい年齢であ  
ることである。また、対象者選択の基準は、母子が心身共に健康であり、生育歴と  
                                                   
1)熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・









(４ ) 予備実践に用いる「遊び歌」  
0 歳から 2 歳児に適する遊び歌候補として以下の四つを選択した。  
「あんよでタントントン」、「ぱったりこ  子どもがころぶ」、「搭の風見鶏」、「チ
ック  タック」である。  






の遊びを家庭において 5 日間母子で行ってもらい、5 日後に母との面談 (または電話な
ど )で遊び歌実践の報告を得た (自宅で行う際は、乳幼児の状態がよい時に、乳幼児が
集中できる環境で行ってもらえるよう、その時の乳幼児の様子を観察して報告しても
らえるよう母に伝えた。また、遊ぶ回数は一日に何回行ってもよいこととした )。  
(６ ) 予備実践及び調査の結果  







容が理解しにくい様子が見られた。「チック  タック」では、母と乳幼児が歌詞内容 (時
計の振り子 )を理解し、楽しく遊ぶ姿が見られた。  
5 日後下記の報告が母より得られた。  
表  23. 予備実践後の母からの感想  
実践による効果  感想の具体的事例  








     これらの予備実践結果から、実践の適切性を検討し、今回の本実践の遊び歌を「チ
ック タック」とすることとした。  
２．  本実践  
(１ ) 実践及び調査日時  
2011 年 9 月 5 日から 10 月 1 日とした。詳細は表  24.の通りである。  
表  24. 本実践の実践日時  
実践期間  人数  
2011 年 9 月 5 日から 10 日  7 名  
2011 年 9 月 12 日から 17 日  7 名  
2011 年 9 月 14 日から 19 日  5 名  
2011 年 9 月 26 日から 10 月 1 日  4 名  
期間設定の理由としては、対象者が B センターに通所することから、比較的よい  
気候であること、また、(4 月入所者は 6 か月を経ているため )筆者と対象者が信頼関  
係を築けている時期であることなどが挙げられる (筆者は B センターの子育て支援
担当者であった )。  
(２ ) 実践及び調査対象者  
B センターの子育て支援を利用する 1 歳から 3 歳 5 か月の乳幼児と母 (実践承諾  
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者 )23 組とした。詳細は表  25.の通りである。  
表  25. 本実践の対象者  
年齢  性別・人数  年齢  性別・人数  年齢  性別・人数  
1 歳 3 か月  男児 2 名  1 歳 5 か月  男児 1 名  1 歳 6 か月  女児 1 名  
1 歳 9 か月  女児 1 名  1 歳 11 か月  女児 1 名  2 歳 0 か月  女児 3 名  
2 歳 1 か月  女児 1 名  2 歳 2 か月  男児 2 名  2 歳 2 か月  女児 1 名  
2 歳 4 か月  男児 2 名  2 歳 6 か月  男児 1 名  2 歳 8 か月  女児 3 名  
2 歳 11 か月  男児 1 名  2 歳 11 か月  女児 1 名  3 歳 3 か月  男児 1 名  
3 歳 5 か月  女児 1 名  合計  27 名  (男児 13 名・女児 14 名 ) 
 年齢選択理由は予備実践と同様である。平均年齢は約 1 歳 10 か月、男女比は約 1:1、
最低年齢は 1 歳 0 か月、最高年齢は 3 歳 5 か月であった。  
(３ ) 実践及び調査場所  
B センターにて行った (予備実践と同じ地域にあるため、地域選択の理由は予備実
践と同様である )。B センターは、乳幼児期から児童期の子育て支援・親支援 (保育・
教育・相談 )を目的とした大学の研究機関として地域に開かれた場である。1 年を通
じて 0 歳から 2 歳 (4 月 1 日現在の年齢 )の乳幼児とその母 (またはそれに代わる者 )
を対象に子育て支援が行われており、時間は午前 10 時から 12 時である。本実践で
は、複数の母子が遊び歌を行う必要性から、それに適切な (安全で広い保育スペース
とピアノなどがあり、静かで母子が落ち着ける保育環境が整っている )場として B セ
ンターを選択した。  
(４ ) 実践に用いる「遊び歌」  
予備実践の結果を基に、本実践では「チック  タック」を実践の「遊び歌」として
選択した。  
①  遊び歌名  
「チック タック (Tick, tack.)」  
 
②  歌詞  
 221 
Sehet nur, sehet nur, wie der Pendel an der Uhr, geht das 
Aermchen hin und her, doch nicht kreuz und doch nicht quer; denn 
es gehet Schlag bei Schlag. immer tick und immer tack, tick, tack, 
tick, tack, tick, tack, tick, tack. Uhr mach’mir nur ja kein Leid , 
sondern zeig’mir richt’ge Zeit zum Essen , zum Schlafen, zum 
Zeitvertreib, zum Waschen und Baden den ganzen Leib , denn mein 
Herzchen will stet’s rein , will gesund und thӓtig sein. Aermchen 
geh’ d’rum Schlag bei Schlag , immer tick und immer tack. 
tick,tack,tack!― (geh’ d’rum Kreuz und sondern ganzen) 
みてね  みてね  振り子のように  腕がゆれるよ  きちんとゆれる  拍
子をとって  いつもチック、タック  チック、タック  チック、タッ
ク  時計は時を教えてくれる  御飯、寝る時、遊ぶ時  手洗い、お風呂
の時などを。心はいつもきれいで  元気でいたい  腕を振りましょう  
いつもチック、タック  チック、タック、タック 1)  
実践では熊谷の訳詞を用いた。  
【熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・
コール作曲』 (ドレミ楽譜出版  1991 年 ) 28 頁】  
 
③  楽曲  
「チック タック」の楽曲は、C dur、 4/8 拍子、M.M.♩=92、形式は、A(abcd)、
A’(a’b’cc)の二部形式、音域は高音部が g1-f2、低音声部は e1-d2 である。  
「チック タック」の楽曲については、熊谷周子編著 『フリードリッヒ・フ
レーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・コー
ル作曲』(ドレミ楽譜出版 1991 年 )28 頁所収の「チック タック」(„Tick, tack.”)
の楽譜を参照されたい。  
 
④  「遊び歌」「チック タック」の方法  
たいへん簡単な遊びである。「あなたの幼児は、この絵の示すように、テーブ
ルの上に立つか、あるいは、またあなたの膝の上に腰かけているかして、1 つの
                                                   





「あるいは右、あるいは左というように、交互に 2)」行うことができる。  
 
























⑦  「遊び歌」「チック タック」の装飾画 (図  90.)と対象年齢  
装飾画（石版画と思われる。）には腕を揺らして遊ぶ母子の姿が描かれている。  
                                                   
1)児玉衣子  『フレーベル近代乳幼児教育・保育学の研究  フリードリッヒ・フレーベル著  『母の歌と愛撫の歌』
の教育方法学的検討から  』  現代図書  2009  p.68.  
2)同上書、 p.68.  
3)同上書、 p.68.  
4)同上書、 p.68.  
5)同上書、 p.69.  
6)同上書、 p.69.  
7)同上書、 p.69.  
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装飾画に描かれた乳幼児は両足を揃えて  




歳 6 か月くらいではないかと推測される。そ  




どもに見入る母への一瞥 1)」の中で示唆して  
いるが、今述べた対象年齢は運動遊びにおけ  
るものであることを断っておきたい。  






日後に母との面談 (または電話など )で遊び歌実践の報告を得た (自宅で行う際は、乳幼
児の状態がよい時に、乳幼児が集中できる環境で行ってもらえるよう、その時の乳幼
児の様子を観察して報告してもらえるよう母に伝えた。また、遊ぶ回数は１日に何回
行ってもよいこととした )。表  26.に手続きの詳細を記す。  
 
表  26.  実 践 の 手 続 き  
①  母への説明  
②  乳幼児の状態チェック (「遊び歌」実施前 ) 
③  筆者による遊び方見本の提示  
                                                   
1)児玉衣子  前掲書、 p.295.  
図  90.「チック  タック」の装飾画  
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④  母と乳幼児による遊びの実施及び実践者による観察  
⑤  乳幼児の状態チェック (「遊び歌」実施後 ) 
⑥  自宅にて、母が同様に「遊び歌」を 5 日間実施  
⑦  5 日間の乳幼児の様子の観察報告及び母の意見・所感の聞き取り
(面談、電話またはメールを用いる )。  
(６ ) 調査における観察方法  
乳幼児の観察に関する先行研究を参考に、保育環境内での乳幼児の様子を「安心度」







る」活動であるかどうかを示すものである。表  27.に「安心度」「夢中度」の 5 段階
評定を記す。  
 














1  何 の 活 動 も し て い な い 。  
2  気 持 ち が 不 安 定 。  2  あ る 程 度 活 動 し 、 中 断 。  
3  自 然 な 態 度 で 変 化 な し 。  3  集 中 し て い な い 。  
4  満 足 な 様 子 。  4  活 動 に 参 加 。  
5  楽 し ん で 満 足 し て い る 。  5  活 動 に 完 全 に 没 頭 す る 。  
 
第２項 実践及び調査の結果  
(１ ) 実践時の母と乳幼児の様子  
筆者の観察による母と乳幼児の様子は表  28.の通りである。  
                                                   
1)「保育プロセスの質」研究プロジェクト  代表  小田豊  『子どもの経験から振り返る保育プロセス -明日のより
良い保育のために』  幼児教育映像政策委員会  2010 
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表  28. 実践時の母と乳幼児の様子  
























(２ ) 調査結果 [1](「安心度」「夢中度」の変化 ) 
実践の前と後の「安心度」と「夢中度」の変化は表  29.の通りである。  
表  29. 実践の前後における「安心度」「夢中度」の変化  
予備実践  「安心度」  上がった  2 名  
同じ  1 名  
下がった  0 名  
測定不可  1 名  
「夢中度」  上がった  1 名  
同じ  2 名  
下がった  0 名  
測定不可  1 名  
本実践  「安心度」  上がった  5 名  
 226 
同じ  11 名  
下がった  2 名  
測定不可  5 名  
｢夢中度｣  
  
上がった  13 名  
同じ  7 名  
下がった  0 名  
測定不可  3 名  
「安心度」は、27 名中 13 名が実践前と実践後の変化が見られなかった。「夢中度」
は、27 名中 14 名に「遊び歌」の実践後高くなるという結果が得られた。  
(３ ) 調査結果 [2](母からの 5 日間の実践報告 ) 
母の家庭における 5 日間の実践後以下の報告が得られた。内容の詳細は表  30.の通
りである。 (予備実践については既に記載済みである。 ) 
 
表  30. 実践後の母からの感想の内容  
乳幼児  楽しさ  喜んで遊んだ。  
意欲  父にも誘いかけていた。  
自分から「チクタクして」と寄ってきて、「もう
一回」「もう一回」と何度もせがんできた。  
興味  「チクタク 何時？」と時間に興味を持った。  
歌唱  繰り返すうちに、自分から歌っていた。  
「チクタク 3 時」とリズミカルに歌っていた。  




時 間 の 感
覚  
 
「チクタク 3 時」などど時間を意識していた。  











中で自由に「チック  タック ボーン  ボーン」で
動き、歌っていた。  
母  楽しさ  乳幼児が喜ぶので、楽しんですることができた。  
働きかけ  「チクタクしようか？」と誘った。  
毎日時間を決めて行った。  





















































第３節 保育園児 (4 歳児 )への調査 (1) 
―メロディー模唱、リズム模奏、強弱反復模奏の発達を介して― 





















                                                   
1)児玉衣子  『フレーベル近代乳幼児教育・保育学の研究  フリードリッヒ・フレーベル著『母の歌と愛撫の歌』










模奏の 3 点とした。  
また、乳幼児の音楽的発達過程についての先行研究で、ガブリエルらは、0 歳から 1 歳
では「音に対して反応する」、1 歳から 2 歳では「自発的に音楽を作る」、2 歳から 3 歳
では「聴いた歌のフレーズを再生するようになる」、3 歳から 4 歳では「旋律の一般的な
プラン (構想 )を考える」、4 歳から 5 歳では「音高域を弁別できる。単純なリズムを聴い
て打つことができる」、5 歳から 6 歳では「音の強さや穏やかさを理解する 1)」としている。  
そのため、本調査においては、4 歳から 5 歳で、音高域を弁別でき、単純なリズムを聴
いて打つことができるということ、5 歳から 6 歳では音の強さや穏やかさを理解すること
ができるという先行研究を基に、「遊び歌」実践及び効果の測定に関して、測定結果が判
別しやすいと予測される満 4 歳から 5 歳前後の幼児を対象とすることとした。  




鑑賞 6 項目に関してテープを使用し、回答を紙に記入後、点数化するものである。  
その「幼児音楽適性診断テスト検査法」を 3、4、5 歳児 155 名を対象にした先行研究と  
 
しては、石橋の調査 3)が挙げられる。調査後石橋は、現代日本の標準化された幼児音楽適
性テストの大半が 1960 年代から 1970 年代にかけて作られていることから、近年の幼児の
                                                   
1)Hargreaves.D.J著  小林芳郎訳  『音楽の発達心理学』  田研出版株式会社  1993 p.71. 
2)音楽心理研究所  真篠将他  『幼児音楽適正診断テスト検査法』  日本文化科学社  pp.1-78. 
3)石橋恵理子  「幼児の音楽能力の発達に関する一考察」 大阪教育大学大学院  教育学研究科  心理学教室  修









発的活動の中から生まれることが予測されるため、「遊び歌」実践中 (実践開始より 6 か月
後 )、実践終了後の 2 回の調査を実施した。4 歳児の保育園での生活に配慮し、クラスが落
ち着いて実践と調査がスタートできる 6 月から年度の終わる次年度の 2 月までの 9 か月間






第２項 実践内容及び方法  
１．実践対象者  
実践対象者は表  31.の通りである。  
 
表  31. 実践対象者  
調査園  
4 歳児  男児  7 名  
女児  7 名  
合計  14 名  
２．実践期間  
実践期間は表  32.の通りである。  
 
                                                   
1)石橋恵理子  前掲論文、 pp.119-120. 
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表  32. 実践期間  
調査園  
2012 年 5 月 29 日から 2013 年 2 月 26 日まで  
毎週火曜日 11:00 から 11:20 まで  
３．実践内容  
(１ ) 実践遊び歌名  
実践した遊び歌名は表  33.の通りである。  
 




(２ ) 実践遊び歌の楽譜  
 実践した遊び歌の楽譜については、熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  
母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・コール作曲』 (ドレミ楽譜





(３ ) 実践遊び歌の遊び方例  
 実践した遊び歌の遊び方例を表  34.に記す。  
表  34. 遊び歌の遊び方例  
























表  35. 調査園・対照園  
調査園  対照園  
4 歳児  男児  7 名  4 歳児  男児  7 名  
女児  7 名  女児  7 名  








いて 2 回実施した。詳細は表  36.と表  37.の通りである。  
表  36. メロディー模唱とリズム模奏の調査期間  
調査╲期間  実施年月日  
回数  調査園  対照園  
1 2012 年  5 月 15 日  2012 年  5 月 22 日  
2 2012 年  8 月 20 日  2012 年  8 月 31 日  
3 2013 年  3 月   5 日  2013 年  3 月   4 日  
開始時刻は両園共、全日程午前 11:00 とする。  
 
表  37. 強弱反復模奏の調査期間  
調査  実施年月日  
回数╲園  調査園  対照園  
1 2012 年 11 月 13 日  2012 年 11 月 20 日  
2 2013 年   3 月   5 日  2013 年   3 月   4 日  
開始時刻は両園共、全日程午前 11:00 とする。  
３．調査内容  
先行研究においてダビソンらは、4 歳で「歌全体をひとつづきに歌うことができるよう
になる」とし、5 歳から 5 歳半では「正確に学べば、殆どの歌を安定して歌うことができ
るようになる 1)」としている。声域については様々な見解があるが、1979 年のクランダー




は  4 歳児から 5 歳児が適切であると判断し、本研究においては実践保育園の園児より 4 歳
児クラスの園児を調査の対象として選択した。  
                                                   
1)ドロシー・T・マクドナルド＆ジェーン・M・サイモンズ共著  神原雅之・難波正明・里村生英・渡邊均・吉永  










本調査における音域は少し幅を持たせて c1 から c2 とし、歌唱におけるリズムは、基本
リズムの最小単位である 4/4 拍子、4 分音符、4 分休符を用いることとした。リズム打ち
については基本リズムを中心に 8 分音符などの入った発展リズムも一部に取り入れること
とし、  その一部には強弱も取り入れ、  強弱反復模奏の変化の可能性も探ることとした。

























































調査室の入口   ↑◆  
(他児は別室で待機 ) 
図  94. 調査に使用した部屋の配置図  
(２ ) 反応記録用紙  
調査対象者の反応を記録し評価点を与える作業を進めるシートとして、表  38.の反応評
価シートを使用した。  
表  38. 反応評価シート  
記録児 NO.(   ) 第 (   )回調査  
評価における基準  1.(判定不可 ) 2.( 正確に出来ない )  
3.( 一部正確に出来る )4.(ほとんど正確に出来る ) 5.( 全て正確に出来る ) 
メロ ディ ー
模唱  
課題 1.     1.(     )2.(     )3.(     )4.(     )5.(     )  
課題 2.     1.(     )2.(     )3.(     )4.(     )5.(     )  
課題 3.     1.(     )2.(     )3.(     )4.(     )5.(     ) 
課題 4.     1.(     )2.(     )3.(     )4.(     )5.(     )  
課題 5.     1.(     )2.(     )3.(     )4.(     )5.(     )  
リズム模奏  課題 1.     1.(     )2.(     )3.(     )4.(     )5.(     )  
課題 2.     1.(     )2.(     )3.(     )4.(     )5.(     )  
課題 3.     1.(     )2.(     )3.(     )4.(     )5.(     )  




フォルテ    1.(     )2.(     )3.(     )4.(     )5.(     )  
クレシェンド 1.(     )2.(     )3.(     )4.(     )5.(     )  
ピアノ      1.(     )2.(     )3.(     )4.(     )5.(     )  
デクレシェンド 1.(     )2.(     )3.(     )4.(     )5.(     )  
その他  分析者の所感・保育者から得た情報など  
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(                       ) 
3 名で個別に分析し、各点数 (評価における基準 1.は 0 点、2.は 1 点、3.は 2 点、4.は 3
点、5.は 4 点とする。 )の合計を、調査対象者の個人評価得点とした。  





分析者は、音楽教育の専門家 1 名、調査者 (実践者 )1 名、保育・教育専攻の大学 4 回生












































果を図  95.と表  39.に示した。  
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図  95. メロディー模唱の能力の変化  
 
表  39. メロディー模唱の基礎的統計量  
園  調査園   N=14 対照園   N=14 
時期╲平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD) 
時期 1  24.00 (7.41)  28.00  (6.95) 
時期 2  28.07  (6.66)  27.21 (6.73) 
時期 3  31.07 (7.49)  27.71 (6.99) 
表  39.の結果について二要因混合分散分析 (以下同様 )をしたところ表  40.の通りになっ
た。なお多重比較は Bonferroni 法によって行った。  
表  40. 分散分析の結果  
園=A(2)   時期=B(3)  
S.V SS df MS F 
A 0.11 1 0.11 0.00 ns 
B 161.21 2 80.61 10.53 ** 
AxB 195.93 2 97.96 12.79 ** 
**p<.01 
表  39 の結果では、表  40.によれば、園と時期の交互作用が有意であった。単純主効果
検定の結果、調査園において時期の主効果が見られ (F=23.03、 p<.01)、時期 1 より時期 2、
時期 2 より時期 3、時期 1 より時期 3 の方が、能力が高まった。  
 よって、本調査では次のことが言える。調査園では 2012 年 5 月より 8 月、2012 年 8 月








図  96.と表  41.に示した通りである。  
 
図  96. リズム模奏の能力の変化  
 
表  41. リズム模奏の基礎的統計量  
園  調査園  N=14 対照園  N=14 
時期╲平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD) 
時期 1  22.43 (7.51)  28.57 (5.56) 
時期 2  26.86 (5.03)  28.43 (4.92) 
時期 3  28.50  (5.59)  28.71 (5.17) 
表  41.の結果について分散分析をしたところ表  42.の通りになった。  
表  42. 分散分析の結果  
園=A(2)   時期=B(3)  
S.V SS df MS F 
A 146.68 1 146.68 1.63 
B 141.64 2 70.82 9.33 ** 
AxB 135.07 2 67.54 8.90 ** 
**p<.01 
表  41.の結果では、表  42.によれば、園と時期の交互作用が有意であった。単純主効果
点  
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検定の結果、調査園において時期の主効果が見られ (F=18.19、 p<.01)、時期 1 より時期 2、
時期 2 より時期 3、時期 1 より時期 3 の方が、能力が高まった。 また、時期 1 では対照園
の方が調査園より高い値を示していたが、時期 2 ではその差が縮まり、時期 3 では有意差
がなくなった (F=5.62、p<.05)。  
よって、本調査では次のことが言える。メロディー模唱の場合と同様にリズム模奏にお
いても、調査園では 2012 年 5 月より 8 月、2012 年 8 月より 2013 年 3 月、2012 年 5 月
から 2013 年 3 月の全ての時期にリズム模奏に有意な差が見られ、対照園では全体を通し
て有意な差は見られなかった。  




を図  97.と表  43.に示した。  
 
図  97. 強弱反復模奏能力の変化  
 
表  43. 強弱反復模奏の基礎的統計量  
園  調査園   N=14 対照園  N=14 
時期╲平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD) 
時期 1  4.64 (1.76)  4.86 (2.07) 
時期 2  5.93 (1.53)  5.50 (1.88) 




表  44. 分散分析の結果  
園=A(2)   時期=B(3)  
S.V SS df MS F 
A 0.16 1 0.16 0.02 ns  
B 13.02 1 13.02 48.11 ** 
AxB 1.45 1 1.45 5.35 *  
*p<.05 **p<.01 




したがって、調査園と対照園に差はなく、調査園の 4 歳の園児が対照園の 4 歳児よりも
より「強弱反復模奏」の能力が発達したとは言えない。  
第５項 考察  
調査園の 4 歳の園児 (4 歳児クラスの園児、以下同様 )においては、対照園の 4 歳の園児
と比べて 2012 年 5 月から 2013 年 3 月の 10 か月間において、訓練を重ねたことにより「メ
ロディー模唱」と「リズム打ち」の能力がよく発達した。  
このような有意な差が表れた要因としては次のようなことが挙げられる。  




詳しい説明は省くが、それらは短いものでは 4 小節、長いものでは 32 小節、音域は最も




































                                                   









第６項 結論  
 今回 4 歳児 14 名を対象に「メロディー模唱」と「リズム模奏」を介した調査を 2012 年
5 月から 2013 年 3 月までの 10 か月間の間に 3 回行った。その結果、調査園の 4 歳の園児
においては、対照園の 4 歳の園児と比べてそれらの能力がよく発達し、時期を追うごとに
訓練効果が高まる結果が得られた。また、「強弱反復模奏」を介した調査を 2012 年 11 月
から 2013 年 3 月までの 4 か月間の間に 2 回行った。その結果、調査園と対照園の双方に
能力の発達が見られたが、調査園の 4 歳児は対照園の 4 歳児と比較すると、より発達を遂
げていたと言うことはできなかった。  
これらの結果がもたらされた原因の一つとしては、調査園の 4 歳児は 2012 年の 5 月か








力についてもその効果が期待できる可能性があるのではないかと考える。   
第４節 保育園児 (0、1、2、3、4、5 歳児 )への調査 (2) 
―手の発達を介して― 
第１項 実践及び調査の目的  
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 正常な乳幼児の手の発達についてはゲゼル (Gesell)1 )による縦断的研究において多くの
発達的な事実に関する結果が明らかにされているが、ゲゼルは乳幼児の握るという動作に
おいては次のように述べている。「有意的な把握動作は , 接近動作と同じように , 中心か
ら抹消への発達の道程を示している。初期の握る動作は , 粗雑な手のひらの運動であって , 




……60 週になると , 巧みに確実に物が握れるようになる 2)」。このような乳幼児の握ると
いう動作の発達の道筋は現代においても変わることはない。  
しかしながら、川島一夫は、『図で読む心理学  発達〔改訂版〕 3)』の中で、現代の乳
幼児に見られる問題として「近年 , 紐が結べない , 箸が上手に使えない , 鉛筆をナイフで削















                                                   
1)Arnold Lucius Gesell(1880-1961)は、アメリカ合衆国の心理学者で小児科医である。  
2)A.ゲゼル著  山下俊郎訳  『乳幼児の心理学－出生より五歳まで－』  家庭教育社  1966  p.161.  
3)川島一夫編著  『図で読む心理学  発達【改訂版】』  福村出版  2001 










手首の分化は , 2 歳 , 3 歳と徐々にすすむ。単純な協応 (2~3 歳 )にややおくれて初歩的分化 (4
歳 )の習得がはじまり , やがてそれらをうまく
・ ・ ・
やろうと意識しはじめ , なめらかさ , 力強さ
がそなわりはじめる (5 歳 )」、そして「随意な各手指の分化・協応および両手の分化」は
「6 歳代の終わり頃までにほぼ獲得される 3)」と述べている。  
そこで、これらの先行研究を基に、本研究では乳幼児の手の発達を促す一手段として遊
び歌に伴う手遊びを取り上げ、その積極的な効果を検討することを目的とする。  
第２項 実践内容及び方法  
１．実践対象者  
 保育園に通う園児 69 名を対象とする。これらの園児は、地域の特異性がなく、心理的
社会的に安定した場を備えているとみなされる保育園の園児である。対象年齢は 0 歳から
5 歳児クラスの園児とした。  
実践の人数と性別は表  45.に記す。  
 
表  45. 実践対象園児の年齢及び人数  
園  調査園  
年齢╲性別  男児 (名 ) 女児 (名 ) 合計 (名 ) 
0、1 歳  11 4 15 
2 歳  3 11 14 
                                                   
1)丸山尚子他  「子どもの手の発達と手を育てる生活・遊び」  日本保育学会大会論文集 (50) 1997  
pp.1010-1011 
2)丸山尚子他  「幼児の手の労働に関する発達心理学的研究 (Ⅰ ) －特に幼児の手の発達の法則を求めて－」  心
理科学  第 2巻  第 1号  1979  pp.27-37.  
3)同上論文、 pp.29-30.  
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3 歳  7 7 14 
4 歳  5 5 10 
5 歳  8 8 16 
２．実践期間  
実践期間は表  46.に示す通りである。  
 
表  46. 実践期間  
調査園  
2012 年 5 月 29 日から 2013 年 2 月 26 日までの毎週火曜日  
開始時間は全日程午前 9 時 30 分から順次行った。  
３．実践内容  
実践した「遊び歌」の概要は表  47.の通りである。  
 
表  47. 遊び歌名と手指の動き  
遊び歌名  遊びに使用する手指
(腕や足 )の動き  
遊びの動作が見立てる
もの  




































































遊び歌の題名、歌詞は熊谷版 1)を用いた。  
装飾画及び遊び歌の説明、楽曲については、第２章・第２節・第２項及び第３章・第２
節・第２項、楽譜については、熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌
と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバート・コール作曲』 (ドレミ楽譜出版 
1991 年 )16 頁、28 頁、34 頁、 36 頁、44 頁、46 頁、56 頁、64 頁を参照いただきたい 2)。  
第３項 調査内容及び方法  
１．調査対象者  







児と同じ (または近い )園児を選択するようにした。  
調査園および対照園の園児の人数と性別は表  48.に記す。  
0、1、2、3、4、5 歳児ともに、全調査に対して反応できた園児の数を記す。  
(転居、欠席、罹病などにより、1 回でも反応を欠いた場合は全て除外した。 ) 
 
表  48. 調査対象園児の年齢及び人数  
                                                   
1)熊谷周子編著   『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル絵  ロバー
ト・コール作曲』ドレミ楽譜出版  1991 
2 )「あんよでタントントン」は 26、 86頁を、「チック  タック」は 30、 97頁を、「ひなどりさんおいで」は 31、
103頁を、「こばとさんおいで」は 32、 104頁を、「お菓子づくり」は 34、 110頁を、「鳥の巣」は 35、 112頁を、
「親指でひとつ」は 38、 124頁を、「指ピアノ」は 39、 126頁を参照。  
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園  調査園  対照園  
年齢╲性別  男児 (名 ) 女児 (名 ) 合計 (名 ) 男児 (名 ) 女児 (名 ) 合計 (名 ) 
0、1 歳  11 4 15 11 4 15 
2 歳  3 11 14 8 6 14 
3 歳  7 7 14 7 7 14 
4 歳  5 5 10 5 5 10 
5 歳  8 8 16 7 9 16 
２．調査期間  
調査期間は表  49.に示す通りである。  
 
表  49. 調査の期間  
回╲園  調査園  対照園  
1 2012 年   5 月 15 日  2、3、4、5 歳児  2012 年   5 月 22 日  2、3、4、5 歳児  
2012 年   8 月 21 日  0、1 歳児  2012 年   8 月 31 日  0、1 歳児  
2 2012 年   8 月 21 日  2、3、4、5 歳児  2012 年   8 月 31 日  2、3、4、5 歳児  
2012 年 11 月 13 日  0、1 歳児  2012 年 11 月 20 日  0、1 歳児  
3 2013 年   3 月  5 日  全年齢児  2013 年   3 月  4 日  全年齢児  










るようになるなどとしている 2)。  
                                                   
1)田中昌人  田中杉恵  写真  有田知行『子どもの発達と診断』  2乳児期後半  1984 





一方、2 歳水準以上の園児に対しては、利き手を用いて小さい玩具 (調査材料を参照 )をつ
かみ、左から右へ (または右から左へ )玩具をはなす手の操作の円滑度について調査する。  




ある小学校教員 1 名、筆者の 3 名と、調査園の主任保育士 1 名の助言を得て選択したもの
である。  
材料候補は、○a 碁石の白色と黒色を混ぜたもの、○b 碁石の白色のみ、○c 碁石の黒色のみ  、
○d おはじき、○e ビー玉、○f 紐通しとした。調査園の 0 歳から 5 歳数名を対象として予備材
料調査を行った結果は、表  50.の通りとなった。  
表  50. 予備材料調査の結果  
年齢  ○a 碁石白黒 ○b 碁石白  ○c 碁石黒  ○d おはじき ○e ビー玉  ○f 紐通し  
0 歳児  × × × × × ○  
1 歳児  × × × × × ○  
2 歳児  × × × × ○  ―  
3 歳児  × × × × ○  ―  
4 歳児  ○  ○  ○  × ○  ―  
5 歳児  ○  ○  ○  × ○  ―  
注：調査材料として適切であった場合を○印、不適切であった場合を×印で示している。





                                                   





以上のような検討の結果、0、1 歳児では、「紐とおし玩具」を、 2、3、4、5 歳児では
「ビー玉」を最も適切な調査材料とし、使用することに決めた。  
また、調査における対象となる園児の反応の円滑性に考慮し、調査材料一式を入れるプ
ラスチック製四角い平たい容器 (縦 30ｃｍ×横 40ｃｍ×高さ 10ｃｍ )10 個、細かい材料を
入れるプラスチック製丸い椀状の容器 (縦 10ｃｍ×横 10ｃｍ×高さ 5ｃｍ )10 個、細かい材
料を移動後入れるプラスチック製丸い椀状の容器 (縦 15ｃｍ×横 15ｃｍ×高さ 5ｃｍ )10













(２ ) 選択反応分析のためのシート  
0、1 歳児の場合は、予備調査用シートには、図 1.のシート、本調査でのビデオ映像用シ
ートには、図 2.のシートを使用した。一方、2、3、4、5 歳児の場合は、予備調査、本調
査共に図 3.のシートを使用した。  
(３ ) 記録の取り方と記録内容  
0、1 歳児については、本調査前に、筆者と補助者の 2 名が保育室内で、対象となるクラ





士の資格を有する小学校教員 1 名と筆者との 3 名で、「つかむ」手の操作の発達の過程及
びその調査方法について検討し、対象となる園児の反応を個別に観察し、記録するための
用紙を図 2.のように作成した。  
2、3、4、5 歳児に関しては、筆者が本調査 (予備調査も含め )を実施した。調査の実施に
関しては筆者と補助者と各担任の 3 名 (または保育者が複数のクラスでは最大 6 名 )が調査
に立ち合い、調査を円滑に行えるようそれぞれが対象となる園児への言葉かけや付き添い
などを行い、各担任が対象となる園児の記録を担当した。  
４．  手続き  
 本調査は年齢水準に応じて個別にあるいは、集団で行なった。  
0、1 歳児の場合は、調査者と補助者、保育士が対象者にかかわった。紐通し玩具で「つ
かむ」手の操作を個別にビデオ撮影し、記録した。なお 0 歳で低年齢の場合は安全 (首に巻
きつくなどを避ける )への配慮のため、紐は使用しなかった。紐を与える場合は 1 本とし、
紐通しの遊び方が分からない場合は言葉をかけたり、見本を見せた。(紐通し用のコイン状
玩具のみ使用した。この玩具は舐める、飲み込むことへの安全が保障されているものであ
る。毎回消毒を行ってから用いた。 )ビデオを調査終了後に複数 (大学院発達心理学教員 1






小学校教員養成の大学に通う大学の 4 回生 1 名とし、筆者が共に子育て支援などを行って
いる者とした。全調査を通じて調査に一貫性をもたらすため、調査の補助者及び調査にか
かわる保育士は変わらないこととし、補助者には本研究の目的を伝え、調査について共通






すると判断した登園後の落ち着いた時間 (午前 9 時 30 分ごろ )に行うこととした。  
調査実施場所は、対象となる園児がリラックスできるよう普段使用している保育室とし、
対象となる園児が他の園児からは離れて調査に反応できる部屋を設定した。(例えば保育室
















園児の反応結果は、担任が記録し、記録に誤りがないよう複数で確認した。2 歳児は 20 秒
間、3、4、5 歳児は 15 秒間を操作時間とした。  
第４項 調査結果  
本研究における手の発達については全ての年齢において、二要因混合分散分析を用いて
分析した。なお、多重比較には Bonferroni 法を用いた。  
園及び時期に関して統計的に分析した結果について述べると以下の通りである。  
１．0、1 歳児の調査結果  
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手の発達について園別及び時期別について基礎的統計量 (平均値 [M]、標準偏差値 [SD]、
以下同様 )を算出し、その結果を図  98.、表  51.に示した。  
 
 
図  98. 0、1 歳児の手の発達の変化  
 
表  51. 0、1 歳児の手の発達の基礎的統計量  
園  調査園  N=15 対照園  N=15 
時期╲平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD) 
時期 1  9.20 (0.91)  9.27 (0.85) 
時期 2  12.80 (1.87)  11.87 (2.22) 
時期 3  15.67 (2.33)  14.73 (2.32) 
表  51.の結果について二要因混合分析 (以下同様 )をしたところ、表  52.の通りになった。 
 
表  52. 分散分析の結果  
園=A(2)   時期=B(3)  
S.V SS df MS F 
A  8.10 1  8.10  1.64 ns 
B  534.29 2  267.14  86.29 ** 
AxB  5.00 2  2.50  0.81 ns 
**p<.01 
 
表  51.の結果では、表  52.によれば、時期による主効果のみが有意であったり  (F=86.29  




調査園、対照園共に 2012 年 5 月より 8 月までの 3 か月間、2012 年 8 月より 2013 年 3
月までの 7 か月間、2012 年 5 月より 2013 年 3 月までの 10 ヵ月間の全ての時期に差が見
られたが、園に有意な差は見られなかった  
したがって、対照園に比べて調査園の 0、1 歳児の方がこの 10 か月間において、訓練効
果によって「手」がよく発達したとは言えない。  
２．2 歳児の調査結果  
手の発達について園別及び時期別について基礎的統計量を算出した。その結果は図  99.、
表  53.の通りである。  
 
 
図  99. 2 歳児の手の発達の変化  
 
 
表  53. 2 歳児の手の発達の基礎的統計量  
園  調査園  N=14 対照園   N=14 
時期╲平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD) 
時期 1  5.79 (2.60)  9.14 (2.39) 
時期 2  7.79  (1.97)  7.29 (2.05) 
時期 3  9.29  (2.43)  9.07 (2.52) 
表  53.の結果について分散分析をしたところ表  54.の通りになった。  
 
表  54. 分散分析の結果  
点  
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園=A(2)   時期=B(3)  
S.V SS df MS F 
A  16.30 1  16.30  1.47 ns 
B  52.67 2  26.33  7.99 ** 
  AxB  64.67 2  32.33  9.81 * 
*p<.05  **p<.01 
表  53.の結果では、表  54.によれば、園と時期の交互作用が有意であった。単純主効果
検定の結果、調査園において時期の主効果が見られ (F＝13.10、p<.01)、時期 1 より時期 2、
時期 1 より時期 3 の方が、手が発達した。対象園では時期 1 よりも時期 2 の方が値が減少
しており、時期 2 よりも時期 3 の方が高い値を示していた (F=4.70、p<.05)。また、時期 1
では対照園の方が調査園より高い値を示していたが (F=11.78 、p<.01)、時期 2 と時期 3
ではその差はなくなった。  
 よって、本調査では次のことが言える。調査園では 2012 年 5 月より 8 月までの時期と
2012 年 5 月から 2013 年 3 月までの時期に有意な点の上昇が見られ、対照園では全体を通
じた上昇は見られなかった。  
したがって、調査園の 2 歳の園児はこの 10 か月間において訓練効果が生じ、「手」が
よく発達したと言える。  
３．3 歳児の調査結果  
手の発達について園別及び時期別について基礎的統計量を算出した。その結果は図  
100.、表  55.の通りである。  
 




表  55. 3 歳児の手の発達の基礎的統計量  
園  調査園  N=14 対照園   N=14 
時期╲平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD) 
時期 1  6.57 (1.72)  7.00 (2.98) 
時期 2  8.50 (1.40)  8.21 (1.15) 
時期 3  11.14 (1.96)  8.57 (1.40) 
表  55.の結果について分散分析をしたところ表  56.の通りになった。  
 
表  56. 分散分析の結果  
園=A(2)   時期=B(3)  
S.V SS df MS F 
A  13.76 1 13.76  2.37 ns 
B  132.10 2  66.05  24.27 ** 
AxB  34.38 2  17.19  6.32 ** 
**p<.01 
表  55.の結果では、表  56.によれば、園と時期の交互作用が有意であった。単純主効果
検定の結果、調査園において時期の主効果が見られ (F＝27.09、p<.01)、時期 1 より時期 2、
時期 2 より時期 3、時期 1 より時期 3 の方が、手が発達した。対照園ではまた、時期 1 よ
り時期 3 では、手が発達した (F=3.49 、p<.05)。また、時期 1、時期 2 ではその差はなか
ったが、時期 3 では調査園の方が対照園より高い値を示していた  (F=14.83、p<.01)。  
 よって、本調査では次のことが言える。調査園では 2012 年 5 月より 8 月、2012 年 8 月
より 2013 年 3 月、2012 年 5 月から 2013 年 3 月の全ての時期に有意な差が見られた。  
したがって、調査園の 3 歳の園児はこの 10 か月間において訓練効果が生じ、「手」が
よく発達したと言える。  
４．4 歳児の調査結果  
手の発達について園別及び時期別について基礎的統計量を算出した。その結果は  
図  101.、表  57.の通りである。  
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図  101. 4 歳児の手の発達の変化  
 
表  57. 4 歳児の手の発達の基礎的統計量  
園  調査園   N=10 対照園  N=10 
時期╲平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD) 
時期 1  8.80 (2.36)  11.30 (1.19) 
時期 2  11.20 (2.04)  11.60 (1.56) 
時期 3  15.90 (2.81)  12.00 (1.55) 
表  57.の結果について分散分析をしたところ表  58.の通りになった。  
 
表  58. 分散分析の結果  
園=A(2)   時期=B(3)  
S.V SS df MS F 
A  1.67 1  1.67  0.15 ns 
B  156.90 2  78.45  67.24 ** 
AxB  106.43 2  53.22  45.61 ** 
**p<.01 
表  57.の結果では、表  58.によれば、園と時期の交互作用が有意であった。単純主効果
検定の結果、調査園において時期の主効果が見られ (F＝111.80、p<.01)、時期 1 より時期
2、時期 2 より時期 3、時期 1 より時期 3 の方が、手が発達した。対照園では差は見られな
かった。また、時期 1 では、対照園のほうが高い値を示していたが (F=8.07、p<.05)、時




 よって、本調査では次のことが言える。調査園では 2012 年 5 月より 8 月、2012 年 5 月
から 2013 年 3 月の時期に有意な差が見られた。  
したがって、調査園の 4 歳の園児はこの 10 か月間において訓練効果が生じ、「手」が
よく発達したと言える。  
５．5 歳児の調査結果  
手の発達について園別及び時期別について基礎的統計量を算出した。その結果は  
図  102.、表  59.の通りである。  
 
 
図  102. 5 歳児の手の発達の変化  
 
表  59. 5 歳児の手の発達の基礎的統計量  
園  調査園 N=16 対照園 N=16 
時期╲平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD) 
時期 1  9.50 (1.97)  10.19 (2.01) 
時期 2  12.25 (1.85)  13.69 (1.76) 
時期 3  16.31 (2.57)  12.06 (2.11) 
表  59.の結果について分散分析をしたところ表  60.の通りになった。  
 
表  60. 分散分析の結果  
園=A(2)   時期=B(3)  
S.V SS df MS F 
A  12.04 1  12.04  1.41 ns 
点  
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B  321.27 2  160.64  63.99 ** 
AxB  152.77 2  76.39  30.43 ** 
**p<.01 
表  59.の結果では、表  60.によれば、園と時期の交互作用が有意であった。単純主効果
検定の結果、調査園において時期の主効果が見られ (F＝74.86、p<.01)、時期 1 より時期 2、
時期 2 より時期 3、時期 1 より時期 3 の方が、手が発達した。対照園では時期 1 より時期
2、時期 1 より時期 3 の方が、手がよく発達したが、時期 3 は時期 2 より低い値となって
いた (F=19.55、p<.01)。また、時期 2 では、対照園の方が調査園よりも高い値を示してい
たが (F=4.75、p<.05)、時期 3 では調査園の方が対照園より高い値を示していた (F＝24.58、
p<.01)。  
 よって、本調査では次のことが言える。調査園では 2012 年 5 月より 8 月、2012 年 8 月
より 2015 年 3 月、2012 年 5 月から 2013 年 3 月の全て時期に有意な差が見られた。  
したがって、調査園の 5 歳の園児はこの 10 か月間において訓練効果が生じ、「手」が
よく発達したと言える。  
第５項 考察  
調査園の 2、3、4、5 歳の園児 54 名においては、対照園の 2、3、4、5 歳児の園児 54
名に比べて、2013 年 5 月から 2014 年 3 月の 10 か月間において、訓練を重ねたことによ
り、「手」の動作能力がよく発達したと言える。ただし、0、1 歳児 15 名においては、有
意な差には至らなかった。  
  2、3、4、5 歳児の園児に有意な差が表れた要因には次のようなことが挙げられる。  
調査園の園児は 2013 年 5 月から 2014 年 2 月の 9 か月間、週 1 回 20 分間、各クラスご
とにフレーベルの『母の歌と愛撫の歌』の中の「遊び歌」による手指 (腕や足 )の動作を伴





                                                   
1)熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル  絵  ロバー


















例えば「鳥の巣」という曲では、0 歳 (後半 )児の発達水準では「ピッ！」というひな鳥












                                                   























第６項 結論  
今回乳幼児期における手の発達に関する研究として、0、1、2、3、4、5 歳児 69 名を対
象に、手の動作を伴う遊び歌を介して 2013 年 5 月から 2014 年 3 月の 10 か月間の調査を
行った。その結果 (0、1 歳児においては有意な結果は得られていないが )、調査園の 2、3、
4、5 歳の園児においては、対照園の 2、3、4、5 歳の園児と比べて「手」がよく発達し、
時期を追うごとに訓練効果が高まる結果が得られた。これらの結果がもたらされた原因の
                                                   
1)児嶋輝美  「手遊びの種類と成り立ちについて」  徳島文理大学研究紀要  第 84号  2012  pp.65-74.  
2)岩川淳  「幼児の手指動作模倣能力の発達に関する研究」  和歌山信愛女子短期大学紀要  第 30号  1991  
pp.43-53.  
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表  61. 調査観察記録 (0、1 歳児 ) 
時間 (分 ) 0 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  
遊ぶ                       
歌う                       
動く                       
話す                       
人とかかわる                       
物とかかわる                       
その他                       
観察者所感                       
保育士の情報                      
 
表  62. 調査映像分析の記録 (0、1 歳児 ) 
記録児
NO.(   ) 






3.親指と他の 4 指でつかむ  
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4.親指と人差し指の指先でつかむ  

















(                             ) 
 
表  63. 調査の記録 (2、3、4、5 歳児 ) 
(  )年 (  )月 (  )日 (   )曜日 (   )時 (   )分～ (   )時 (   )分 (    )園 (    )クラス   
No.1  No.6  No.11  No.16  No.21  
No.2  No.7  No.12  No.17  No.22  
No.3  No.8  No.13  No.18  No.23  
No.4  No.9  No.14  No.19  No.24  
No.5  No.10  No.15  No.20  No.25  
 
表  64. 調査の手順  
調査の手順（2、3、4、5 歳児用）  

























































































































●調査の補助を終わる。   
 
 




図  103. 調査材料の設定見本  
 
調査に使用の青いプラスチック製の箱 (縦  約 30ｃｍ横  約 40ｃｍ高さ  約 10ｃｍ )に向か
って対象となる園児は (↑ )の位置に矢印の向きに立つ。箱の中の○はピンクの椀状の容器










        ○  
↑  




第７章 結論と今後の展望  
























歌」に関しては、「母の歌と愛撫の歌」の 2 番目の歌の詩―子と生命の一致を感ずる母  *(Die 
Mutter im Gefühl ihrer Lebenseinigung mit dem Kinde. )―が歌詞となり、3 番目の題名
                                                   
1)児玉衣子  『フレーベル近代乳幼児教育・保育学の研究  フリードリッヒ・フレーベル著『母の歌と愛撫の歌』
の教育方法学的検討から』  現代図書  2009 p.295.  
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―我が子を見て至幸なる母 (Die Mutter seelig im Beschauen ihres Kindes.)―が歌の題名
として付けられている。そのため、歌詞が 2 番であることから、ここでは 2 番の歌と記載




表  65. 各遊び歌の年齢区分  
0 歳から 1 歳未
満児  
「母の歌と愛撫の歌 (Mutter-und Koselieder)」  
①初生児を見つつ母の感ずること (Empfindungen der Mutter beim 
Anschauen ihres erstgebornen Kindes.)  
② 子 と 生 命 の 一 致 を 感 ず る 母  *(Die Mutter im Gefühl ihrer 
Lebenseinigung mit dem Kinde. )○  
③我が子を見て至幸なる母 (Die Mutter selig im Beschauen ihres 
Kindes.) 
④子と遊戯する母 (Die Mutter beim Spielen mit ihrem Kinde.)  
⑤生
お
い育ちゆく子を眺むる母 (Die Mutter im Anschauen ihres sich 
entwickelnden Kindes.)  
⑥子が母の膝の上に立ち又はその腕に休む時の母と子 (Die Mutter 
und das Kind, wenn es auf ihrem Schooße steht und in ihrem Arme 
ruht.) 
⑦母の胸による子 (Das Kind an der Mutter Bruster.)  
「愛撫と遊びの歌」*(遊戯の歌 )(Spiel-Lieder)  
1.あんよでタントントン*(足をばたばた )(Strampfelbein.) ○  
2.ぱったりこ 子どもがころぶ*(ばったりこ、坊やがころぶ ) 
(Bautz! da fällt mein Kindchen nieder.)  
3.塔の風見鶏*(塔の上の鶏 )(Das Thurmhähnchen.) 
4.おしまい *(’S ist all-all.) 
5.味見の歌 *(味の歌 )(Schmeckliedchen.) 
12 お菓子づくり*(お菓子をぴちゃり )(Patsche -Kuchen.) ○  
1 歳から 2 歳未 8.ひなどりさんおいで *(雛を呼ぶ )(Hühnchenwinken.) ○  
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満児  9.小鳩さんおいで*(鳩を呼ぶ )(Täubchenwinken.) ○  
25.小さな男の子とお月さま *(小児と月 ) 
(Das Kind und der Mond!)  
26.1 歳半の男の子と月*(小童と月 ) 
(Der kleine Knabe und der Mond.)  
27. やっと 2 歳の女の子とお星さま  *(二歳の少女と星 ) 
(Das kaum zweijährige Mädchen und die Sterne.)  
33.窓 *(Das Fenster.) 
2 歳から 3 歳未
満児  
6.チック タック*(キッチン・カッチン )(Tick, Tack!) ○  
7.草刈り*(Grasmähen.)  
10.小川の中の小さな魚*(小魚 )(Die Fischlein .)  





13.鳥の巣*(Vogelnest.) ○  
14.花かご*(Blumenkörbchen.) 
16.親指はすもも *(拇指、すもも )(Das Däumchen ein Pfläumchen.)  
28.壁にうつる光の小鳥*(光の小鳥 )(Lichtvögelein an der Wand.) 
29.小兎  母のなつかしい手が壁に小兎をつくる (壁の上の小兎 )(Das 
Häschen. Der Mutter liebe Hand, Macht’s Häschen an die Wand.)  
32.小窓*(二つの窓 )(Das Fensterlein.) 
37.中庭の門*(二つの門 )(Das Hofthor. ) 
38.庭の門*(二つの門 ) (Das Gartenthor. )  
15.鳩のお家*(鳩の家 )(Das Taubenhaus. )  
4 歳から 5 歳未
満時  
17.親指のごあいさつ*(拇、かがめ )(Däumchen neig’dich. )  
18.19.おばあさん やさしいお母さん* 
(なつかしい、お祖母さんとお母さん ) 
(Die Großmama und Mutter lieb und gut. )  
20.親指でひとつ *(拇指で一つ )(Beim Däumchen sag’ich Eins. )  ○  
21.指ピアノ*(Das Fingerklavier. )  ○  
23.無邪気な姉妹  子供は寝入る時小さな手を組みあわす  
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(Die Geschwister ohne Harm.wenn ’s Kindchen schläft ein und 
faltet seine Händchen klein. ) 
24.塔の上の子ども達*(塔の上の子ども ) 
(Die Kinder auf dem Thurme. )  
34.炭焼きさん*(炭焼き小舎 )(Die Kӧhlerhütte. ) 
35.大工 子どもへの愛はあらゆることを工夫した、今度はごらん、手
と指で一人の大工を作るのを。 (大工 ) 
 (Der Zimmermann.Was Liebe zum Kinde doch alles erkann! Jetzt 
seht ihr gar, wie einen Zimmermann Durch Hand und Finger 
gestalten sie kann. ) 
36.小さな橋*(小橋 )(Der Steg. ) 
39.小さな園丁*(小さい園丁 )(Der kleine Gärtner. )  
40.においの歌*(ヘエチィ・ヘエチィ！ )(Riechliedchen. ) 
41.車屋さん*(車屋 )(Der Wagner. )  
42.家具屋さん*(建具屋 )(Der Tischler. )  
22.指ピアノに合わせる歌*(Liedchen dazu) ○  








30.狼 * (Wolf und Schwein. )  
31.猪 *(Wolf und Schwein. )  
43.騎手とよい子 *(馬乗りと善い子 )(Die Reiter und das gute Kind.) 
44.騎手とふきげんな子*(馬乗りと不機嫌な子 ) 
(Die Reiten und das missgelaunte Kind. )  
45.さあ かくれなさい*(坊やお隠れ )(Kindchen verstecke Dich! )  
46.かくれんぼ*(かくれんぼう )(Verstecken des Kindes. )  
47.かっこう*(かっこ、かっこ )(Guckguck! ) 
6 歳から 7 歳未
満児  
48.お店屋さんと女の子*(商人と少女 ) 
(Der Kaufmann und das Mädchen. )  
49.お店屋さんと男の子*(商人と少年 ) 
(Der Kaufmann und der Knabe. )  
50. 教会の窓と戸口*(教会の戸とその上の窓 )  
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(Kirchthür mit Fenster. )  
51.小さい画家 ああ、小さい子はもう画家になりたがる。  
( 小 さ い 画 家 )(Der kleine Zeichner.Ei! das Kindchen klein, 
Mӧcht’schon Zeichner sein. )  
1.「終の歌」 (Schluss-Lied)  
結びの感情*( Schluss Empfindungen. ) 
 








(１ ) 母と愛撫の歌 (Mutter-und Koselieder) 
②はじめの歌  我が子をつくづくと眺め喜びに溢れる母*  
(EINGANGSLIED Die Mutter selig im Anschauen ihres Kindes) 
題名は 3 番であるが、歌詞は 2 番であるため②とする。  
 
 おお 我が子よ いとし子よ そっと教えておくれ おまえから  暖かく耀いてくる 
あの春のあかね色のように  色どられてくるものは  何かしら  教えておくれ  信仰 
それは まなこからほとばしる 何がおこっても  お母さんは護ります  にこやかな眼
は 愛を語る  私達を光が包む 希望を胸に抱き  生命の泉 注がれる  さあ 子ども
よ やさしい信頼に溢れ 眼と眼で生命を見つめましょう  いつでも母は  柔らかなあ
なたの愛に励まされる  あなたの信仰と希望と愛は  育てずにはおれません 我が子の















への決意を持たせ、母 (親 )教育の一助となればよいと考える。  
(２ ) 愛撫と遊びの歌*(Spiel-Lieder ) 
1.あんよでタントントン (Strampfelbein.) 
 
あんよで  タントントン  けしと亜麻をたたいて  油をしぼり  ランプに入れよう  
かわいい  我が子の為に  かあさん  夜長を眠らずに  見守り付き添う時に  明るく 










                                                   
1)熊谷周子編著  『フリードリッヒ・フレーベル著  母の歌と愛撫の歌  フリードリッヒ・ウンゲル  絵  ロバー
ト・コール  作曲』  ドレミ楽譜出版  1991 p.16.  

















(３ ) 愛撫と遊びの歌*(Spiel-Lieder ) 
6.チック タック*(Tick, Tack!)  
 
みてね  みてね  振り子のように  腕がゆれるよ  きちんとゆれる  拍子をとって  
いつもチック、タック  チック、タック  チック、タック  時計は時を教えてくれる   
御飯、寝る時、遊ぶ時  手洗い お風呂のときなどを 心はいつもきれいで 元気でい




ては、「キッチン  カッチン」という訳もある。筆者は自らの実践から「チック  タック 
ボーン ボーン」という擬音語が現代の母子には適すると感じた。また、前曲と同様に乳
幼児には、擬音語部分が模倣しやすいことから、歌詞の一部を「チック  タック ボーン 
                                                   











(４ ) 愛撫と遊びの歌*(遊戯の歌 )(Spiel-Lieder ) 
8.ひなどりさんおいで *(Hühnchenwinken.) 















(５ ) 愛撫と遊びの歌*(Spiel-Lieder ) 
9.小鳩さんおいで*(Täubchenwinken.) 
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 p.34.  
 277 













(６ ) 愛撫と遊びの歌*(Spiel-Lieder ) 
12.お菓子づくり (Patsche Kuchen.) 
さあ やってみましょう お菓子を焼きましょう ペッタン ペッタン  
のばしましょう パン屋が言う  
「さあ よろしい  すぐに持っておいで  そうでないとオープンが冷えますぞ」   
「パン屋さん  お菓子はここです 子どもに  おいしく焼いてちょうだい  」  








させることもできよう。また、歌詞の「お菓子 (Kuchen)」部分  は、その場に合わせてケ
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 p.36.  
2)同上書、 p.43.  







(７ ) 愛撫と遊びの歌*(Spiel-Lieder ) 
13.鳥の巣*(Vogelnest.) 
 
生垣や木の枝に 鳥は巣を作る 二つの卵を生んで  二羽のひながかえった 母さん
を呼んで  ピッピッピッ  お母ちゃん  ピッ  お母ちゃん  ピッ  母さん好き  ピッ 













(８ ) 愛撫と遊びの歌*(Spiel-Lieder ) 
20.親指でひとつ *(Beim Däumchen sag’ich Eins.)  
親指で一つ  人差し指で二つ  中指で三つ  薬指で四つ  小指で五つ みんな 寝か
しつけました  もう誰も動きません  静かに眠れ 目覚めぬように2) 
 
                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 p.46.  
2)同上書、 p.61.  
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 この遊びでは、指を一指ずつ折り曲げることが手指の巧緻性を高めるとともに、1 から








(９ ) 愛撫と遊びの歌*(Spiel-Lieder ) 
21.指ピアノ*(Das Fingerklavier.)  
ここをごらん !  おてては素敵なピアノ  指を下げて押すと  きれいな音がする  ラ
ララララ  ラララララ  ララララ  ララララ  ララララ  ララララ  ラララ  ラララ 
ラララ ラララ ラララ ラララ ララ ララ ララ ララ ララ  ララ ララ ララ 
楽しく弾くよ  かわいい歌を  歌いましょう  心で弾くよ  合わせて 歌いましょう 1) 
 
指をピアノに見立てて弾くことは思うよりも難しいものである。それは、5 指の長さが











                                                   





(１０ ) 愛撫と遊びの歌*(Spiel-Lieder ) 
22.指ピアノに合わせる歌 (Liedchen dazu) 
我が子が楽しく弾いている  かわいい歌を歌いましょう  ＊ ひばりが羽を動かすと  
ひばりの歌が響くよう   歌が心を動かすと  指のピアノも動きます  ＊＊＊＊＊  心で
静かに弾いて  ピアノに合わせて歌いましょう＊  こどもの指は弱くて小さいが  ごら
ん 上手に弾いている  歌えば調子が出て来ます  ＊＊＊＊＊  指が動く上下に  歩い












                                                   
1)熊谷周子  前掲書、 p.66.  
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図  105.「指ピアノに合わせる歌」  
数字譜  
Liedchen dazu.                                
数字譜 Friedrich Frӧbel                                                               
採譜 Sumiko baba 
 
図  106. 筆者による「指ピアノに合わせる歌」
の採譜  
 
Liedchen dazu.  
       数字譜 Fried ri ch  Frӧbel  
              採譜 Su miko  Baba    




















































































































































                                                   
1)児玉衣子  『フレーベル近代乳幼児教育・保育学の研究  フリードリッヒ・フレーベル著  『母の歌と愛撫の歌』































                                                   






























年に徳川家斉 (1773-1841)が死去、新将軍家慶 (1793-1853)、水野忠邦 (1794-1851)らによる
 288 
天保の改革が始まるが、1843 年には水野が失脚し改革は中止となっている。その後、1853





知識科」の 3 科目であり、その中の知識科では 20 種類の恩物が行われていたが、これら
は主任保母の松野クララ (Clara Louise K.Zitecman, 1853-1931)からの伝授であったとい
う 2)。フレーベルの幼稚園や恩物が日本において受容されたことが分かるが、当時の一般
的な傾向としては、家庭における母による乳幼児の養育責任を求める傾向が強かったとさ






















                                                   




東京女子師範学校附属幼稚園が日本初の幼稚園とされている (広岡義之編著  『新しい教育課程論』  ミネルヴァ
書房  2010  p.50. )。  
2)同上論文、 p.43. 
3)内藤知美「近代日本における欧米の育児・保育論の受容と展開―養育責任に着目して―」厚生科学研究費補助金









(Philipp Franz balthasar yon Siebold, 1796-1866)が持ち込んだピアノが現在迄保存され
























                                                   
1 )乙部はるひ  前掲論文、 p.28.  
2)大本達也  「日本における『詩』の源流としての『唱歌』の成立―明治期における『文学』の形成過程をめぐる






は , より強まった 3)」という。  
さらに、東京女子師範学校附属幼稚園の創設時の保姆 (保母 )であった豊田芙雄子
(1845-1941)は、「家鳩を教へていましたら、伊澤さんが , とんでもないことだ , 幼児にこ
んなむづかしいものをうたはせるのは , ＜中略＞と大変に叱られました。自分では子ども
が喜んでうたふので , むづかしいとも思わなかったのですが ,…… 4)」と述べている。ここ
からも、当時の日本の大人は唱歌を幼児向きではない難解なものとして受け入れなかった
が、逆に、幼児は受け入れ、喜んで歌っていた姿が見られる。  
その後、1887 年に神戸に来日したハウ (Annie Lyon Howe, 1852-1943)が、頌栄幼稚園
及び頌栄保母伝習所を創立し、我が国にフレーベルの教育思想を伝えたのであるが、音楽




ド大学 )で音楽を専攻した演奏家」でもあったハウにとって「当時の我が国の音楽は , とう
てい我慢のならないものであったと思われ 7)」、「残念ながらこの日本に於ては音楽的感
覚即ち色々の場合に使用する音楽に対する観念並にその音楽の特殊の表情が , まだゝゝ進




                                                   
1)細田淳子  「保育における音楽教育の歩み―伊澤修二の音楽教育観―」  東京家政大学研究紀要  第 37集 (1)  
1997  p.161.  
2)同上論文、 p.161 
3)同上論文、 p.161.  
4)同上論文、 p.161.  
5)須川知子  滝田善子「保育導入期の思想と唱歌」  松下鈞編  『異文化交流と近代化―京都国際セミナー 1996
―』所収  大空社  1998 p.151.  
6)同上論文、 p.151.  
7)同上論文、 p.151.  
8)同上論文、 p.151.  
9)名須川知子  「唱歌遊戯作品における身体表現の史的変遷―明治 ~昭和前期の作品事例分析―」  兵庫教育大学  
研究紀要  第 22巻  2002年 3月  pp.11-22.  
 291 





曲の受容問題について名須川はこう述べている 1)。  
明治初年に欧米から持ち寄られた保育文献の中で唱歌遊戯に関するものは、明治 10 年
~12 年に翻訳された、Johann＆Barta Ronge 著、桑田親五訳『幼稚園 (おさなごのその )』
(1~3 巻 )及び明治 10 年に翻訳された、Adolf Douai 著、関信三訳『幼稚園記』 (1~4 巻 )で












の introductory songs であるが , 子ども用の西洋歌曲を翻訳したものである。そこには体
操の始め , あるいは玩器と共に , あるいは歌いながら踊る要領が翻訳されているが , 原書
にあった楽譜が訳本としての本書の中にはない 5)」。「これは当時洋楽譜を用いて楽器を
奏したり , 歌ったりすることがなかったことによるものであろう 6)」と書かれている。  
 さらには、「歌詞を訳するに当たってはわが国でそのまま使うのは難しいとして , 試し
                                                   
1)名須川知子  前掲論文、 p.11. 
2)同上論文、 p.11. 
3)古市久子  遠藤晶  寺尾正  「幼児の音楽教育における黎明期の実際とその表現的意味」  大阪教育大学紀要  
























図  108.「幼稚鳩巣遊戯之図」 
                                                   




見て取れることを以下に付け加えておきたい (表  66.参照 )。  
 
表  66. A 保育園保育士のフレーベルの遊び歌実践後の質問及び感想内容  
質問内容  回答  
フレーベルの遊び歌を知
っていたか。  




名 )、指先を使う、触れ合う遊びを知れてよかった (3 名 ) 、
乳幼児が楽しんでいた (1 名 ) 、全く知らない歌だった (2





んで遊んでいる姿が見られた (14 名 ) 、「おいで おいで」
などのしぐさができるようになった  (0 歳児 )、  友だちと
一緒に楽しんでいた (3、4、5 歳児 )、繰り返し遊ぶことで
歌を覚え、乳幼児が大きな声を出して歌い、自信を持って
表現することができるようになった (4、5 歳児 ) 。  
(表中の下線は筆者による ) 
 
これらは、遊び歌の実践後、実践園の現場担任保育士 14 名 (0 歳児クラス 3 名、1 歳児








































『母の歌と愛撫の歌』の表紙には、「 “来たれ、我等の小兒等を生かしめよう ” 母の歌
と愛撫の歌 小兒生活の高貴な養育のための詩と畫  フリイドリッヒ・フレョエベル著   
家庭書  “子どもらしい遊戲にも屢々高い意味がある ” 素屢、説明文及び歌ひ
ママ
方を附す
(„Kommt, laßt uns unsern Kindern leben! ” Mutter-und Koselieder. Dichtung und 
Bilder zur EDLEN Pflege des Kindheitlebens. Ein Familienbuch von Friedrich Fröbel. 
„Der hoher Sinn liegt oft im kind ’schen Spiel. Mit Randzeichnungen, erklärendem 




















                                                   
1)プリュウフェル編及跋  茅野蕭々譯  『フレョエベル  母の歌と愛撫の歌』  岩波書店  1934 (表表紙の裏よ
り、ページ数が書かれていない部分が、 8ページあるが、その中の 1枚である。 ) 





章の現代の乳幼児教育 (保育 )教材としての可能性の検討と新たな提案である。  
以下に、音楽的アプローチを行った第３章、第４章、第５章、第６章、第７章における
各考察の結論５点を順に記すことにする。  

















④  「遊び歌」の現代の乳幼児への実践とその教育効果の測定―フレーベル考案の遊び  





遊び歌の実践の効果としては、一保育園において、一対照園との比較において、2 歳  
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から 5 歳の園児の手の発達、4 歳の園児のメロディー模奏、リズム模奏における発達に  
有意な差が見られたことが挙げられる。  
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